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１．専攻科の概要 

 

１－１ 総説 

 専攻科は、高等専門学校を卒業した者に対して、「精深な程度において、特別の事項を教授し、そ

の研究を指導する」ことを目的として平成３年の学校教育法の改正により創設された新たな２年間の

専門課程です。 

 専攻科の修了者は、一定の要件を満たせば大学評価・学位授与機構に申請し、学士の学位を取得す

ることができ、同時に大学院への入学資格を得ることができます。 

 本校専攻科は、５年間の高専教育の基礎のうえに、さらに高度の専門的学術を教授研究し、創造的

専門学力、技術開発能力及び経営管理能力を有する開発型技術者を育成することを目的としています。     

 

１－２ 専攻科の沿革 

 

昭和38年 4月 1日 神戸市立六甲工業高等専門学校を設置 

（昭和41年4月1日神戸市立工業高等専門学校に名称変更） 

平成10年 4月 1日 専攻科（電気電子工学専攻・応用化学専攻）を設置 

平成12年 4月 1日 専攻科（機械システム工学専攻・都市工学専攻）を設置 

平成20年10月22日 専攻科設立10周年記念式典を挙行（記念誌の発刊） 

平成30年11月 2日 専攻科設立20周年記念講演会を開催（記念誌の発刊） 

令和 5年 4月 1日 神戸市公立大学法人の下、独立法人化 

 

１－３ 教育の特徴（カリキュラムポリシー概要） 

 神戸高専の専攻科課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編成

しています。一般教養科目において語学力や倫理観などを養うための科目を、専門科目においては工

学に関する基礎知識をさらに深めるための専門共通科目とそれぞれの専攻の基本方針のもとさらに高

度な専門的学術を培うための専門展開科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得す

るため、準学士課程との系統性を配慮した編成にしています。 

 

（１） 機械システム工学専攻 

機械システム工学専攻では、今後さらなる高度化や精密化を想定した場合に予想される機械工学的

な諸問題に対処するために必要な材料力学、熱力学、流体力学、計測・制御工学、ロボット工学、加

工技術に加え、生産管理や生産技術に関するより高度な技術を教授し、独創的で論理的な思考能力や

問題解決能力を有するとともに、これらの技術を活かして生産システムの構築ができる技術者の育成

を目指します。 

 

（２）電気電子工学専攻 

電気電子工学専攻では、今後ますます多様化、高度化していくと予想される電気エネルギーを基盤

とした高度産業システムやエレクトロニクス分野に対応するために、電磁気学、電気・電子回路論、

物性・電子デバイス、計測・制御工学、情報・通信工学、パワーエレクトロニクス等に関するより高

度で実践的な技術や知識を修得し、問題解決能力を有する実践的で創造性豊かな技術者の育成を目指

します。 

 

（３）応用化学専攻 

応用化学専攻では、今後も進んでいく新素材、新材料の開発やそれらの応用技術、環境問題等に対

応するために必要な有機化学・高分子化学、無機化学・分析化学、物理化学、化学工学、生物工学等

に関するさらに高度な技術や知識を教授し、化学物質の可能性や潜在的な危険性も理解しながら分析

装置等を取扱うとともに設計装置の設計もできるような実践的で問題解決能力も有する技術者の育成

を目指します。 
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（４）都市工学専攻 

都市工学専攻では、今後の暮らしの変化とそれに伴う自然環境の変化にも対応した人に優しい生活

環境をデザインするために必要な構造工学、水理学、地盤工学、コンクリート工学、維持管理工学、

計画学、環境保全、設計製図等のより高度な知識や技術を教授し、自然災害や環境問題の仕組みも理

解して施工できるような実践的で、かつ創造性や判断力も併せ持つ技術者の育成を目指します。 

 

 

１－４ 養成すべき技術者像（専攻科課程、専攻ごとの教育目的） 

 専門分野の知識・能力を持つと共に他分野の知識も有し、培われた教養教育のもとに、柔軟で複合

的視点に立った思考ができ、問題発見、問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（１）機械システム工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電気電子応用技術、加工技術、設計法等の専門技術を習得し、培

われた教養教育のもと、設計や製作において複合的視点で思考、問題発見、問題解決ができる創造性

豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（２）電気電子工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電磁気学、電気回路、エレクトロニクス、実験等により専門技術

を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問題解決が

できる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（３）応用化学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術に加え、物質の基本を十分に理解し、新しい物質作りに応用できる

専門学力を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問

題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

（４）都市工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、構造力学、水理学、土質力学、計画、環境に関連する専門技術に

重点を置き、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点で思考、問題発見、問題解決

ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

 

 

１－５ 修了時に身につけるべき学力や資質・能力（学習・教育目標） 

(A) 工学に関する基礎知識と専門知識を身につける。 

(A1) 

 

(A2) 

 

(A3) 

 

(A4) 

 

数 学 

 

自 然 科 学 

 

情 報 技 術 

 

専 門 分 野 

 

工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル解

析、確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くことができ

る。 
工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自然科

学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につけ、活

用することができる。 
各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活用す

ることができる。 
(B) コミュニケーション能力を身につける。 
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(B1) 

 

(B2) 

 

 

(B3) 

 

(B4) 

 

論 理 的 説

明 

 

質 疑 応 答 

 

 

日 常 英 語 

 

技 術 英 語 

 

技術的な内容について、図、表を用い、文章及び口頭で論理的に説明する

ことができる。 
自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 
 
 
日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解するこ

とができる。 
英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明するこ

とができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述すること

ができる。 
(C) 複合的な視点で問題を解決する能力や実践力を身につける。 

(C1) 

 

(C2) 

 

 

(C3) 

 

(C4) 

 

応 用 ・ 解

析 

 

複 合 ・ 解

決 

 

 

体 力 ・ 教

養 

 

協 調 ・ 報

告 

 

工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果を的

確に解析することができる。 
与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ情報

を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技術・手法

を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 
技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 
 
特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告書を

書くことができる。 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける。 

(D1) 

 

(D2) 

 

技 術 者 倫

理 

 

異 文 化 理

解 

工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫理的

責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 
異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することができ

る。 

 

※「(A4) 専門分野」の専攻別細目 

（１）機械システム工学専攻 

① 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識と発展的な知識

を身に付け、活用できる。 

 

② 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 

・熱流体に関する各種物理量の計測法を理解し、実際に計測し評価できる。 

・理想化された熱流体および実際の熱流体の移動を数式で表し、それを用いて熱流動現象を説明

できる。 

・各種熱機関の特性を理解し、エネルギー変換技術における性能改善のための指針を提案できる。 

 

③ 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、活用で

きる。 
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・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ活用できる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な計測の専門知識を身につけ活用できる。 

・研究開発、応用設計、製造等を行う際に必要な制御の専門知識を身につけ活用できる。 

 

④ 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・工業材料、先端材料の成形加工法に関する専門知識を習得し、材料加工や生産加工に活用でき

る。 

・切削加工に関する専門知識や先端加工技術を習得し、生産技術として応用できる。 

・生産に関する専門的かつ総合的な知識および技術を習得し、生産システムの構築ができる。 

（２）電気電子工学専攻 

① 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・電磁気学に関する理解を深め、応用力を養うことができる。 

・高電圧の発生方法ならびに測定方法を理解することができる。 

・集中・分布定数回路をコンピュータを用いて解析することができる。 

・離散フーリエ変換や逆離散フーリエ変換を理解し、応用することができる。 

 

② 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・光の波動的性質や光を導波する光ファイバの原理、特性、応用などを理解することができる。 

・光デバイスの原理や応用技術を理解することができる。 

・プラズマについての基礎特性や計測技術について理解することができる。 

 

③ 計測や制御に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・光センサの原理を理解し、具体的な課題に応用することができる。 

・計測や制御の手法を学び、具体的な課題に応用することができる。 

・最適制御、ロバスト制御などの設計理論を理解することができる。 

 

④ 情報や通信に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・ディジタル信号処理の基礎的な考え方を理解することができる。 

・一般的なアルゴリズムやそれを実現するためのデータ構造を理解することができる。 

・画像処理の基礎及びコンピュータグラフィクスの基礎を理解することができる。 

 

⑤ エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・電力変換装置や電力用デバイスの基礎を理解することができる。 

・現状のエネルギー変換の基本をなす熱力学について理解することができる。 

 

（３）応用化学専攻 

① 有機化学・高分子化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・有機反応機構を説明できるとともに、有機金属錯体の構造や反応を理論的に説明できる。 

・高分子化学の基本知識をより理解を深めるとともに、機能性高分子材料についても説明できる。 

 

② 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・無機物質の各種合成法の特徴を説明できる。 

・無機材料合成の基礎となる相平衡や錯体の合成法を説明できるとともに、無機物質の潜在危険

性を理解し安全に取り扱える。 

 

③ 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・原子・分子の電子状態に起因する現象、分光学等が定性的に理解できる。 

・化学反応の基礎理論を説明できるとともに、量子化学計算を用いて遷移状態の構造を予測でき
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る。 

・電気化学反応の基礎理論を説明できるとともに、その応用例の概要を説明できる。 

 

④ 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・化学工学単位操作の基礎理論の理解を確実なものにするとともに、それを応用した各種装置の

概要を説明でき、装置設計に活かせる。 

・熱力学のうち化学技術者に必要な分野に関する熱力学計算ができる。 

 

⑤ 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・生化学の基礎を理解しながら分子生物学と遺伝子工学の基礎と応用について理解できる。 

 

（４）都市工学専攻 

① 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・数理工学、数理統計に関する理論を理解し、設計に活用できる。 

・シミュレーションに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

 

② 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・構造力学、水理学、土質力学に関する理論を理解し、力学の応用的解析に活用できる。 

・数値流体力学に関する諸定理を理解し、応用的解析ができる。 

 

③ 施工や防災に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・コンクリートなどの建設材料に関する理論を理解し、施工技術を身につける。 

・基礎、耐震に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

・都市防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

 

④ 計画や環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

・都市計画や交通計画、建築学に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

・環境保全に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

 

１－６ 教育課程 

 教育課程は単位制を基本とし、各科目の講義は原則として学期毎に完結するため、２年間の教育期

間は、１５週を単位とする４学期に分割されています。 

 

 

１－７ 学年・学期 

（１） 学 年    ４月１日 ～ 翌年３月３１日 

（２） 学 期  （前期）  ４月１日 ～ ９月３０日 

          （後期） １０月１日 ～ ３月３１日 

 

 

１－８ 休業日 

 （１） 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 （２） 日曜日及び土曜日 

 （３） 学年始休業     ４月 １日 ～ ４月 ７日 

 （４） 夏季休業      ８月１２日 ～ ９月２３日 

 （５） 冬季休業     １２月２５日 ～ １月 ７日 

 （６） 学年末休業     ３月２０日 ～ ３月３１日 

  

※年度により、変更されることがあります。 
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１－９ 記念日 

 （１） 創立記念日     ６月 ３日 
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２．履修に関すること 

 

 専攻科では、一般の大学と同じように単位制を基本としています。専攻科を修了するためには６２

単位以上を修得する必要があります。そのため、本校では、７９～８７単位の科目（特別研究、実験

を含む）を開設しています。このうち、必修科目は専攻にかかわらず必ず履修しなければなりませ

ん。したがって、学生諸君は、修了するまでにどの科目を修得すべきかを選択しなければなりませ

ん。また、選択した科目を受講するためには、受講申請を行う必要があります。 

以下にその概要と手続きについて述べます。 

 

２－１ 科目の単位と時間数 

 

 専攻科のカリキュラムは「一般教養科目」と、専門共通科目及び専門展開科目の「専門科目」から

成っています。各授業科目の履修は単位制により実施しており、講義、講義・演習、演習、実験、実

習により行われます。４５分を１単位時間、９０分を２単位時間、１３５分を３単位時間として、次

の基準により単位数を計算します。 

 

講 義 科 目  半期毎週２単位時間の授業で２単位 

講義・演習科目  （上記の講義以外に６０単位時間の自己学習が必要） 

          

 

演 習 科 目   半期毎週２単位時間の授業で１単位 

         （上記の講義以外に３０単位時間の自己学習が必要） 

 

実験・実習科目  半期毎週３単位時間の授業で１単位 

 

特 別 実 習   国内外問わず就労日数１０日以上かつ総就労時間７０時間以上を 

もって２単位 

 

 このように単位時間が科目によって異なるので注意してください。コミュニケーション英語、専攻

科ゼミナールⅠ、Ⅱ、及びメカニカルエンジニアリング演習は「演習科目」、専攻科特別実習、及び

エンジニアリングデザイン演習は「実験・実習科目」、専攻科特別研究Ⅰ、Ⅱは「研究」、他の科目

は「講義科目」あるいは「講義・演習科目」に区分します。専攻科特別実習(インターンシップ)は、

夏季休業中等に企業等に派遣し実施します。 

 

２－２ 受講手続 

 

 授業を履修するには「履修届」を学生課が指定する日時までに提出しなければなりません（令和２

年度から、履修届はWEB申請となりました）。選択科目の中からどの科目を履修するかは、特別研究担

当教員および専攻主任の指導に従い、各自で履修計画をたて決定してください。第１学年在籍者につ

いては、専門展開科目のうち、第２学年配当必修科目の履修を認めません。また同一時間に開講して

いる二つ以上の科目については、同時に履修することを認めません。なお、各授業科目はその内容に

応じて、受講を制限する場合や、教室の都合等により、受講人員を制限する場合があります。 

 

２－３ 試験と単位の認定 

 

試験は、原則として授業の終了する学期末に行われます。試験の実施期日・時間等は、そのつど校

内メ－ル及び担当教員から連絡します。成績が「可」以上に評価された授業科目の単位について、修

得を認定します。合格とならなかった科目のうち、修得する必要がある科目（必修科目）は、原則と

して再受講しなければなりません。 授業科目の単位認定（試験等）については、授業科目担当教員

が行います。 
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学生の試験開始後30分以内の退室及び30分以降の入室は認めない。その他、判断が難しい事案が生

じた際は、事後に判断する旨を伝えたうえで試験を受けさせる。 

２－４ GPAについて 

指定校推薦や校長推薦などには、「成績優秀であること」などの条件がつく。 

「成績優秀であること」の基準については、本校専攻科では、「優（標語）」の割合やGPA

（Grade Point Average；成績平均値）などを用いる。 

※GPAの算出方法について 

各科目のGP = (学業成績– 55) / 10 (ただし，学業成績 < 60点のときGP = 0) 

GPAの算出方法：(GP × 科目の単位数)の総和 / GPA対象単位総数 

ただし，GPA対象科目は別に定める。なお，GPAは学生に通知しないものとする。 

 

２－５ 専攻科修了要件 

 

専攻科の修了認定は、次に定める各号のすべての項目に該当する者に対して、修了認定会議の審議

を経て、校長がこれを決定します。 

(1) 必修科目をすべて修得していること。 

(2) 総修得単位数が６２単位以上であること。 

(3) 一般教養科目の修得単位数が８単位以上であること。 

(4) 専門共通選択必修科目の修得単位数が４単位以上であること。 

(5) 専門科目の修得単位数が４６単位以上であること。 

 

なお他大学で修得した単位については、申請により３０単位（ただし、専攻に係る科目以外の科目

は８単位）を限度に本校専攻科での修得単位として認定されます。すなわち、この加算後の修得単位

数が６２単位以上あれば専攻科を修了することができます。 

また他専攻の専門展開科目を履修し、単位を取得することができます。ただし、当該専攻の修了要

件の単位に含めることができるのは６単位までです。 

 

２－６ 修業年限 

 

 専攻科の修業年限は２年で、４年を超えて在学することはできません。 

 ただし、休学期間は在学期間に含まれません。 

 

２－７ 学位（学士号）の取得 

 

 学位を取得するためには、本科（４、５年）と専攻科において、学士課程４年間に相当する学修を

体系的に履修し、かつ、大学改革支援・学位授与機構の定める修得単位に関する基準を満たしている

かを審査されます。 

→ 修得単位について審査されます。 

 

 学修総まとめ科目（特別研究Ⅱ）において、学士課程４年間に相当する学修の総括が行われ、学士

の学位の授与に値する学修の成果が得られているかを審査されます。 

→ 学修総まとめ科目の「履修計画書」および「成果の要旨」を提出します。 

 

 学位授与申請は、修了見込み年度の６月に必要書類一式と学位審査手数料を添えて大学改革支援・

学位授与機構に申請することになります。学修総まとめ科目の単位取得後、必要書類一式を再度大学

改革支援・学位授与機構に申請することになります。 

 なお、単位修得見込みで申請した科目については、修得後、速やかに単位修得証明書を提出しなけ

ればなりません。 

 取得できる学位は、「学士（工学）」です。 
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＊１ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 
 

 ［抜 粋］ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構は、独立行政法人通則法及び独立行政法人

大学改革支援・学位授与機構法に基づき設立されています。機構は、大学等（大学、短期大学、高等

専門学校並びに大学共同利用機関をいう。以下同じ。）の教育研究活動の状況についての評価等を行

うことにより、その教育研究水準の向上を図るとともに、国立大学法人等（国立大学法人、大学共同

利用機関法人並びに独立行政法人国立高等専門学校機構をいう。以下同じ。）の施設の整備等に必要

な資金の貸付け及び交付を行うことにより、その教育研究環境の整備充実を図り、あわせて大学以外

で行われる高等教育段階での様々な学習の成果を評価して学位の授与を行うことにより、多様な学習

の成果が適切に評価される社会の実現を図り、もって我が国の高等教育の発展に資することを目的と

して、次の業務を行います。（引用元 https://www.niad.ac.jp/about/business.html） 

 

＊２ 学校教育法（昭和22年３月31日法律第26号）第104条 第７項第１号 

 

 ［抜 粋］ 短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）若しくは高等専門学校を卒業した者（専

門職大学の前期課程にあつては、修了した者）又はこれに準ずる者で、大学における一定の単位の修

得又はこれに相当するものとして文部科学大臣の定める学習を行い、大学を卒業した者と同等以上の

学力を有すると認める者 学士 

 

 

＊３ 学位規則（昭和28年４月１日文部省令第９号）第６条第１項                                                          

 

［抜 粋］ 法第百四条第四項の規定による同項第一号に掲げる者に対する学士の学位の授与は、

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の定めるところにより、短期大学若しくは高等専門学校を

卒業した者又は次の各号の一に該当する者で、大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）第

三十一条第一項の規定による単位等大学における一定の単位の修得又は短期大学若しくは高等専門学

校に置かれる専攻科のうち独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が定める要件を満たすものにお

ける一定の学修その他文部科学大臣が別に定める学修を行い、かつ、独立行政法人大学改革支援・学

位授与機構が行う審査に合格した者に対し行うものとする。 
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３．大学での科目の受講及び単位取得に関すること 

 

 専攻科を修了するためには、本校専攻科が開設した科目の中から６２単位以上を修得する必要があ

ります。その６２単位のうち、他の大学との交流を図り広く教養を身につける観点から、学園都市単

位互換講座で修得した単位についても、３０単位を限度に本校専攻科での修得単位として認定されま

す。ただし、専攻に係る科目以外の科目については、８単位を越えない範囲で認定されます。 

 

３－１ ユニティ単位互換講座の履修について 

 

 学園都市および周辺にある６つの大学等「流通科学大学、神戸市外国語大学、兵庫県立大学、神戸

芸術工科大学、神戸市看護大学、神戸市立工業高等専門学校」がお互いに提供した授業科目を学習し

たことについて、それぞれ所属する学校（神戸高専）における履修とみなし、単位の修得を認定する

制度です。 

ユニティ単位互換講座は、各大学等に行って履修します。なお、履修の可否については開設大学等

に権限がありますので、履修申請しても履修が許可されるとは限りません。 

 

Ⅰ．申込者の資格 

(1) 神戸研究学園都市大学連絡協議会に加入している大学及び高等専門学校専攻科に所属する学生

で所属大学等が許可すれば、誰でも受講資格があります。ただし、科目の性格から既履修科目

や学年等の条件がある場合があります。 

(2) 所属大学により、単位認定可能な講義の種類や単位数等が異なります。詳細は学生課に問い合

わせください。 
 
Ⅱ．出願方法等 

(1) 学生課の窓口で、毎年４月上旬の所定の期間に受け付けます。学生課の指示に従って手続きを

行ってください。 

(2) 提出書類は、「ユニティ単位互換講座科目履修出願票」のみです。１科目につき１枚記入して

ください。（２科目以上履修する方は、出願票をコピーしてください） 

(3) 受講料は無料です。 
 
Ⅲ．履修許可及び履修手続き 

(1) 科目開設大学等は、ユニティ単位互換講座科目履修出願票に基づき選考を行います。 

(2) 選考結果は、４月中旬に学生課を通じて連絡します。 

（※定員等の都合により許可されない場合があります。） 

(3) 前期については、履修者の確定が授業開始後になりますので、注意してください。 

(4) 科目によっては科目開設大学で別の手続きが必要な場合があります。この場合は、指示に従っ

て手続きを行ってください。 
 
Ⅳ．身分・成績等の取扱い 

(1) 講義を受ける時の注意や試験の実施方法等は、科目開設大学の指示に従ってください。 

(2) 単位の認定や成績は、学生課を通じて連絡します。 
 
Ⅴ．開講科目について 

 開講期間は、所属大学(神戸高専 専攻科)と異なりますので注意してください。 

 単位互換講座は、開講している大学のキャンパスで履修します。 

 講義の期間や時間、休講基準については、科目開設大学の規定によります。 

 提供科目・開講期間・時間割等は「大学コンソーシアムひょうご神戸」の単位互換検索システ

ム(https://consortium-hyogo-system.jp/tanigokan/search.php)及び ３月のガイダンス時に

配付した「単位互換講座時間割表」を参照してください。 

 本校開講科目は、専攻科での単位であり、大学での単位とは認定されませんので注意してくだ
さい。 

※単位互換講座 休講等の連絡は、専攻科棟掲示板・Ｅ-メール等で、また、科目開設大学の掲示板で

確認してください。

https://consortium-hyogo-system.jp/tanigokan/search.php
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４．学位授与申請に関すること 
 

４－１ 学位授与制度とは 

短期大学及び高等専門学校の卒業者など、高等教育機関において一定の学習を修め、その「まとま

りのある学修」の成果をもとに、さらに大学の科目等履修生制度などを利用して所定の単位を修得し、

かつ大学改革支援・学位授与機構が行う審査の結果、大学卒業者と同等以上の学力を有すると認めら

れた者に対して、学士の学位が授与されます。 

本校の専攻科は、大学教育に相当する水準の教育を行っていることを大学改革支援・学位授与機構

が認定した専攻科（認定専攻科）であり、当専攻科において修得した単位は基礎資格を有する者に該

当した後に修得した単位として使用することができます。ただし、ユニティ単位互換講座で履修・修

得した科目や他の専攻の専門展開科目は学位申請の単位として認定されていません。学位申請の単位

として認定されるのは、所属する専攻の科目表に記載された科目のみとなりますので、各自責任をも

って確認して下さい。 

なお、学位授与申請は、個人で必要書類を作成しますが、申請は学校から一括して行いますので、

期限を守ってください。学位授与に関する詳細な情報は、大学改革支援・学位授与機構のwebページ

(http://www.niad.ac.jp/)を参考にしてください。また、しおりの２－７ 学位（学士号）の取得を

参照して下さい。 

 

 

 

４－２ 学位授与までの主なスケジュール 

 

■専攻科２年 

３月下旬   第1回学位授与申請ガイダンス(１年時年度末) 

４月初旬   専攻科特別研究Ⅱ 履修 

   第2回学位授与申請ガイダンス 

６月中旬 学位授与電子申請（各自でWeb入力） 

       学修総まとめ科目履修計画書作成（A4 2ページ 2400～3000文字程度） 

７月初旬 学位授与申請書送付（学校一括で郵送） 

２月初旬 学修総まとめ科目成果の要旨作成（A4 3ページ 3600～4500文字程度） 

２月中旬 専攻科特別研究Ⅱ 単位取得 

成績証明書等送付（学校一括で郵送） 

３月中旬 学位記授与（修了式） 

 

「履修計画書」と「成果の要旨」および本校で発行している「専攻科特別研究論文集」の研究題目名

は統一されている必要があります。 
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５．学生生活に関すること 

 

５－１ 専攻科生の学生生活に関する注意点 

(1) 専攻科学生に関する諸規定は本科学生に準ずることを原則とします。 

（※校則違反者は特別指導の対象となります） 

 

(2) 自動車、自動二輪車、原動機付自転車による通学は原則禁止です。ただし、特別な事情により乗

り入れを必要とする場合は、「自動車乗入許可願」を各専攻主任経由で専攻科長に提出して許可

を受けることができます。 

 

(3) 校内での喫煙は禁止です。 

 

(4) クラブ、同好会及び研究会に加入することができます。ただし、加入届を顧問へ提出すること。 

 

(5) 新たに必要となる規程や運用上の問題については、専攻科運営委員会において、検討・策定しま

す。 

 

５－２ 専攻科生の研究活動に関する注意点 

(1) 校内における時間外（平日17：35以降および休日（休業期間中の平日を含む））の研究活動を希望

する場合は、「施設・設備 時間外利用 許可願」を提出してください。指導教員不在での居残り

はできません。なお、活動可能な時間帯は以下の通りです。 

授業期間中の平日：9：00～18：45（活動可能時間帯）、19：00（完全下校） 

休日・休業期間中：9：00～16：45（活動可能時間帯）、17：00（完全下校） 

 

(2) 指導教員の付き添いなしで校外での研究活動を希望する学生は、「学外実習届（研究用）」を提

出し、所定の手続きをとってください。 

 

 

６．情報資産の取り扱いについて（総合情報センター） 
 

 学会発表や研究会参加など、研究活動においてパソコンやメモリーを持ち出す場合は、以下のこと

を厳守するようにしてください。 

 

(1) 情報資産を持ち出す場合は、事前に指導教員の許可を得る。 

 

(2) 情報資産が含まれているパソコンやメモリー、書類等は、盗難や紛失を絶対にしないよう細心の

注意を払う。 

 

(3) 持ち出すパソコンやメモリー、書類等に含まれる情報は、必要最小限の情報に限定する。（研究

活動において、不必要な情報は削除しておく。） 

 

(4) パソコンやメモリーには、必ずパスワードをかけて他者が自由に閲覧できないようにする。 

 

(5) パソコンやメモリーを持ち出す際、及び、持ち出しを終えた後には、必ずウィルスチェックを行

う。 

 

(6) 本校で管理していないメモリー等を研究活動において使用する際は、ウィルスチェックを行った

あとに使用する。 

 

(7) パソコン等を紛失した場合、盗難された場合は、速やかに指導教員に連絡する。 
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７．神戸市立工業高等専門学校専攻科特別実習要項 
（専攻科の授業科目の履修等に関する規定第2条関係） 

 
１.目的 
特別実習は、企業、官公庁又は大学において技術体験を通じて実践的技術感覚を体得させるととも
に、技術体験で得た学修成果を専攻科の修学に生かすことを目的とする。 

 
２.計画・実施 
特別実習は、専攻主任を中心に計画し、校長の許可を得て実施するものとする。なお受け入れ先決

定後、速やかに特別実習届(様式１)を事務室学生課に提出しなければならない。 
 
３.実施の期間 
特別実習は４月から２月末までとする。実習時間は実習先が国内外問わず70時間を必要とする。こ
の実習時間は企業研究，書類作成，および実習報告会（準備を含む）など学内の活動を10時間まで
認める。実習先が１か所の場合，原則連続10日以上（60時間以上）の実習期間を必要とする。実習
先が２か所の場合，同一の実習先での実習期間は原則連続５日以上（１か所あたり30時間以上）と
する。実習期間中に学会発表などが重複し，実習を中断する場合，その旨を特別実習報告書に記載
すること。なお年度を超えての実習は認めない。 

 
４.経費 
特別実習に要する費用は、原則、特別実習を行う学生(以下「特別実習生」という)の負担とする。 

 
５.実施責任者 
特別実習を円滑に実施するため、専攻主任を実施責任者とする。 

 
６.実施責任者の業務 
実施責任者は指導教員の協力のもとに、次の業務にあたる。 
(1) 特別実習生の受入先事業所等の選定 
(2) 特別実習生の受入先事業所等の実習指導者の指定 
(3) 特別実習生の受入先事業所等への配属 
(4) 特別実習内容、テーマ等に関する指導・助言 
(5) 特別実習における安全管理（傷害保険への加入指導を含む。）、就業心得等の事前指導 
(6) 特別実習中に発生した事故又は異常事態の処置及び報告 
(7) 特別実習生の受入先事業所等との連絡調整 
(8) その他必要な事項 

 
７.実地指導 
専攻主任又は指導教員は、必要に応じ特別実習生に対し、受入先事業所等において実地指導を行う
ものとする。 

 
８.報告 
特別実習生は、特別実習修了後直ちに、次に掲げる書類を指導教員、専攻主任及び専攻科長を経て
校長に提出しなければならない。 
(1) 特別実習証明書（様式２） 
(2) 特別実習報告書（様式３）又は事業所等の書式により事業所等に提出した報告書の写 
(3) 特別実習日誌（様式４） 
様式２～４は(http://www2/senkouka/jisshu.html)でダウンロードできます。 
特別実習生は、専攻科が行う特別実習報告会において特別実習内容を発表しなければならない 

 
９.成績評価及び単位の認定 
特別実習の成績の評価は、次によるものとする。ただし、第３条に定める特別実習期間を満了しな
い場合は、この限りでない。 
(1) 成績は実習報告会20%，実習証明書50%，実習報告書30%として評価する。100点満点で60点

以上を単位認定する。学外実習届，実習証明書，実習報告書，および実習日誌の提出がない場
合, ならびに実習報告会未実施の場合は単位認定しない。 

(2) 評価は、合格又は不合格とし、合格の場合は、特別実習の単位を認定する。 
 
１０.履修辞退について 
受け入れ先が決定しなかった等の不測の事態が生じた際に限り、特別実習の履修辞退を認める。そ
の際には速やかに履修辞退届を提出しなければならない。 

 
１１.改訂 

この要項に定めるもののほか、特別実習に関し必要な要項は、専攻科長と専攻主任との協議を経

て、校長が定めるものとする。 



 

 

 

 

 

専攻別シラバス 



学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 現代思想文化論 山本 舜 講師 2 前期 AM-1

1年 選択 時事英語 上垣 宗明 教授 2 後期 AM-3

1年 選択 英語講読 平野 洋平 准教授 2 前期 AM-5

1年 必修 コミュニケーション英語 PILEGGI MARK 教授 1 後期 AM-7

2年 選択 地域学 八百 俊介 教授 2 前期 AM-9

2年 選択 応用倫理学 山本 舜 講師 2 後期 AM-11

2年 選択 手話言語学 今里 典子 教授 2 前期 AM-13

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 シミュレーション工学 藤本 健司 教授, 朝倉 義裕 教授 2 後期 AM-15

1年 選択 数理工学Ⅰ 菅野 聡子 教授 2 後期 AM-17

1年 選択 数理統計 遠藤 優介 非常勤講師 2 後期 AM-19

1年 選択 量子物理 九鬼 導隆 教授 2 前期 AM-21

1年 選択 技術英語 Amar Julien Samuel 准教授 2 後期 AM-23

2年 必修 工学倫理 伊藤 均 非常勤講師 2 前期 AM-25

2年 選択 数理工学Ⅱ 加藤 真嗣 教授 2 前期 AM-27

2年 選択 数値流体力学 辻本 剛三 非常勤講師 2 後期 AM-29

学年
選択／

必修
科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 専攻科ゼミナールⅠ 李 月桂 助教, 長 保浩 特任教授, 

Amar Julien Samuel 准教授 

【実務経験者担当科目】

2 前期 AM-31

1年 必修 専攻科特別研究Ⅰ 長 保浩 特任教授, 西田 真之 

教授, 宮本 猛 教授, 福井 智史 

教授, 石崎 繁利 教授, 尾崎 純一 

教授, 朝倉 義裕 教授, 早稲田 

一嘉 教授, 橋本 英樹 教授, 東 

義隆 准教授, 熊野 智之 准教授, 

鈴木 隆起 教授, 清水 俊彦 

准教授, 小澤 正宜 准教授, 田邉 

大貴 准教授, Amar Julien Samuel 

准教授

7 通年 AM-33

1年 選択 専攻科特別実習 橋本 英樹 教授 2 通年 AM-35

1年 選択 レーザー工学 熊野 智之 准教授 2 前期 AM-37

1年 選択 Ｘ線工学 西田 真之 教授 

【実務経験者担当科目】

2 後期 AM-39

1年 選択 熱機関論 橋本 英樹 教授 2 前期 AM-41

1年 選択 知的材料解析 朝倉 義裕 教授 2 前期 AM-43

1年 選択 応用ロボット工学 清水 俊彦 准教授 2 後期 AM-45

1年 選択 航空工学概論 長 保浩 特任教授 2 後期 AM-47

1年 選択 トライボロジー 福井 智史 教授 2 前期 AM-49

■一般教養科目

■専門共通科目

■専門展開科目



1年 選択 熱流体計測 橋本 英樹 教授 2 後期 AM-51

1年 選択 切削工学 宮本 猛 教授 2 後期 AM-53

1年 選択 応用材料力学 田邉 大貴 准教授 2 後期 AM-55

1年 選択 メカニカルエンジニアリング演習 早稲田 一嘉 教授 2 通年 AM-57

1年 選択 フィールドロボティクス論 小澤 正宜 准教授 

【実務経験者担当科目】

2 前期 AM-59

1年 選択 先端複合材料学 [前期] 田邉 大貴 准教授 2 前期 AM-61

1年 選択 ナノ材料工学 [後期] 西田 真之 教授 2 後期 AM-63

2年 必修 エンジニアリングデザイン演習 西田 真之 教授, 熊野 智之 

准教授, 津吉 彰 特任教授, 尾山 

匡浩 教授, 濱田 守彦 准教授, 

上中 宏二郎 教授 

【実務経験者担当科目】

1 後期 AM-65

2年 必修 専攻科ゼミナールⅡ 西田 真之 教授, 東 義隆 准教授, 

片山 大悟 助教 

【実務経験者担当科目】

2 前期 AM-67

2年 必修 専攻科特別研究Ⅱ 長 保浩 特任教授, 西田 真之 

教授, 宮本 猛 教授, 福井 智史 

教授, 石崎 繁利 教授, 尾崎 純一 

教授, 朝倉 義裕 教授, 早稲田 

一嘉 教授, 橋本 英樹 教授, 東 

義隆 准教授, 熊野 智之 准教授, 

鈴木 隆起 教授, 清水 俊彦 

准教授, 小澤 正宜 准教授, 田邉 

大貴 准教授, Amar Julien Samuel 

講師

8 通年 AM-69

2年 選択 流れ学 鈴木 隆起 教授 

【実務経験者担当科目】

2 前期 AM-71

2年 選択 成形加工学 尾崎 純一 教授 2 前期 AM-73

2年 選択 熱・物質移動論 橋本 英樹 教授 2 後期 AM-75

2年 選択 国際学会向け英語講義 [前期] Amar Julien Samuel 准教授 2 前期 AM-77



科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%) (a)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 基本�ノー�講�となる．

参考書 授業��紹�する．また#適%プリン�)参考資-.配0する．

関連科目 応用倫理学

神戸市立工業高等専門学校 2025年Bシラバス

現代思想文化論 (A Study of Modern Thinking and Culture)

全専攻・1年・前期・必修・2単位【講�】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講�で�#現代mnえるさまざまな問s)現代.tきるvで重xな事z.#歴史・環~�観ÅかÉ考Ñしたり#áà思想・
文化�内ä.検åしたりする�で#哲学é�考èしていà．そ�際#必x�応じて特ñ�哲学ó)思想ò.参ôする．

【D2】現代mnえる諸問s)現代.tきるvで重xな論Å�所ú.理解
し#そ�歴史é・思想é由üかÉ問s.考え#矛°なà意£.展•すること
mできる．

問s�歴史é・思想é由ü.把®し#自™�£解.矛°なà展•しているか#
授業内課sおよÆレポー�で評≤する．

【D2】哲学éな思考≥�¥れて自∂�∑する考え.∏め#批判é�思考
することmできる．

批判é思考�基づいて問s.™Ωできるか#授業内課sおよÆレポー�で評
≤する．

成ø�#レポー�50%　授業内課s50%　として評≤する．思想)文化�単�知¡として完√するも�で�ないため#レポ
ー�)課s.評≤�用いる．100Å満Åで60Å以v.合…とする．なお#盗用・剽Ãなどいわゆる–コピ”」.利用したと判
÷されるも�.提ÿした場合�#総合成ø.59Å以‹で算ÿする．

履修:�
注意事項

適%#個flで�ワー·)グループで�意£交Â.実Áするため#積極é�参Íすること．また#受講ó�内ä理解)進Ì�
応じて#スケジュール)内ä.多少変Ùする可能˜mある．
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授4計画（現代思想文化論）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ガイダンス 近現代éな思想と文化.参ôしつつ自∂形成�ついて考えるといˇ本講�全��主s.概�する．

2 自∂形成.考える�あたって#–勉�」�おいて自∂�内�で	mtじているか.検åする．

3 前
��きとして#–勉�」�概�.より∏à考Ñする．

4 前
��きとして#–勉�」�おける自∂変ä.特�づける．

5 物事.認¡するとき�基本éな枠�みとして#哲学で–認¡論」と�ばれる™��概形.学ぶ．

6 前
��きとして#素�な認¡論でtじてàる問s�∑する哲学史é£解.概観する．

7 前
��きとして#物事.認¡可能な範�と認¡不可能な範��二重˜で�える．

8 前��総括 以v�内ä.復"し#総括する．

9 �#)�$など#物事.経#é�&�つける視(�ついて考える．

10 前
��きとして#西田幾多,�–純粋経#」.手0かり�理解.∏める．

11 前
��きとして#経#.自1する際�自∂認¡�問s.考Ñする．

12 前
��きとして#自™自&.知ること2自知3�パラド·ス.理解する．

13 自∂形成.哲学é��えなおし#–思想」�6する7�8して理解.∏める．

14 前
��きとして#現代�おいて思想)文化�8する教:�意�.再検åする．

15 全��総括 全��総括として#これまで�内ä.まとめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

形成：勉�と�	か？213

形成：勉�と�	か？223

形成：勉�と�	か？233

認¡：知ると�どˇいˇことか？213

認¡：知ると�どˇいˇことか？223

認¡：知ると�どˇいˇことか？233

経#と自1213

経#と自1223

経#と自1233

経#と自1243

自∂形成と教:213

自∂形成と教:223

N
考

�間試#およÆñ期試#�実Áしない．
本科C�修$��#30 時間�授業�受講と 60 時間�事前・事後自∂学"m必xである．また#こ�よˇな思想.問s�する科C�おいて�#	よりも普G�自™自&.∑H�
反Jしたり批判したりすることm重xとなるため#事前学"・事後学"とも�#頻L�自™�考えている事z.MりNってもÉいたい．
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科　目

担当教員 上垣 宗明 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 本科�は，こ�以��英語科!開#す%&て�科�(関*す%．

英和，和英辞./持1す%こと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Bシラバス

時事英語 (English in Current Topics)

&専攻・1年・後期・選択・2単位【#義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

英字新f/中h(，雑誌，www等/利mして，一般qr題tかv科学技術等�専門qr話題(z�，時事問題(|す%
関h/高め%．海�だけでrÇ国Ñ�ニュース(ついてä題tとしてãう．最é�科学(ついて�記事/êみ，自ì�研究
と社óと�つr!り(ついてôえ%学õ/úう．視聴覚機°/mい海��ニュース番£rど�f•¶り訓®äúう．

【B3】時事英語/ê©す%�(必´r幅≠い知Ø∞技±/≤(つけ%. 時事英語ê©(必´r知Ø∞技±!向上してい%か/定期試∑で評πす%.

【B3】必´とす%情ª/迅Ω(qæ(入¿で•%êみ¡/≤(つけ%． 英語�新f記事かv，必´r情ª/正æ(入¿す%êみ¡/マスターしてい
%か/定期試∑で評πす%．

【B3】オーセンティッ r英語(z�，必´r情ª/正æ(f•¶%こと!
で•%．

英語�f•¶り±À!向上してい%か/，海��ニュース番£rど/mい，定
期テスト，演õで評πす%．

【B3】記事(|して�自ì�意Œ!正æ(表–で•，他“と話し”い!で
•%．

自ì�意Œ/正æ(表–で•，そ�Ñ’(ついて他“と話し”い!で•%か
/，演õで評πす%．

成◊は，試∑80%　演õ20%　として評πす%．到達�標1～3/期末試∑80%，到達�標3・4/演õ20%で評πす
%．100点満点で60点以上/”‚とす%．

「理工系大学Á�ため�英語ハンドブッ 」：東京工業大学�国語教センター編（三省堂）　
「バーナード先Á�ネイティブ発想・英熟語」： リストファ・バーナード（河出書房新社）

履修:�
注意事項
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授4計画（時事英語）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 Introduction シラバス等(ついて�説明/úう．

2 National 1

3 National 2 国Ñ�時事問題(関す%英
�記事/êみ，概´/把
す%ため�êみ¡であ%スキミン�(ついて�理©/�め%．

4

5 Technology 2 科学技術(関す%英
�記事/êみ，自ì�意Œ/記�す%．

6

7 World 2

8 Environment 1 環�(関す%英
�記事/êみ，段��つr!り(ついて理©す%．

9 Environment 2 環�(関す%英
�記事/êみ，自ì�意Œ/英語でまとめ%．

10 Language 1 「英語」(ついて�知Ø/�め，日本語と英語��い(ついて日本語で討!す%．

11 Language 2

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

国Ñ�時事問題(関す%英
�記事/êみ，必´r情ª/入¿す%êみ¡であ%スキャニン�(ついて�理©/�め%.

Technology 1， Listening Exercise 1 科学技術(関す%英
�記事/êみ，1段�中�!理展開(ついて学ぶ.また，f•¶り®õとして，海��ニュース番£み/¶
り上げ，Listening演õ/す%.

World 1， Listening Exercise 2 最é�世界qr問題(ついて�記事/êみ，そ�記事�理©/�め%．また，f•¶り®õとして，世界qr問題(関す%話題/
¶り上げ，Listening演õ/す%．

最é�世界qr問題(ついて�記事/êみ，自ì�意Œ/まとめ%.

第10回�で討!したÑ’/+(英
原-/作成す%．

洋画DVD視聴 オーセンティッ r英語(z�%ため(，洋画DVD/視聴す%．

洋画DVD視聴 第12回��3•．

Education 1，Listening Exercise 3 教問題(ついて�記事/êみ，理©/�め%．また，f•¶り®õとして，教(関す%話題/¶り上げ，Listening演õ/す%．

Education　2 第14回��記事(ついて，自ì�意Œ/まとめ，英語で記�す%．

J
考

後期定期試∑/実5す%．
本科��修7(は，30 時8�授業�受#と 60 時8�事前・事後自己学õ!必´であ%．事前学õとして，次=(学õす%プリント/配?す%�で，事前(英
/理©しておÇ．
事後学õとして，授業中(ãった題t(関して自ì�意Œ/まとめ%．
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科　目

担当教員 平野 洋平 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 �に��げないが�日�か�英語 !日本語#多%なもの()*機,(#きるだ0多12つように6が0てほしい．

関連科目 本科<�こ>以@の英語科が開BするDての科<に関Fする．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Vシラバス

英語B) (English Reading)

D専攻・1年・前期・選択・2単位【B義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

科学・教育・ビジネス・メディア・文学・社,学・経済学・建築学・農業・テクノロジー・言語学・6理学・環àなどの%äな分
野に関する英文（記事・エッセイ・報告ïなど）(題òに�英文の論理öな)õú(学ùしなが��英文のミクロ（語彙・語法
・文法・構文）¢マクロ（パラグラ¶の構造�情報の©>�論理展開）に´する理¨(≠める．また�各英文の内≥に関Fする
動µの視∑∏英文エッセイの作∫などにªºΩõ�æにつ0た)¨ø(さ�なる英語活動に利√#きるø(ƒう．

【B3】語彙・語法・文法・構文(把∆し�英文(«し1)¨#きる． 語彙・語法・文法・構文(把∆し�英文(«し1)¨#きるか(定期試 #評
Ãする．

【B3】パラグラ¶の構造(把∆し�英文(«し1)¨#きる． パラグラ¶の構造(把∆し�英文(«し1)¨#きるか(定期試 #評Ãする
．

【B3】情報の©>�論理展開(把∆し�英文(«し1)¨#きる． 情報の©>�論理展開(把∆し�英文(«し1)¨#きるか(定期試 #評Ã
する．

【B3】学ùした)¨ø(さ�なる英語活動に利√するこ¢が#きる． 学ùした)¨ø(さ�なる英語活動に利√するこ¢が#きるか(定期試 お
よ!演ù#評Ãする．

∫œ��試 75%　演ù25%　¢して評Ãする．到達<標1～4(試 �到達<標4(演ù#評Ãする．100点満点#60点
以Ÿが合格．

Reding Fusion 2 <2nd Edition> Andrew E. Bennett (NAN'UN-DO)
適ÌハンドアウÚ(別途配ˆする．

履修:�
注意事項

履¯(決定する前にリンク˚の教òサンプ˛(確�してお1こ¢（毎�このレベ˛の質・�の英文(ªº�う予定#ある）．
https://nanun-do.hondana.jp/files/Reading%20Fusion%202%202nd%20ed sample b.pdf
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授4計画（英語講読）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 Introduction / Art Therapy

2 From Sci-Fi To Reality

3 Exporting Labor

4 Celebrating the Earth

5 Virtual Lives

6 Kidults

7 Genetically Modified Foods

8 Empires of the Stars

9 Destination: Mars

10 Cross-Cultural Friendships

11 Muscle Memory

12 Maritime Piracy

13 The Science of Love

14 The Homeless

15 A World Currency?

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業<ö・授業の実施ú法・評Ãの仕úについて説明．英語øの確�.／芸)に関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の
理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約
・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

科学技)に関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係
.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

ビジネスに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.
(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

環àに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(
把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

インターネッÚに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の
関係.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

∫<¢加>に関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関
係.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

農業に関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(
把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

娯@に関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(
把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

宇Bに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(
把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

文Cに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(
把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

健Eに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係.(
把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

法F¢犯Hに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関
係.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

アイデンティティに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報
の関係.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

社,問題に関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関係
.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

グローバ˛Cに関する英文()õ�語彙の知+∏文法・構文の理¨(≠める¢¢もに�パラグラ¶内 !パラグラ¶,の情報の関
係.(把∆しなが�英文(«し1理¨するø(ƒう．精)・要約・意見交換・リスニング(7*練ù問題にªºΩ*．

K
考

前期定期試 (実施する．
本科<の¯Iに��30 時,の授業の受B¢ 60 時,の事前・事後自己学ùが必要#ある．自己学ùの内≥：指定する英文の)¨また�指定するサイÚ∏動µ(閲覧・視∑した
Ÿ#のレポーÚ作∫．指定のテキスÚ(購WしていないXおよ!換算欠課時\が授業\の1/3(]えたX�∫œ(評Ãしない．本科<(選択した学_の英語ù熟V・状況等によ
って授業計µ(変fするこ¢がある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 英
によ
基本��コミュニケーショ�ができ
かどうか!演#で評%す
．

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科*は，こ.以01英
科が開3す
すべて1科*に関7す
．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Hシラバス

コミュニケーショ�英
 (Communication EnglisY)

PILEGGI MARK 教授

全専攻・1年・後期・必修・1単位【演#】

JABEE基準

授4�
概6�方針

リスニ�pqスピーキ�p!tqしvコミュニケーショ�1能x!高め
授業．日常会話，さらにはディスカッショ�Ñプレゼ
�テーショ�1vめ1基礎x!養ãす
．

【B3】英
によ
基本��コミュニケーショ�ができ
．

【B3】さまざま�コミュニケーショ�場è1，英
話ê1発í!ìきî
こ
qができ
．

授業ï1質疑・応ô!öして，学õ1リスニ�p能x!演#，úùï間試験・
定期試験で評%す
．

【B3】ペアワー•Ñpループワー•!öして基本��ディスカッショ�1仕
®!理™でき
.

ìきî¨能x，≠きî¨能x1ãÆ!演#，úùï間試験・定期試験で評%
す
.

ãØは，試験70%　演#30%　qして評%す
．到達*標 1 !演#で評%す
．到達*標 2，3!試験úù演#で評%す

．100点満点で60点以∑が合格．

「WYat Do You TYink?: 15 Topics for Discussion and Conversation」: Alan Bossaer (南雲堂)

履修:�
注意事項

英和・和英辞≠（電子辞≠!–む）!準‘す
こq．Google Classroomに登÷でき
環ÿ!準‘す
こq．
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授4計画AコミュニケーショJ英語）

テーマ 内容A目標・準Qなど）

1

2 Unit 1 Work at a Convenience Store or Restaurant?

3 Unit 2 CasY vs Credit Card – Dis/Advantages

4 Unit 3 Doing Volunteer Work

5 Unit 4 Stay-at-Yome Dads

6 Unit 5 Do You Want to be a YouTuber?

7 Unit 1-5 review and preparations for midterm exam

8 Midterm Discussion Exam

9 Unit 6 I Want a Driverless Car!

10 Unit 7 SmartpYone or Laptop?

11 Unit 8 Online Dating

12 Unit 9 Being Famous – Advantages & Disadvantages

13 Unit 10 Hybrid Classes – TYe Way of tYe Future?

14 Unit 6-10 open discussions and extra topics

15 Final review & Speaking & listening test

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Orientation， Welcome to Discussions class! Introduction to tYe class， self-intros and textbook introduction， Starting Unit 1 Working at a Convenience 
Store or a Restaurant?

Go deeper into tYe discussion topic， confirm opinions and conclude discussion. Assess student's ability to 
discuss tYe topic.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Students practice in pairs/groups discussing Unit 1-5 topics.  Review for tYe midterm and explain Yow tYe 
discussion style midterm exam will Yappen.

Midterm discussion exam done privately in pairs wYere students will be evaluated on tYeir ability of 
discussions in EnglisY witY a random classmate.

Go over midterm exams. Explain difficult areas. TYen introduce new key vocabulary， give discussion tips and 
pYrases， outline different points of view.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Confirm key vocabulary， give discussion tips and pYrases， outline different points of view， tYen do group work 
and discussions.

Students practice in pairs/groups discussing Unit 6-10 topics.  Review for tYe final discussions as well as extra 
topic discussions.

Final review:  Students will be evaluated privately in pairs on tYeir ability to Yave discussions in EnglisY witY a 
random classmate or in groups.

Q
考

後期ï間試験およù後期定期試験!実Óす
．
本科*1修Ôには，30 時間1授業1受3q 15 時間1事前・事後1自己学#が必ˆであ
．TYere will be midterm and final oral discussion assessments done in 
class. Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. Any cYanges will be clearly discussed witY tYe students.
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

地域社会集�について�組織・運営・機#$社会的背'(関*+考-し�今0(課題・役4について検6する．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 授業@に提示

関連科目 なし

フィールドワーJ+KLレポート+課す

神戸市立工業高等専門学校 2025年]シラバス

地域学 (Regional Studiem)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

【C3】地域社会集�(組織・運営・機#$社会的背'(関*z理|でき
る

地域社会集�(組織・運営・機#$社会的背'(関*z理|できる�レポー
ト・定期試Çで評Ñする

【C3】地域社会(今0(課題・役4$対Üz提示できる 地域社会(今0(課題・役4$対Üz提示できる�レポート・定期試Çで評
Ñする

成àは�試Ç85%　レポート15%　$して評Ñする．100点満点$し�60点以è+合ë$する

履修:�
注意事項
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授4計画（地域学）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 地域社会集�(位íづけ 地域社会へ(帰属問題$性ö(変化�そ(背'+|ûする

2 地域社会(組織構造 地域社会集�(組織構造+|ûする

3 地域社会(機#分類 現§(地域社会集�z•たしている機#+分類する

4 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．外的要®

5 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．情´(欠如

6 地域社会集�(機#z変化した要®+|ûする．人Ø(不足

7 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．加入促ª(方∑

8 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．役Ω(確µ

9 地域社会+活性化するため(人Ø確µ(手∑+検6する．機#(拡大

10 地域社会集�(活¿+¡える場ƒ(確µについて検6する．現状分析

11 地域社会集�(活¿+¡える場ƒ(確µについて検6する．既存施 (利用

12 地域社会集�(活¿+¡える会Õについて考える．現状$問題点

13 地域社会集�(活¿+¡える会Õについて考える．収入拡大$問題点

14 今0(地域社会(課題$|決方∑

15 今0(地域社会(課題$|決方∑

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

機#(変化$要®1

機#(変化$要®2

機#(変化$要®3

組織再編-人(確µ1-

組織再編-人(確µ2-

組織再編-人(確µ3-

活¿$領域-場$空間1-

活¿$領域-場$空間2-

会Õ-財◊$ÿい道1-

会Õ-財◊$ÿい道2-

地域社会(課題1

地域社会(課題2

I
考

前期定期試Ç+実施する．
本科›(修flには�30 @間(授業(受講$ 60 @間(事前・事0自己学‰z必要である．事前学‰　予備知Í$して(資Ï+提示する(で内Ó+理|するこ$事0学‰　単
ご$に考-課題+課す(で期Úまでに提Ùするこ$
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(50%), D1(50%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 応用倫理��諸問�について�理解!"授業内課�'評)する．

2 応用倫理��諸問�について�考察/"発12レポー6'評)する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業プリン6"使用する．

参考書

関連科目 工�倫理，現代思想文化論

神戸市立工業高等専門�校 2025年!シラバス

応用倫理� (Applied Ethic^)

全専攻・2年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講義'は，現代�さまざまo問�"生命倫理，環境倫理，技術者倫理，情報倫理といっ{応用倫理��諸分}"~じて
検Åする．そ�際，応用�観Öに十分寄àするようo主体形éè同ëに視}にìめる．

【C3】ïしい科�技術�社会的応用には倫理的問��解õú不可ü'
あること"理解する．

【D1】科�技術�諸問�"技術者�倫理的責£�問�として理解し，そ
れについて�自分�意ß"矛©o™展¨'きる．

éÆは，レポー630%　授業内課�30%　発140%　として評)する．応用倫理�は現∞�様≤o問�に対応する{め
�分}'ある{め，ペーパーテス6'はo™，個≤�ß解"総合的に判ª'きるº発1」に評)�比ø"¿™こととする．ま{
，100Ö満Ö'60Ö以ƒ"合≈とする．

『教»として�応用倫理�』：浅ß昇吾・盛永審一郎 編著（丸善出版）
『現代"€‹解™倫理� 応用倫理��すすめII』：加藤尚武 著（丸善ライブラリー）
『3STEPシリーズ5 倫理�』：神崎宣次・佐藤靜・寺本剛 編著（昭和堂）

履修:�
注意事項

適宜，個Ù'�ワーˆ2グループ'�意ß交˙"∞˚するほか，授業�後˛'は応用倫理��諸問�にˇするグループ
単位'�発1"課す（受講者�Ù�によっては単�'�発1èありうる）．ま{，受講者�内容理解2進�に応じて，スケジ
ュール2内容"多少変�する可能�úある．
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授4計画（応用倫理学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス：応用倫理�とは�か？ 授業内容にˇする説明後，応用倫理��位¿づけ，種類，問��oど"�ぶ．

2 倫理��基礎理論" え，現代社会úかかえる諸問�"概観する．

3 前$�%きとして，合意形é�問�として�応用倫理��論Ö"整理する．

4 応用倫理��端(として�生命倫理�"い™つか�具体的o問�"*まえて考察する．

5 前$�%きとして，高齢社会�問�"文�作-"手/きに考える．

6 応用倫理��基礎�として�情報倫理�"い™つか�具体的o問�"*まえて考察する．

7 前$�%きとして，技術"めぐる将来的o問�"検Åする．

8 前˛�総括 ここま'�内容"総括する．

9 世代間倫理2自6�権8oどについて�ぶ．

10 º9べること」oど"類;に，動物倫理について�ぶ．

11 発1・検Å会に>け{準@"グループ'おこoう．（状Cに応じてこ�$è発1・検Å会にDてる）

12 発1・検Å会�準@"/き%きEoい，発1練G"する．（状Cに応じてこ�$è発1・検Å会にDてる）

13 応用倫理�"主�とするグループ�発1"∞˚し，全体'検Åする．

14 前$に/き%き，発1・検Å会"おこoう．

15 まとめ これま'Hっ{内容"総括する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Ù間と現代社会�諸問�（1）

Ù間と現代社会�諸問�（2）

生命と倫理（1）

生命と倫理（2）

情報・技術と倫理（1）

情報・技術と倫理（2）

環境と倫理（1）

環境と倫理（2）

発1準@（1）

発1準@（2）

発1・検Å会（1）

発1・検Å会（2）

K
考

中間試KおよLª期試Kは∞˚しoい．
本科M�修Oには，30 ë間�授業�受講と 60 ë間�事前・事後自己�Gú必S'ある．授業内容"事後的に復GしてˇUある個別問�"調Xし，発1前�事前�Gとして
発1準@にë間"Y™こと．
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 日本手��特��言語��視 か"説$できるか�(レポー,で評.する．

2

3 日本手��利2し4コミュニケーショ<ができるかどうか�演Aで評.する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリ<,

参考書 講義GH随時指Lする．

関連科目

神戸市立工業高等専門�校 2025年Zシラバス

手�言語� (Sign Language Linguistics)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義・演A】

JABEE基準

授4�
概6�方針

日本固t�言語であるv日本手�(JSL)」とはいかなるvことば」な�だろうかÅ言語��視 か"音声言語と手�言語�
比Öしそ�特���び(同時H少数言語使2åとして�ろうåへ�理ê�ëめる．さ"H手��使っ4基礎óなコミュニケ
ーショ<が可ôHなることö目指す．

【C3】日本手��特��言語��視 か"説$できる．

【D2】手�サイナーとして�ろうåと社†と�関¢Hついて説$できる． 手�サイナーとして�ろうåと社†と�関¢Hついて説$できるかどうか�(レ
ポー,で評.する.

【C3】日本手��使っ4コミュニケーショ<ができる．

成¶は(レポー,50%　演A50%　として評.する．演A方®�評.方©Hついては講義GH™し´ê説する．

本¨�手�言語�Iおよび手�言語�IIと関∞する．

履修:�
注意事項

授業では積極óH発言する¥と倫理∂�問∏Hö留∫する¥がªめ"れる．Ωæ基本ó手�表¿�A¡するΩ¬があ
る．なお(本講義は日本手��A�経験/レベ«がvゼロ À´とö半期程Zまで」であること�想–しており(履修希望å
数(他大�か"�希望å�ÿむ)が20⁄�€える場fiは初�å�優·することがある．本講義は2年開講講義である．
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授4計画（手話言語学）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダ<ス 手��A�注∫¥項説$(ア<ケー,�実施．手�単語と指文Î�ÏいHついて�Aする．

2 Ìこえ�メカニズム

3 少数言語サイナー

4 手�言語�A¡

5 ジェスチャーと手�

6 世˜�手�

7 音韻論

8 形態論

9 統語論

10 手�表¿�まとめ

11

12

13

14 手�ゲーム 手�ゲームH参ˇし基本óな手��使って∫思疎���う．　　

15 �A�総括

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

音声言語Hおける発声とÌこえ�メカニズム��Aする．v指文Î1＋JSL語彙1」��Aする．

少数言語サイナーとして�ろうåHついて�Aする．v指文Î2＋JSL語彙2」」��Aする．

ろうåと聴å�手�A¡�パタ<Hついて�Aする. v指文Î3＋JSL語彙3」」��Aする．

ホームサイ<か"手�言語へ�発�Hついて�Aする. v指文4＋JSL語彙4」」��Aする．

世˜�手�言語�語族関¢Hついて�Aする. v指文Î5＋JSL語彙5」」��Aする．

JSL�音韻Hついて�Aする．v指文Î6＋JSL語彙6」」��Aする．

JSL�形態Hついて�Aする．vJSL語彙7＋手�表¿1」」��Aする．

JSL�文©Hついて�Aする．vJSL語彙8＋手�表¿2」」��Aする．

ここまでH�Aし4手��復Aし発表��う.

情報保障1 ろうåへ�情報保障�手�Hついて社†・技��分�か"�ぶ．v手�表¿3」」��Aする．

情報保障2 ろうåへ�情報保障�手�Hついて医療・福"�分�か"�ぶ.v手�表¿4」」��Aする．

情報保障3 ろうåへ�情報保障�手�Hついて芸��分�か"�ぶ.v手�表¿5」」��Aする．

授業全$�総括��いJSLH%する理ê�ëめる．

K
考

G間試験および–期試験は実施しない．
本¨目�修¡Hは(30 時間�授業�受講と 60 時間�¥前・¥後自己�AがΩ¬である．¥前・¥後�自己�AHは(�A内-H関する調査報01関∞する指–され4動画
�視聴レポー,等�ÿむ．実技H関する�Aは授業内で指Lする．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), A3(50%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 授��最����課�レポー��内��よ�評!"#う．

2

3

4 プレゼンテーション�資料，内�，討0�よ�評!�る．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工�高等専門学校 2025年?シラバス

シミュレーション工学 (Simulation Engineering)

藤本 健司 教授, 朝倉 義裕 教授

全専攻・1年・�期・必修・2単位【講義・演習】

JABEE基準

授4�
概6�方針

シミュレーションは，対jと�る現j"定量o�解qし，そ�現j"利uしvデバイスyシステz�解析，設}�役立てるこ
と"目o�してお�，対j�理解�Ñづいv数学oモデâ�作成，シミュレーション技ç�修éè必êである．本講義では，
汎u言ïなど"実ô�öいなèõシミュレーション�ついて学ぶ．

【A2】シミュレーション�概ü"理解し，シミュレーション"適°�#う¢è
できる．

【A2】数学y，物理学�有¶な¢j，現j�対してシミュレーション"#い
解析�る¢èできる．

数学y，物理学�有¶な¢j，現j�対してシミュレーション"#えているか
課�レポー��内�で評!�る．

【A3】各™でテー´"設定し，そ�テー´�対してシミュレーション"#い解
析�る¢èできる．

™¨�研究¨Ø�おいてテー´"設定し，シミュレーション"#えるかどうか，
™由課�レポー�で評!"#う．

【A3】™¨�研究¨Ø�±して�シミュレーション結≥�説q，µ∂討0
èできる．

成∑は，レポー�30%　プレゼンテーション40%　™由課�レポー��内�30%　として評!�る．100点満点で60点以
Ω"合øと�る．なお，本講義は，シミュレーション"#い，発¡�ること"目oとしているv¬試ƒは#わず，レポー�と13週
目�提��る™由課�レポー�，プレゼンテーションで評!"#うことと�る．

配 プリン�
配 教材

河村 哲也 (著)， 桑¶ 杏奈 (著)， Python�よる数値}算入門 (実践Pythonライブラリ)
橋本洋志(著)， 牧Ø浩二(著)， Pythonコンピュータシミュレーション入門 人文・™然・社会科学�数理モデâ
小高 知宏 (著)， Python�よる数値}算とシミュレーション

本科�おいてM，E，C，S科は情報処理，D科はプログラミングI， II�知¯"˘�つけている¢è重êである．

履修:�
注意事項

今年?はAM1とAS1"合˝しv1グâープと，AE1とAC1"合˝しv1グâープ�2つ�グâープ�¨け授�"#う．AE1
とAC1�グâープ"藤本è，AM1，AS1�グâープ"朝倉è担ˇ�る．本科目は，最終o�各学�è™¨™˘でテー´"
設定し，シミュレーション"#い，発¡�ること"目oとしているv¬試ƒは#わず，レポー�と™由課�レポー�，プレゼンテ
ーションで評!"#うことと�る．
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授4計画AシミュレーショH工学）

テーマ 内容A目標・準Nなど）

1 シミュレーション�概ê シミュレーション技��歴�yシミュレーション�定義，そして，ど�よう�öuされているか�ついて説q"#う．

2 シミュレーション�目oと手順 シミュレーション"#う目oとシミュレーション"#うΩで�利u方çy解析方ç�ついて説q�る．

3 確率oモデâ（モンテカâロç） 確率oモデâ�代¡でもあるモンテカâロç�ついて簡単な�"��説q"#う．

4 各�シミュレータ�よる¢�紹介 各�シミュレータ�よるシミュレーション�¢�"紹介�る．

5

6

7

8

9

10

11 各™�研究¨Ø�密�な現j�ついて各™テー´"設定し，シミュレーション"#い，結≥"まと¬る．

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Python�学習1（簡単な}算，グラフィック） Pythonとそ�外!ライブラリ�öい方"学習�る．こ�週では簡単な}算yグラフィック�¡示方ç�ついて学習�る．

Python�学習2（方程$�解ç，微¨，積¨） 第5週�(き，Pythonと外!ライブラリ�öい方"学習�る．こ�週では方程$�解ç，微¨，積¨�解ç�ついて学習�る．

Python�学習3（微¨方程$�解ç） 第5，6週�(き，Pythonと外!ライブラリ�öい方"学習�る．こ�週では微¨方程$�解ç�ついて学習�る．

Python�学習4（ベク�â，#列） 第5，6，7週�(き，Pythonと外!ライブラリ�öい方"学習�る．こ�週ではベク�ây#列�,い方�ついて学習"#う．

Python�学習5（-�.しと¨岐，±数） 第5，6，7，8週�(き，Python�öい方"学習�る．こ�週では-�.しと¨岐，µ∂±数�概ü�ついて学習"#う．

Python�よるシミュレーション ランダzウォークなど"����，実ô�各™でPython"öuしてシミュレーション"#う．

™由課��プログラミング1

™由課��プログラミング2 第11週�(き.

プレゼンテーション1 第11週と第12週�#っvシミュレーション�結≥�ついて3週�6ってプレゼンテーション"#う．

プレゼンテーション2 第13週と˝じ

プレゼンテーション3 第13，14週と˝じ

N
考

中間試ƒおよ∂定期試ƒは実:しない．
本科目�修é�は，30 時間�授��受講と 60 時間�¢前・¢�™己学習è必êである．・レポー�課��提�，およ∂，プレゼン"#う・¢前学習は，次@�学習内��ついて
テキス�など"öuして予習"#う．¢�学習ではレポー�課�等�よ�理解�程?"確Cし，学習内��理解"D¬る．(機Fシステz工学専攻・都市工学専攻　担ˇ：朝倉 義
裕)(電気電子工学専攻・応u化学専攻　担ˇ：藤本 健司）　
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科　目

担当教員 菅野 聡子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 全微分方程���けるか�試�およ!レポー%&評(する．

2

3

4 波動方程���けるか�試�およ!レポー%&評(する．

5 熱伝導方程���けるか�試�およ!レポー%&評(する．

6 ラプラ2方程���けるか�試�およ!レポー%&評(する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

試�4筆記用8のみ�;<=み>としABう．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Sシラバ2

数理工学Ⅰ (Mathematical Engineering I)

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

本講義&4s導tとしA全微分方程�についA�xしy後s偏微分方程�についA講義する．物理現}�~に偏微分方
程��導�しsそれらの�ÉについA講義する．まys偏微分方程���Ö演á�Bう．

【A1】全微分方程���ける．

【A1】1階偏微分方程���ける． 1階偏微分方程���けるか�試�およ!レポー%&評(する．

【A1】簡単な2階線形偏微分方程���ける． 簡単な2階線形偏微分方程���けるか�試�およ!レポー%&評(する．

【A1】波動方程���ける．

【A1】熱伝導方程���ける．

【A1】ラプラ2方程���ける．

成é4s試�90%　レポー%10%　としA評(する．試�成é4中間試�と定期試�の平均ïとする．100ï満ï&60
ï以ô�合õとする．

「物理数学コー2 偏微分方程�」：渋谷 仙吉s内田 伏一 共著（裳華房）
プリン%

「フーリ≤�≥」：大石 進一 著（岩波書店）
「フーリ≤�≥の基ªと応用」：倉田 和浩 著（数理工学社）
「演á 微分方程�」：寺田 文B 他 著（サイ≤ン2社）
「キーポイン% 偏微分方程�」：河村 哲也 著（岩波書店）
「工学Àのyめの偏微分方程�」：小� 眞路 著 （森北�版）

本”&の数学Is数学IIs応用数学Is応用数学II

履修:�
注意事項
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授4計画（数理工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダン2s復á 常微分方程�にÿする復á�Bう．

2 多変数ÿ数の微分

3 全微分方程�

4 偏微分方程�とその�É 簡単な偏微分方程��変数変€によ‹�Ö．

5

6

7 演á

8 中間試� 中間試��Bう．

9 試�返却s波動方程�（変数分離É） 中間試�の答·�返却しs�答��xする．まys波動方程�の変数分離��‚める．

10 波動方程�（一般�） 波動方程�の一般��‚める．

11 有ÂのÊにおける熱伝導方程���Ö．

12 無ÂËおよ!半無ÂËのÊにおける熱伝導方程���Ö．

13 ラプラ2方程� ラプラ2方程���Ö．

14 連立偏微分方程� 連立偏微分方程���Ö．

15 演á 波動方程�s熱伝導方程�sラプラ2方程�にÿする演á�Bう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

偏微分にÿする復á�Bいs連鎖Ïの練á�Bう.

全微分方程�についA理�しs全微分方程���Ö.

1階偏微分方程� 1階偏微分方程�の�É�理�しs1階偏微分方程���Ö．

2階線形偏微分方程� 簡単な2階線形偏微分方程��‚積É等によ‹�Ö．

1階偏微分方程�およ!2階線形偏微分方程�にÿする演á�Bう．

熱伝導方程�（I）

熱伝導方程�（II）

K
考

後期中間試�およ!後期定期試��実Òする．
本”Úの修Ùに4s30 時間の授業の受講と 60 時間の事前・事後自己学á�必˝&ある．事前学á&4sテキ2%の該当部分��ん&おÖこと．事後学á&4sテキ2%の練á問
���Ösおよ!s課�レポー%�指定期�ま&に提�すること．その他s8体�な内�についA授業中に言�すること�ある．
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科　目

担当教員 柿木 哲哉 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「新 確率統計改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年8シラバス

数理統計 (Mathematical Statistics)

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

工学V様XY場[でVデー_V分ab必dY統計V基礎理gbついてV知lmnめp統計解aV手sbついて修uす
る．またp調|V企画設計p調|V実施p統計手smÇいた評ÑYどp一áVプロセスmãうことでp理解mnめる．

【A1】デー_と実践的統計学V基本m理解する． デー_V属性p標本と誤差pデー_V分ñYどV意òô理解できているかpレ
ポートp定期試°およ§課題研®で評Ñする．

【A1】基本統計©と様XY確率分ñbついて理解する． 基本統計©bついてV基礎理g™§それぞれV利Ç手sbついて理解でき
ているかpレポートp定期試°およ§課題研®で評Ñする．

【A1】推測統計学V基本pYら§bp推定≤検定bついて理解する． 確率分ñp仮説検定p推定p回帰分a等bついて理解できているかpレポートp
定期試°およ§課題研®で評Ñする．

成πはp試°70%　レポート20%　課題研®10%　として評Ñする．試°成πは定期試°V点数とする．総合成π100
点満点で60点以√m合ƒとする．レポートおよ§課題研®ô未提«V場合は評ÑしYい．

「統計学基礎」：日本統計学会（東京図書）
授業で配Ãするプリント

確率・統計（本科4年共通科目）p土木計画（都市工学科4年科目）

履修:�
注意事項

全専攻学生共通で本科4年◊V確率・統計V内Ÿm理解・修uしていることô前提とYる．関数電›m使ÇするVで各自
準‚mすること．
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授4計画（数理統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 統計学≤統計V基本（デー_V分類p集計）bついて解説する．

2 統計V基本（デー_V整理pグラÁ表現）bついて解説する．

3 記述統計手s 代表値p散ñ8p標本標準偏差p平Òと標準偏差Yど基本統計©V基礎bついて解説する．

4 確率VÚÛÙ≤確率分ñbついて解説する．

5 確率変数V特性bついて解説する．

6 統計的推定bついて解説する．

7 統計的推定bついて解説する．

8 統計的検定bついて解説する．

9 統計的検定bついて解説する．

10 相関とそV検定bついて解説する．

11 回帰分abついて解説する．

12 属性相関とそV検定bついて解説する．

13 課題b¯する調|V企画・設計mãう．

14 統計解aV手smÇいてデー_V収集p整理p集計p分amãう．

15 統計解aV手smÇいてデー_V収集p整理p集計p分amãいp成果報告書m作成する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

統計とデー_(1)

統計とデー_(2)

確率統計(1)

確率統計(2)

推定(1)

推定(2)

検定(1)

検定(2)

記述統計(1)

記述統計(2)

記述統計(3)

課題研®(1)

課題研®(2)

課題研®(3)

J
考

後期定期試°m実施する．
本科目V修ubはp30 時�V授業V受講と 60 時�V事前・事後自己学�ô必dである．事前学�はp◊回V学�内Ÿbついて教科書≤配ñ資料等bよる復�mおこYう．事
後学�ではレポート課題等bよ
理解V程8m確�しp学�内ŸV理解mnめる．
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科　目

担当教員 九鬼 導隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「量子力学入�ノート 第二版」：九鬼導隆 著（神戸高専生協）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専�学校 2025年4シラバス

量子物理 (Quantum Physics)

全専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

量子力学S現代物理学V基礎理YVZつであり_我aV生bc見eしても_半導jk代lされo電子部rs新素vVみ
ならず_蛍光}s白熱ÄといったもVまでもがきわめて量子äな現ãVåkçり立っていoé本講義でS_量子力学V基礎
c解ëすoとともk_変分法・摂動Yといった近似法kも言õし_ZúりV量子力学入�cùうé

【A2】黒j輻°と比熱理Y_光電効§と電子線回折等から_古典物理学V
限界_エネルギーが離散äであoこと_波動と粒子V二重性等kついてë
∏できoé

中間試ºとレポートで_黒j輻°_比熱理Y_光電効§_電子線回折等cë∏
させ_古典物理学V限界_エネルギーが離散äであoこと_波動と粒子V二重
性等kついてä¿kë∏できoかどうかで評√すoé

【A2】ハイゼンベル…V不¿定性原理_ボルンV¿率解釈_シュレディンガ
ー方程÷V解V性◊s境界条⁄とエネルギーV関‹c定性äkë∏で
きoé

中間試ºとレポートで_不¿定性原理sボルンV¿率解釈c›む_シュレディ
ンガー方程÷V解V性◊等cë∏させ_ä¿kë∏できoかどうかで評√す
oé

【A2】基本äな系（井戸·ポテンシャルs調和振動子等）V厳密解がÈめ
られ_また_零Îエネルギーsトンネル効§等_量子力学特ÌV現ãcë∏
できoé

中間試ºと定期試º_レポートで_Óえられた基本äな系V厳密解がÈめられ
oかどうかで評√すoé

【A2】水素·原子V主量子数_方位量子数_磁気量子数V意ˆcë∏で
きoé

定期試ºとレポートで_水素·原子中V電子V軌¯kついてë∏させ_量子
数V意ˆと電子V軌¯V˘がä¿kë∏できoかどうかで評√すoé

【A2】摂動YV基本原理cë∏できoé 定期試ºとレポートで_摂動エネルギーが指示úりÈめられoかどうかで評√
すoé

【A2】変分法V基本原理c理解し_ハートリー近似V意ˆcë∏できoé 定期試ºとレポートで_変分法かハートリー近似kついてë∏させ_ä¿kë
∏できoかどうかで評√すoé

ç˝S_試º90%　レポート10%　として評√すoé中間・定期V2回V試ºV単純平�c試ºç˝とすoé総合ç˝
100Î満Î中60Î以åc合�とすoé

「物理V	え方4　量子力学V	え方」：砂川重信 著（岩波書店）
「物理テキストシリーズ6　量子力学入�」：阿部龍蔵 著（岩波書店）
「初等量子力学（改訂版）」：原島鮮 著（裳華房）
「岩波基礎物理シリーズ6 量子力学」：原康夫 著（岩波書店）
「量子力学」：砂川重信 著（岩波書店）

本科1～3年V物理_ 数学_ 本科4～5年V応用物理_ 応用数学_ 本科4年V¿率・統計

履修:�
注意事項

量子YS古典物理学V限界c'り(えoためk発*してきた学+であoéそれゆえ_物理学全般_数学全般kわたo理解
c必0とすoé本科1～3年V物理s数学Vみならず_3～4年V応用物理s応用数学_¿率・統計cしっかり復2しておくこ
とが5ましいé特k_物理でいえ6古典力学s振動・波動現ã_数学でいえ6いわゆo解析学s線˘代数学_¿率Yと関
わりが8いVで_これらV分9cしっかりと理解しておくことが5ましいé
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授4計画（量子物理）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 量子力学前夜_量子力学V意ˆ

2

3

4 シュレディンガー方程÷V導出

5 ボルンV¿率解釈・不¿定性原理

6 量子力学VZ般原理（重<合わせV原理と状>ベ…トル）

7 シュレディンガー方程÷V特?と波動関数V性◊

8 中間試º

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

量子力学が誕生すo直前V20世Ck入った6かりV物理学界V状Dc解ëしつつ_量子力学発見V歴史ä経Hs量子力学
V必0性c解ëすoé

古典力学V破Jと前期量子Y1：黒j輻°_固jV比熱等
黒j輻°kおけoレイリー-ジーンズV法Oと紫外部V破JおよSプラン…V輻°÷_また_固jV比熱kおけoデュロン-プティ
V法OとアインシュタインV比熱理Yc解ëし_プラン…V量子仮ë（エネルギーが離散äであoこと）V発見過程およSそV意
ˆc講義すoé

古典力学V破Jと前期量子Y2：光電効§_電子線回折
光電効§V実ºとアインシュタインV解釈c解ëし_電磁波（波動）が光子（粒子）としてV性◊c[つこと_また_電子線回折V
実ºより_電子（粒子）が波動としてV性◊c[つこととド・ブロイV物◊波kついて解ëし_波動と粒子V二重性kついて講義す
oé

プラン…V量子仮ëとド・ブロイV物◊波より_粒子Vエネルギーs運動量c波動としてl現して波動関数（波c記`すo関数）
k代入し_非定常状>Vシュレディンガー方程÷c導出すoéさらk_非定常状>Vシュレディンガー方程÷c変数分離して_定常
状>Vシュレディンガー方程÷c導出すoé

電子線回折等V実ºより_ド・ブロイ波が¿率振cであoことc示し_ボルンV¿率解釈kついて解ëすoéさらk_ド・ブロイ波と
粒子V運動量V関‹_波動関数が¿率振cであoことからハイゼンベル…V不¿定性原理c解ëすoé

注eしていo物理系が_定常状>Vシュレディンガー方程÷V解が˘çすoヒルベルト空間hで状>ベ…トルとして記`され_
物理系V時間発*が_非定常状>Vシュレディンガー方程÷より_状>ベ…トルV運動として記`できojc解ëすoé

シュレディンガー方程÷V特?とそV解であo波動関数V性◊（Z√・Ì界・連続）c解ëし_特k波動関数V連続条⁄（境界条
⁄）からエネルギーが離散äkなoことc講義すoé

1週eから7週eまでVhoで中間試ºcùうé

厳密k解けo系1：1次元井戸·ポテンシャル_中間試ºV解答・解ë
量子力学V基本でありかつ近似法等V応用V基本となo厳密k解けo系kついて解ëすoé1次元V井戸·ポテンシャルc取
りåげ_まず_ポテンシャルがÌ界V場合c解ëし_極限移ùでポテンシャルc無限yとし_ポテンシャルが無限yV系でVエネル
ギー波動関数V厳密解cÈめoéまた_中間試ºV解ëもùうé

厳密k解けo系2：散乱+題（Z次元箱˘ポテンシャル） 1次元V箱˘ポテンシャルk衝~すo粒子c取りåげ_散乱+題V基本c解ëし_粒子V反°‹数と透過‹数cÈめ_トンネル効
§kついてもë∏すoé

厳密k解けo系3：1次元調和振動子 1次元調和振動子c取りåげ_ú常V微分方程÷c解く解き方でSなく_場V量子YV基礎ともなo生ç・消滅演算子c用いた
代数äな解法で調和振動子VエネルギーcÈめoé

水素·原子中V電子V軌¯_4つV量子数 中心力場k拘àされた粒子c取りåげ_そV解法c定性äkë∏し_主量子数_方位量子数_磁気量子数とそV意ˆkついて解
ëし_水素·原子V電子V軌¯kついて講義すoé

近似法1：摂動Y1 代läな近似法VZつであo摂動法kついて解ëすoéもともと古典力学で用いられていた摂動*âs_摂動*âV概ãcë
∏し_ハミルトニアンc基本系と摂動ハミルトニアンk分離し_摂動パラメータで*âすoé

摂動Y2 摂動パラメータkよo*âc用いて_2次V摂動までV近似エネルギーcÈめoé

近似法2：変分原理と変分法
代läな近似法VZつであo変分法kついて解ëすoé近似系VエネルギーS厳密解V基底状>Vエネルギーよりも必ず高く
なo（変分原理）ことc証∏し_エネルギーが停留îcとoという条⁄よりシュレディンガー方程÷が導出でき_さらk_試ù関数c
制限すoことでハートリー方程÷が導出できoことc示すé

K
考

前期中間試ºおよS前期定期試ºc実ñすoé
本科eV修òkS_30 時間V授業V受講と 60 時間Vj前・j後自己学2が必0であoéj前k教科書V該当箇†c°んで_わかo部分とわからない部分cSっきりさせておく
éj後kS教科書と授業ノートで復2し_また_こちらが配•すo演2+題c解くé
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(40%), B4(40%), D1(20%) (b),(d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー���プリン�講義

参考書 「科学英文技法」：兵藤申一（東京大学出版会）

関連科目 本科2英語各教科，英語演習，時事英語， 工業英語

本科=講義されていB英語科CDEすB基本HI知KL必NとすB．

神戸市立工業高等専門学校 2025年\シラバス

技術英語 (Technical English)

Amar Julien Samuel 准教授

全専攻・1年・後期・選択・2単位【講義・演習】

JABEE基準

授4�
概6�方針

理工系分É2英文LÑÖÜきすBà=âä重NIことは，頻出すBèDはまっí構文と語îD習ïすBこと=あB．本講
義=は，理工系2英語文óD頻出すB「構文と語î」L体系HD学�，国際HD通úすB英語2ÑÖÜき能ûLüう．

【B3】技術HI話¢DてúられB英語2語îやそ2基本文¶L学習すB
ことDより，基本英語ûL高めB．

技術HI話¢DてúられB英語2語îやそ2基本文¶™理´=きていBか，
≠テス�およ�レポー�Dよって評≥すB．

【B4】工学・技術à2英語文óDよ¥úいられB専門ú語や単位2あらわ
∂方，表現方法L学習∂，Ñ´ûや表現ûL高めB．

工学・技術à2英語文óDよ¥úいられB専門ú語や単位2あらわ∂方，表
現方法L，≠テス�およ�レポー�Dよって評≥すB．

【D1】先端技術，環境技術，およ�医療福祉技術DEすB�ピッƒä≈う．こ
れDよって学∆2視ÉL»げ，さらD技術 と∂て2役ÃDついてäŒえ
させ，技術 意KL高めB．

内”™把’=きていBか，≠テス�Dて評≥すBととäD，÷ら™◊ん=Ÿ⁄知
ろうと∂ていBか，≠テス�およ�レポー�Dよって評≥すB．

成›は，レポー�30%　≠テス�70%　と∂て評≥すB．試‡2·わりD，原則≠テス�L実ÂすB．総合成›は，100点満
点=60点以àL合ÏとすB．

履修:�
注意事項
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授4計画（技術英語）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 技術英語2学習法，英語論文全体2構造

2 英語論文LÜ¥íめD，論文=ÔわれていB文法IどL復習∂ます．

3 英語論文LÜ¥時D，Ú¥Iり™ちI文Ù2ı∂いˆり方L学ぶ

4 英語論文LÜ¥時D，ど2úD文ÙL¯B⁄きか，まíは段˙2つI™り方L学ぶ．

5 英語論文LÜ¥時D，冗Ú表現2¸∂方L学ぶ．

6 英語論文LÜ¥時D，英語=2曖˛I表現L勉�∂，�い�∂方L学ぶ．

7 英語論文LÜ¥時D，英語=2曖˛I表現L勉�∂，�い�∂方L学ぶ．

8 英語論文LÜ¥時D，引úと参Œ文ó2Üき方とそれぞれ2結�L明
DÜ¥事L学ぶ．

9 英語論文LÜ¥時D，÷分2結�2�せ方，�Ÿ2やり方L学ぶ．

10 英語論文=2タイ��2Üき方L�か¥勉�すB．

11 英語論文=2アブス�ラƒ�2Üき方L�か¥勉�すB．

12 英語論文=2イン�ロダƒション2Üき方L�か¥勉�すB．

13 英語論文=2メソッ�2Üき方L�か¥勉�すB．

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業2◊め方L説明∂，専攻科修了 ™習�す⁄き技術英語2水�L�す．英語論文2査Ñシステム，まíは英語論文L¯成
すBíめ2技術L紹"∂，授業=2勉�2仕方L$つD分けB: 英語=2文Ùûと英語論文2各段˙2�かい´説．

英語=2文Ùû 1: �'2順番

英語=2文Ùû 2: Úい文Ü2ˆり方

英語=2文Ùû 3: 段˙や文Ù2構造 - ≠テス� 1

英語=2文Ùû 4: 手+=冗Ú表現2,け方

英語=2文Ùû 5: 曖˛さ2,け方 - ≠テス� 2

英語=2文Ùû 5: 曖˛さ2,け方

英語=2文Ùû 6: -™.L∂ま∂íか?

英語=2文Ùû 7: ÷分2成�L�ŸすB

英語論文2各段˙2�かい´説 1: タイ��  - ≠テス� 3

英語論文2各段˙2�かい´説 2: アブス�ラƒ�

英語論文2各段˙2�かい´説 3: イン�ロダƒション

英語論文2各段˙2�かい´説 4: メソッ�  - ≠テス� 4

英語論文2各段˙2�かい´説 5: Œ察，結論，まとめ 英語論文=2Œ察，結論，まとめセƒション2区別，まíはı∂いÔい方L学ぶ．それから，それら2セƒション2Üき方L�か¥勉
�すB．

英語論文2各段˙2�かい´説 5: Œ察，結論，まとめ  - ≠テス� 5 英語論文=2Œ察，結論，まとめセƒション2区別，まíはı∂いÔい方L学ぶ．それから，それら2セƒション2Üき方L�か¥勉
�すB．

K
考

中間試‡およ�定期試‡は実Â∂Iい．
本科C2修�Dは，30 時間2授業2受講と 60 時間2事前・事後÷己学習™必N=あB．事前学習=は，本科=学習∂í内”およ�前:2授業内”DついてCL通∂てお¥．
事後学習=は，学習内”L復習∂ノー�L整理∂てお¥．原則≠テス�L実ÂすB．
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科　目

担当教員 伊藤 均 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D1(100%) (b)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 内部告発���して�授業中適宜 !課#$提&させて評*する．

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 一般教養科目

神戸市立工業高�専門学校 2025年Bシラバス

工学倫理 (Engineering EthicR)

全専攻・2年・前期・必修・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

技術aは�高B�発cしd科学技術$適e�運gしていi責k$�社m�nしてoっている．こr授業では�こr責kが�具
体w�どrよ!z内{|特~$�するか�それ$ÉdすÑ�どrよ!z困Üがáじ!るか�こr困Ü$克äするdめ�どr
よ!z手çが存èし�まd必ëか�$�さまざまz具体w事î$#ïとしzがら�多角w�考õし�技術aro!倫理w責k
�nする理ú$ùめていi．

【D1】技術ar業ûはどrよ!z特~$üつか�まdそれ�n°して�技術
aro!倫理w責kはどrよ!z内{rもrか$理úしている．

最近発áしd事故事î$¶べ�それ��わっていd技術aがどrよ!z責k
$oっていdか$考õするレポー¨�おいて�倫理w責k�nする理ú$評*
する．

【D1】技術aはそr日常業û�おいて�どrよ!z倫理w問#�直±する
可能¥があるか$理úしている．

科学技術rリスク�組π��わる問#�海ªでr技術活動���して�授業中
適宜 !課#$提&させて評*する．

【D1】技術a��ærある�とりわ¿上¬r問#�n√するÑ�重ëz社
m制B�はどrよ!zもrがあるか�ついて�十«z知…$ �À¿てい
る．

【D1】（1）～（3）r理ú|知…�–づいて�技術aが&m!典型wz倫理
問#�nして��‘zn√’$考÷できる能ÿ$ �À¿ている．

典型wz倫理問#$Ÿっdケーススタデ›$授業中適宜実flし�それ��して
まとめdレポー¨r提&�よって評*する．

成·は�授業中�適宜 !課#40%　前期„�提&するレポー¨60%　として評*する．100点満点で60点以上$合格
とする．本科目は�多角w�考õできる能ÿ�およÎ時事wz事î��する最Ìr情Ô$ら収Úし活gする能ÿr定着
B$評*するdめ��筆¬試˜�相˘するレポー¨$課す．

「はじめてr工学倫理」:齊藤了文�坂下浩司 編（昭和堂）

「	り高い技術a�zろ!」:黒田光太郎�戸田山和久�伊勢田哲治 編（名古屋大学&版m）
「第2版 科学技術ar倫理」：C. E. HarriR Jr.�M. S. Pritchard�M. J. RabinR 著�日本技術士m 訳（丸善株式m社）
「工学倫理入門」：R. Schinzinger�M. W. Martin 著�西原英晃 訳（丸善株式m社）
「技術倫理1」：C. Whitbeck 著�札野順�飯野弘之 訳（みす<書房）
「実践w工学倫理」：中村収三 著（化学同人）

履修:�
注意事項

授業では�ビデF|Ì聞¬事�$使gし�昨Jr事故|企業モラM��する事î$多iNり上げる．授業中�適宜参考資
料�も紹Tするrで�専門«野以ªrこと�もUi�V$üってNり組んでほしい．°g倫理学�r�連科目r講義内{
$参考�してほしい．
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授4計画（工学倫理）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 zZ技術a倫理zrか

2

3

4

5

6

7

8 製造物責k法

9 知w財産

10

11

12

13

14 技術a倫理r射程

15 専門cとしてr技術aと倫理

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

技術a$dすもrがzZ倫理$学e必ëがあるrか．技術aと倫理とrつzがり$�J日r社mw背g|�工学系学協m�よる
倫理綱kr制定�からlらか�し�J倫理�ついて学Î�考える意義$確pする．

チャレンジャー号事故1 技術a倫理�おいてもっとも�名z�スペースシャ¨M・チャレンジャー号r事故$Nり上げ�組π�お¿る技術ar判xと�経営
ar判x�ついて{べる．

チャレンジャー号事故2 前|�}いて�チャレンジャー号事故r事î$手~かりとして�組π�お¿るリスクマネジメン¨が�‘�機能するdめ��技術a
はどrよ!z責k$o!か$考える．

東海村JCO臨界事故1 JCOr臨界事故$Nり上げ�日本r製造業$áえてきd改善活動r意義と�それが直±している課#�まdそれ�nして技術a
がどrよ!��わるべきか$考える．

東海村JCO臨界事故2 前|�}いて�JCO臨界事故$Nり上げ�Úâとしてr組πがäり|すいÚâ思考�ついて{べ�安全|品é$確èするdめ��
技術aはそれ�いか�n√すべきか${べる．

内部告発1 近年導入されd公益通Ôaè護制B��して�そr趣旨�現 法�nする批判�さら�はこr制Bと技術aとr�æ�ついてú
ôする．

内部告発2 前|�öき}き�内部告発$Nり上げる．コンプライアンス体制充実r一†として�相談窓口�r設•$ !企業が増ßしている．
こrよ!z動きが�組πと個人r�æ�とって�する意義$考õする．

技術a�とってもっとも�ærùい法©と™われる製造物責k法��して�そr内{$確pし�技術aがそれ$モ´づiりr思想
として定着させていiことが重ëであること${べる．

特許制B|著作Øzどr制Bが�技術r開発��とって�する意義$確pするととも��情Ô技術r発c��よる�こr制Br
±える課#�$考õする．

ボパーM事故1 史上最大r産業事故といわれる�インド・ボパーMでr農薬工場事故$Nり上げ�グローバM化r進ºととも�JΩますます増
ßするであろ!�海ªでr技術活動�æ!問#�ついて{べる．

ボパーM事故2 前|r内{�–づいて�技術rº開�は�それ$Nりøi社mr諸条件�とりわ¿文化|歴史�思想�とr相互作gがùi�わっ
ていること�技術aは�それら$考≈�入れて技術活動$ !必ëがあること$考õする．

六本«ヒM…| ドア事故1 | ドアr事故rΩ� われdドアプロジェク¨r活動$紹Tし�失敗学r考えŒ|意義�リスク管理�お¿るハインリッヒr法
則��ついて{べる．

六本«ヒM…| ドア事故2 前|r内{�–づいて�技術aもまd�それぞれが技術aとしてr文化$背g�üっていること�それ�起’する問#$克äする
dめ�は�知…r伝◊$いか� !かが重ëであること${べる．

技術a�よるÌdz技術開発は�情Ô社m|医Ÿといっd«野�さまざまz影€$もdらしている．技術aは�これら‹r«野r
倫理とどrよ!zかかわり$üつべきzrか$考õする．

これまでrまとめと�JΩr課#�ついて．現›およÎこれからr時›�おいて�技術aが専門cとしてr地位$確立することが�
社m全体�とって大きz意義$�すること�そして�そrdめr必ë条件r一つが工学倫理であること$úôする．

J
考

中間試˜およÎ定期試˜は実flしzい．
本科目r修‡�は�30 時間r授業r受講と 60 時間r事前・事Ω己学„が必ëである．中間試˜�定期試˜は実flしzいが�授業中�適宜 !課#�前期„�レポー¨r提
&$課す．事前学„では�シラバスr授業計Âr学„内{$確pし�問#点$まとめておiこと．事Ω学„では�授業内{r復„$ い�«zりr意Á$まとめ�レポー¨作成�備
えること．
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科　目

担当教員 加藤 真嗣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

数理工学Ⅱ (Mathematical Engineering II)

全専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

JABEE基準

授4�
概6�方針

グラJK物事NO関QR表TすV手Xとし[\うことができb最短経路問題b連結'b回路lm制oシステqO解析b通信
ネットワーzm交通lなどO最適�m信頼'O評価bプログラqO最適�など多ÖÜ応àされVã本講義でKそOような
多Öな問題Ü対応すVグラJO基礎íなìîïいÜつい[講義しb課題レポートR課すことよî実践ùûüÜつけVã

【A1】グラJÜàいられVà¢m定義がí§Ü説¶できVã グラJÜàいられVà¢m定義がí§Ü説¶できVことR前期定期試®およ
™レポートÜよî60%以上正解R合∞とし[評価すVã

【A1】グラJO基本íな問題が解けVã グラJO基本íな問題が解けVことR前期定期試®およ™レポートÜよî
60%以上正解R合∞とし[評価すVã

【A1】ネットワーzÜおけV信頼性b最大最小問題が解けVã ネットワーzÜおけV信頼性b最大最小問題が解けVことR前期定期試®およ
™レポートÜよî60%以上正解R合∞とし[評価すVã

【A1】電気回路lÜグラJR適àし[b解析すV∂O導∏ができVã 電気回路lÜグラJR適àし[b解析すV∂O導∏ができVことR前期定期
試®およ™レポートÜよî60%以上正解R合∞とし[評価すVã

【A1】交通lÜおけVターミナº容量b交通容量などO算定ができVã 交通lÜおけVターミナº容量b交通容量などO算定ができVことR前期定期
試®およ™レポートÜよî60%以上正解R合∞とし[評価すVã

成¡Kb試®75%　レポート25%　とし[評価すVã100点満点で60点以上R合∞とすVã

「グラJ理論入門»樋口龍雄監b佐藤公男著（日刊工業新聞社）
「例題で学⁄グラJ理論»安藤清・土屋守正・松井泰子（森北∏版株∂会社）
「グラJ理論ÜよV回路解析»服藤憲司（森北∏版株∂会社）

応à数学(本科4年)b§率・統計(本科4年)

履修:�
注意事項

履ÚÜあたっ[Kb本科O数学IIm応à数学などで学ˆすV行¯Oìîïいb§率・統計で学ˆすV§率O基本íìîï
いO知˙Rˆ˚し[おくことが˝ましいã事前学ˆとし[b事前Ü配�された資料等Üよî講義内容R予ˆし[おくことã事
後学ˆとし[b講義内容R復ˆすVととûÜb課された演ˆ問題で解けV問題R解い[おくこと

- AM–27 -



授4計画（数理工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンスおよ™グラJO概念 本講義O�
�とグラJO概念Üつい[説¶すVã

2 グラJ理論ÜおけV基本à¢b点O次数b点と�O操�Üつい[説¶すVã

3 グラJO連結性bカットセットと分離集合b木b平�グラJÜつい[説¶すVã

4 演ˆ 予
講義�Ü�えたグラJO定義Ü関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

5 グラJOデータ構造 コンピュータ上でOグラJO表TXbつまî行¯Ràいた表TXÜつい[説¶すVã

6 演ˆ 予
講義�Ü�えたデータ構造Ü関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

7 ネットワーzO最大Jロー問題O解き�Üつい[説¶すVã

8 ネットワーzO最短経路問題O解き�Üつい[説¶すVã

9 数え上'問題O解き�Üつい[説¶すVã

10 電気回路l問題O解き�Üつい[説¶すVã

11 演ˆ 予
講義�Ü�えたネットワーzb数え上'b電気回路lÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

12 ネットワーzO信頼性 ネットワーzO故)と信頼性b連結'などO問題O解き�Üつい[説¶すVã

13 演ˆ 予
講義�Ü�えたネットワーzO故)と信頼性b連結'などÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

14 交通lとグラJ 交通lへOグラJO適àÜつい[bターミナº容量b交通容量などO問題O解き�Üつい[説¶すVã

15 演ˆ 予
�えた交通lÜ関すV問題（課題レポート）O解�と解説R受講 が行うã

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

グラJO定義<1>

グラJO定義<2>

グラJO基本問題<1>

グラJO基本問題<2>

グラJO基本問題<3>

グラJO基本問題<4>

K
考

前期定期試®R実.すVã
本科/OÚ˚ÜKb30 時NO授業O受講と 60 時NO事前・事後自己学ˆが必4であVã
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科　目

担当教員 辻本 剛三 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

本講��水，空�など�流体運!"数値%&'くため�基礎-やそ�'0"説2し，具体%なテー7�課9"'く．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年Jシラバス

数値流体力学 (Numerical Fluid Dynamic\)

全専攻・2年・後期・選択・2単位【講�】

JABEE基準

授4�
概6�方針

【A2】流れ�現j"物理%観nかp理'し，数学%&方程-s表現sきる
．

流れ�現j"物理%観nかp理'し，数学%&方程-s表現sきるか定期
試yzレポー}s評�する．

【A2】テイラー展É"応Öし，微分方程-�'"àめるこzがsきる． テイラー展É"応Öし，微分方程-�'"àめるこzがsきるか定期試yzレ
ポー}s評�する．

【A2】有限差分0�基礎"理'し，有限差分0"Öいè偏微分方程-�
離散ìがsきる．

有限差分0�基礎"理'し，有限差分0"Öいè偏微分方程-�離散ì"
sきるか定期試yzレポー}s評�する．

【A2】有限差分0"Öいè完全流体�数値計ñがsきる. 有限差分0"Öいè完全流体�数値計ñ"sきるか定期試yzレポー}s
評�する．

【A2】有限差分0"Öいè粘性流体�数値計ñがsきる． 有限差分0"Öいè粘性流体�数値計ñ"sきるか定期試yzレポー}s
評�する．

成õ�，試y85%　レポー}15%　zしè評�する．総合評��100n満ns60n以¢"合£zする．総合評��レポー
}�比•�試y&比¶ßいが，レポー}が®ないわけs�ない．提出期限"超Æしたレポー}�評�しない．未提出�レポ
ー}がある場合�レポー}成õ"評�しない．

「工学基礎技¥zしè�物理数学I∂導入編」∂由比政年・前野賀彦¡ナカニシ≈出版）

「流体力学�数値計ñ0」∂藤井孝藏¡東京大学出版）
「流体力学」∂日野幹雄¡朝倉出版）
「2'水理学」∂日野幹夫¡丸善）

数学IおよびII，応Ö数学IおよびII，水理学I～III，そ�€�流体力学‹�科目

履修:�
注意事項

受講&あたっè�，水理学など�流体�力学"習‚しèいるこzが„ましい．9Â�土木工学・建築学&おける諸現j"
Îう．課9s�プログラミング"する必Ûがあるが，講�s�プログラÙ言ˆ&˜する基礎%な説2�しない．¯っè，受講
段˙sプログラÙ言ˆ"自由&Îえる必Ûがある．また，出˝�取Îい�本科&ˇずる．授業�進J�理'J&応じè調
�するこzがある．S科情報処理��設
�都合&より，受講者数"制限する場合がある．
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授4計画（数値流体力学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 数値流体力学�概Û，流体¡水理）現j�数学%記述 数値流体力学�概Û，流体�連続-，加速J，運!��保存則等�数学%記述&ついè学習する．

2 テイラー展É"Öいè複�な˜数�一!"簡単な˜数s局所%&近&し，®し'�近&値"予)する方0&ついè学習する．

3 テイラー展É"Öいè複�な˜数�一!"簡単な˜数s局所%&近&し，®し'�近&値"予)する方0&ついè学習する．

4 テイラー展É"利Öしè微分方程-"近&%¡数値%）&'く方0"学習する．

5 差分-&+する近&精J�評�，所定�精J"-つ近&-�誘導&ついè学習する．

6

7

8 前/�まzめz演習¡プログラミング）

9

10

11 完全流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

12 完全流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

13 粘性流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

14 粘性流体�支配方程-z有限差分0"Öいた離散ì&ついè学習する．

15 後/�まzめz演習¡プログラミング）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

テイラー展Ézそ�応Ö(1)

テイラー展Ézそ�応Ö(2)

有限差分0(1)

有限差分0(2)

波!方程-�数値'析(1) 波�伝6"表す波!方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè波!方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

波!方程-�数値'析(2) 波�伝6"表す波!方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè波!方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

1～7?まs�まzめz演習"@う．

拡散方程-�数値'析(1) 拡散現j"表す拡散方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè拡散方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

拡散方程-�数値'析(2) 拡散現j"表す拡散方程-"7&，差分0&よる'析7"8しè拡散方程-�性9"学び，差分近&"選択する:�;え方や
注意n&ついè学習する．

有限差分0"Öいた完全流体�数値'析(1)

有限差分0"Öいた完全流体�数値'析(2)

有限差分0"Öいた粘性流体�数値'析(1)

有限差分0"Öいた粘性流体�数値'析(2)

9～14?まs�まzめz演習¡プログラミング）"@う．

L
考

後期定期試y"実Eする．
本科目�修‚&�，30 時I�授業�受講z 60 時I�事前・事後自己学習が必Ûsある．換ñ˝課時数が授業数�1/3"超えた場合�成õ"評�しない(換ñ˝課時数�ñ
定0�本科�も�"ˇÖ)．事前学習s�，次?�授業範Q&ついè教科S"Tみ，理'sきないzころ"�理するこz．事後学習s�，レポー}作成や授業範Q�教科Sや講�
内Y"復習し，理'sきないzころがあれ[�理し，9\するこz．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B4(40%), C2(60%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 英語，英語演習，工業英語，専攻科特別研究

工業英語� !知#$ベー'(英語文*$講,する．

神戸市立工業高等専門学校 2025年;シラバ'

専攻科ゼミナーBⅠ (Advanced Course Seminar I)

李 月桂 助教, 長 保浩 特任教授, Amar Julien Samuel 准教授 【実務経験者担当科目】

機kシ'テm工学専攻・1年・前期・必修・2単位【演習】

授4�
概6�方針

機kシ'テm工学v計測・ロボティク'，シ'テm工学，熱・流�v分Å(関Éする外国語文*$輪,する．文*$パート(
分け，学âäãå当てられ!パートv内ë$説ìして，考ñ$óべ，ゼミナーB形ö�討ú$ùう．各分Åv知#†考°¢$
理§し，関Éする文*$•ら調ßすること(よå•発¨(学≠姿Ø$∞(つける．

【B4】機kシ'テm工学関Év英語文*$,§�きる． 機kシ'テm工学関Év英語文*v,§能¥$各分Åv担当者ごと(プレ
ゼンテーション，∏テ'ト，提出課題Ωレポートø�評¡する．

【C2】複√v分Åv文*$,むこと�機kシ'テm工学v≈∆分Å(お
ける知#†考°¢$理§する．

機kシ'テm工学v計測・ロボティク'，シ'テm工学，熱・流�分Å(おける
知#†考°¢v理§;$各分Åv担当者ごと(プレゼンテーション，∏テ'ト
，提出課題Ωレポートø�評¡する．

成…ä，レポート30%　∏テ'ト30%　プレゼンテーション40%　として評¡する．各担当教ÀÃ上記配分�評¡し!√
–$平“し!もv$総合評¡とする．総合評¡$100点満点�算出し，60点以上$合⁄とする．

「工業英語入門」：A．J．ハーバートΩ創元社ø
「√学 英和・和英辞典」： ∏松勇作 編(共立出版)

履修:�
注意事項
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授4計画（専攻科ゼミナーHⅠ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 ロボットとそv計測機Ó(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

2 ロボットとそv計測機Ó(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

3 ロボットとそv計測機Ó(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

4 ロボットとそv計測機Ó(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

5 ロボットとそv計測機Ó(関する英文文*v内ëv理§;$試験(よって評¡する．

6 シ'テm工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

7 シ'テm工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

8 シ'テm工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

9 シ'テm工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

10 シ'テm工学分Å(関する英文文*v内ëv理§;$試験(よって評¡する．

11 熱流�工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

12 熱流�工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

13 熱流�工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

14 熱流�工学分Å(関する英文文*$Ôし，そv内ë(つ∆て理§する．

15 熱流�工学分Å(関する英文文*v内ëv理§;$試験(よって評¡する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

計測・ロボティク'分Å(1)Measurement and Robotics

計測・ロボティク'分Å(2)Measurement and Robotics

計測・ロボティク'分Å(3)Measurement and Robotics

計測・ロボティク'分Å(4)Measurement and Robotics

計測・ロボティク'分Å(5)Measurement and Robotics

シ'テm工学分Å(1)Systems Engineering

シ'テm工学分Å(2)Systems Engineering

シ'テm工学分Å(3)Systems Engineering

シ'テm工学分Å(4)Systems Engineering

シ'テm工学分Å(5)Systems Engineering

熱流�工学分Å(1)Thermo-Fluid Engineering

熱流�工学分Å(2)Thermo-Fluid Engineering

熱流�工学分Å(3)Thermo-Fluid Engineering

熱流�工学分Å(4)Thermo-Fluid Engineering

熱流�工学分Å(5)Thermo-Fluid Engineering

N
考

中間試験およˇ定期試験ä実�しな∆．
本科目v修 (ä，60 時間v授業v受講と 30 時間v事前・事�v•己学習Ã必
�ある．授業計�ä状�(よåテー�v順�Ã入れ�わる可能�Ãあåます．事前学習�ä
，各テー�(�っ!発�v準�$すること．事�学習�ä，授業内�出題する問題(つ∆て，レポート(まとめて提出すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(15%), B2(15%), B4(5%), C2(65%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 研�テー�ごと�指�される．

参考書 研�テー�ごと�指�される．

関連科目 各研�テー��関�し 科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年1シラバス

専攻科特別研�Ⅰ (Graduation Thesis for Advanced Course I)

長 保浩 特任教授, 西田 真之 教授, 宮本 猛 教授, 福井 智史 教授, 石崎 繁利 教授, 尾崎 純一 教授, 朝倉 義裕 教授, 
早稲田 一嘉 教授, 橋本 英樹 教授, 東 義隆 准教授, 熊野 智之 准教授, 鈴木 隆起 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正
宜 准教授, 田邉 大貴 准教授, Amar Julien Samuel 准教授

機Üシステá工学専攻・1年・通年・必修・7単位【研�】

授4�
概6�方針

本科ë修íし 知îï技óò基öとして，さら�高1û専門工学分野†研�ò指導教¢†£ë§う．専門知î†総合化
�よ™研�開¨およÆデザイ≤能¥ò高める．研�課∑�おける問∑ò学生ªら¨ºし，Ωæ視野òもって理論的・体系的
�問∑解»する能¥ò う．研�課∑†設��あ ってÕ研�†新規性，有用性，理論的検‘ò重視する．研�†内◊ï
進捗状€ò確›し，プレゼ≤テーショ≤能¥†向„ò‰る め¨表Êò実Ëする．研�成Íò報告Ì�まとめ提する．

【C2】設�し 研�テー��つæて，指導教Ú†£ë基ö知îï専門知
îò総合して研�ò遂§する能¥ò う．

研�課∑†探�¥，実験計画¥，研�遂§¥ò日˘†研�活動実¸から，お
よÆ最ˇ†報告Ìから評�する．到達目標4と合わせて70�とする．

【B1】研�成Íò報告Ìとしてまとめ，簡
�研�内◊ò¨表する能¥ò
���ける．

特別研�¨表Ê30�（内◊と構成10�，¨表10�，質疑応答10��として
評�する．

【B2】研�内◊�関する質問��して的確�回答ëきる． 特別研�¨表Ê30�（内◊と構成10�，¨表10�，質疑応答10��として
評�する．

【B4】研��関�し 英�†文献，論文ò比較的◊��� 能¥ò��
�ける．

関�し 英�論文òªら†研��役立ててæるか，日˘†研�活動状€ï¨
表Êë†引用実¸から評�する．

成¸Õ研�課∑†探求・実験計画・研�遂§実¸およÆ最ˇ報告Ì†充実1ë70%，特別研�¨表Ê†充実1ë30%
として評�する．100�満�ë60�以„ò合'とする．

履修:�
注意事項

本教科内◊�関してI，II†期間*�，最低1回†学外¨表（関�学協Ê�おける口/ま Õポスター¨表�ò義務�ける．
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授4計画（専攻科特�研FⅠ）

内容（テーマM目標M準Nなど）

研�Õ£3から1テー�ò4Æ担当教¢†指導†もとë§うことò原9とする．

1) X;ò用æ 材料評�（ 西田 真之 教授，福井 智史　教授�

2) 切削・研削加工�関する研� (宮本 猛 教授)

3) 機Ü機能部BおよÆそ†材料†設計と評��関する研� (福井 智史 教授)

4) 複合材料†成形加工およÆ特性評��関する研�（尾崎 純一 教授�

5) 複合材料†¥学特性評��関する研� (早稲田 一嘉 教授，田邉 大貴　准教授)

6) 3次元造形†加工およÆ評��関する研� (早稲田 一嘉 教授，田邉 大貴　准教授)

7) 内燃機関†熱効率向„�関する研� (橋本 英樹 教授)

8�ふO射物性およÆふO射輸S�関する研� (熊野 智之 准教授)

9) �イクロ・ナノバブZ†基ö特性ïそ†応用�関する研� (鈴木 隆起 教授)

10) 各種流体関�機]ï関�する流動現_�関する研� (鈴木 隆起 教授)

11) ª`ロボッc†開¨・制eシステá�関する研� (宮本 猛　教授，清水 俊彦 准教授)

12) ソフcロボッc†知能・機能創成�関する研�（清水 俊彦 准教授，小澤 正宜　准教授，Amar Julien Samuel　講師�

13�炭素繊維強化プラスチック†接合およÆ成形手s�関する研� (田邉 大貴 准教授)

14)機Ü工学�おけるロボッc，設計，制e�関する複合的研�（清水 俊彦　准教授，長 保浩　特任教授，福井 智史　教授，
石崎 繁利　教授，朝倉 義裕　教授，早稲田 一嘉　教授，小澤 正宜　准教授，Amar Julien Samuel　講師�

15)機Ü工学�おけるエネZギー，¥学，加工，材料�関する複合的研�（西田 真之　教授，宮本 猛　教授，尾崎 純一　教授，
橋本 英樹　教授，鈴木 隆起　教授，東 義隆　准教授，熊野 智之　准教授，田邉 大貴　准教授�

N
考

*間試験およÆ�期試験Õ実Ëしûæ．
本科目†修í�Õ，210 時間†授業†受講と 105 時間†事前・事|†ª己学~�必Äëある．事前学~：研�テー�，周辺知îおよÆ関�する諸
問∑�つæて幅ΩO興áòàつ．事|学~：最新論文ï学ó雑äだけëûO地域情報ïニュース等ò通じて最新情報�íれ，継îし 考ñò§う．
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科　目

担当教員 橋本 英樹 教授

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし

参考書 なし

関連科目 全科目

��履修科目�授��重�しな 場"�#実習&へ�派)*+める．

神戸市立工�高等専門学校 2025年;シラバス

専攻科特別実習 (Field Practical TraininO)

機QシステS工学専攻・1年・通年・選択・2単位【実験実習】

授4�
概6�方針

学]^在学`abら�専攻ある e将g�キャリka関mしn�種，職種�学外企�，公的機関等aお w就�体験*
z#，専門領|aつ w�視�Ä見Ç�拡Ñ*Öる��もa社会環ä�変åaçしn勤労êならびa職�ê*醸ìする
こ�*目的�する．実習e，科目担当教òならびa特別研究指導教ò�指導�も�，実習内ûならびa実習計画等aつ 
w実習派)&�綿¢な£§"わせ*ßっn©™実´する．

【C2】実習機関��務内û*理Æし，実習&™�具体的な到達目≤*達
ìする．

実習機関��務内ûa≥する理Æ;および実習&™�具体的な到達目≤
�達ì;*実習証明∑�実習報告∑™評ªする．

【D1】実習*通じw工学技æ^社会Äbøa¿える影√a関する理Æ*
ƒめる．

実習*通じw工学技æ^社会Äbøa¿える影√a関する理Æ*ƒめnこ�
*実習報告∑�実習報告会™評ªする．

ì≈e，実習証明∑50%　実習報告∑30%　実習報告会20%　�しw評ªする．100点満点™60点以©*単位+Àす
る．nだし実習届，実習証明∑，実習報告∑，および実習日œ^未提“�場"，ならびa実習報告会^未実´�場"e単
位+Àしな ．

履修:�
注意事項
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授4計画（専攻科特�実習）

内容（テーマK目標K準Lなど）

＜実習&�決À＞
実習&�候◊*案内資⁄および担当教€��面›�©™決Àする．
実習&^決Àしn後，実習届*事務室学]·へ提“する．

＜安全管理＞
実習開Âま™a傷害保険等a加Ïする．

＜実習期間＞
実習e4から1Úま™�する．実習時間e国内外ıわず70時間*必˘�する．こ�実習時間e企�研究，∑類作ì，および
実習報告会（準˛*ˇむ）な�学内�活�*10時間ま™+める．実習&^1か��場"，原çm続10日以©（60時間以©）�
実習期間*必˘�する．実習&^2か��場"，同
�実習&™�実習期間e原çm続5日以©（1か�あnり30時間以©）
�する．実習期間`a学会発
な�^重�し，実習*`�する場"，そ��*実習報告∑a記�するこ�．なお年;*�えw�
実習e+めな ．

＜実習終了後�提“物＞
実習終了後，�§a�a�げる∑類*提“する．
（1）特別実習証明∑
（2）特別実習報告∑
（3）特別実習日œ

＜報告会�実´＞
実習終了後，実習報告会aお w実習内û*報告する．なお実習報告会e1Úま™a実´する．

L
考

`間試験およびÀ期試験e実´しな ．
事前学習™e，実習前a，実習届*提“する．ビジネスマナ"Ä実習aあnっw�心$えな�*%め&べる．事後学習™e，実習終了後，実習報告∑*
作ìし，実習証明∑および実習日œ��もa提“する．実習報告会aw実習内û*報告する．
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科　目

担当教員 熊野 智之 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(60%), A4-AM3(20%), B1(10%), B4(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「工学系学�のための光!レーザー工学入門」： 中野人志 著-コロ0社）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年>シラバス

レーザー工学 (Laser Engineering)

機MシステO工学専攻!1年!前期!選択!2単位【講義】

授4�
概6�方針

レーザー[新技^としabc応eされaおりjkl計測j加工技^lおいaその比st高まっaいるx講義と英語文|の読
~�Äしjレーザー光の発�原理jkÑ�理~させるとともlj多分野â応eされる所ã�認çさせるxまたj学�lよる発
表形ëもíり入れjプレゼンテーション能ò�ôうx

【A2】レーザーの基本原理�理~âきるx 自然放°と誘導放°の§いj反転分ßの機®�理~しaいるか�定期試験
â評Æするx

【A2】レーザー光のkÑt理~âきるx レーザー光の∞する干渉性j指向性j単色性などlついa∫しc理~âきaい
るか�定期試験â評Æするx

【B1】レーザー装ºlついaの発表�Äしaプレゼンテーションò�ô成
することtâきるx

各¿レーザー装ºlついaのプレゼンテーションおよ¡レポー√lより評Æす
るx

【B4】英語文|の輪読lよりjレーザーlついaの述語�習«するx 英文�∫しc和…しj意À�理~âきaいるか�輪読の内Õおよ¡レポー√l
より評Æするx

【A4-AM3】レーザー光の制御方—とパワーなどの測定方—�理~âきる
x

レーザー光の制御とパワーjパルス’などのk性�測定する方—�理~しa
いるか�定期試験およ¡レポー√â評Æするx

【A2】レーザー光t応eされaいる分野j応e÷など�理~するx レーザー光の利eされaいる分野[bいtjその応e÷lついaの知ç�定
期試験およ¡レポー√â評Æするx

【A2】bŸleいられaいるレーザー加工技^lついa理~âきるx いろいろなレーザー加工技^lついaの知ç�定期試験およ¡レポー√â評
Æするx

成‹[j試験80%　レポー√10%　プレゼンテーション5%　英語輪講5%　としa評Æするx100点満点â60点ã‡�合
‚とするx

「基礎　光エレク√ロニクス」： 藤本昌 著-森北°版）
「レーザー技^入門講Ï」： 谷腰欣司 著-電波新聞社）

応e物理Ij応e物理II

履修:�
注意事項
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授4計画Aレーザー工学）

テーマ 内容A目標・準Jなど）

1 レーザー開発の歴史的背景 メーザーの発˝から最ˇのルビーレーザー発˝l�る歴史的背景�~�しjそのs要性��˝するx

2 レーザー光のkÑ レーザー光と自然光の§い�述べjレーザー光の�れたkÑ-指向性j単色性jコヒーレンスなど）�述べるx

3 レーザー光の発�原理�理~するためl必要なj量子ò学�統計ò学の基礎lついa講義するx

4 レーザー光の発�原理��˝するxkljエネルギー準位�j自然放°と誘導放°との§いlついa述べるx

5 レーザー光の発�原理��˝するxklj反転分ßと光の増’j光共振�lついa述べるx

6 レーザー総�lついaの英語文|�輪読しj読~ò�ôうとともljこれまâの授業の内Õの復習��うx

7 レーザー総�lついaの英語文|�輪読しj読~ò�ôうとともljこれまâの授業の内Õの復習��うx

8 レーザーの¿類 気�レーザーと固�レーザーj色�レーザーj半導�レーザーlついa概要��˝しj�なe などlついa述べるx

9 担当#[j気�レーザー�色�レーザーlついa調%しj発表するx学�&â質疑応)�議���うことâj理~�+めるx

10 担当#[j固�レーザーlついa調%しj発表するx学�&â質疑応)�議���うことâj理~�+めるx

11 担当#[j半導�レーザーなどlついa調%しj発表するx学�&â質疑応)�議���うことâj理~�+めるx

12 レーザー光の制御 レーザー光の制御方—lついa�˝するx

13 レーザー�eいた計測手—lついa~�するx

14 レーザー加工�最新のレーザー応e技^lついa述べるx

15 総合演習 これまâ学習した内Õの総まとめ��うx

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

レーザー光の発�原理-1）

レーザー光の発�原理-2）

レーザー光の発�原理-3）

レーザー概�-英語文|）-1）

レーザー概�-英語文|）-2）

レーザー装º-発表）-1）

レーザー装º-発表）-2）

レーザー装º-発表）-3）

レーザー応e(1)

レーザー応e(2)

J
考

前期定期試験�実/するx
本科1の修«l[j30 時&の授業の受講と 60 時&の事前!事後自己学習t必要âあるx事前学習â[次:の授業範<lついa教科=�読みj各自â理~âきないところ�
整理しaおcことx事後学習â[j授業内Õ�復習しj興À�Aったこと�調べaノー√等lまとめaおcことx
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科　目

担当教員 西田 真之 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), A4-AM1(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

レポー#$%&'りなど+授業-$指/0確2すること．

神戸市立工業高等専門学校 2025年Dシラバス

I線工学 (Engineering of X-raU)

機WシステY工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

工学$分eでX線ghたした役lmnきp重rな技tである．こ$講義でmX線$発wかy応用分eまで0視e~�れ
て+周辺技t$知Ö0補áしそ$原äと基å0学ぶ．é~回折現í0利用した結晶工学およò分析評価方ù~ついて詳
しp講義する．本講義m+担当教¢$企業実務経験0§まえ+材料強D~ついて©教授します．

【A4-AM1】X線$歴´およòX線$利用分e~ついて$知Ögある． X線$歴´およòX線$利用分e~ついて$知Ö0定期試験+レポー#およò
授業-$Æテス#で評価する．

【A2】X線$発wと物∞と$相互作用~ついてä¥し説∂できる． X線発wと物∞と$相互作用~ついて$ä¥D0定期試験+レポー#およò
授業-$Æテス#で評価する．

【A2】回折現íと結晶工学$基å∑な内πgä¥できる． 回折現íと結晶工学$基å∑な内πへ$ä¥D0定期試験+レポー#およò
授業-$Æテス#で評価する．

【A4-AM1】X線0利用した分析評価技t$原ä0説∂し+例ºレベæ$
問º0¥pことgできる．

X線0利用した分析評価技tへ$ä¥D0定期試験+レポー#およò授業-
$Æテス#で評価する．

成¡m+試験85%　レポー#15%　として評価する．授業-$Æテス#+文献購∆などmレポー#として提»し評価$対í
とする．100点満点で60点以Œ0合–とする．

「X線構造¥析+原‘$配÷0◊&る」+早稲田嘉夫+松原英一郎+内田老鶴圃
プリン#

X線回折r論Ëカリティ）
学t論文
「X線でÏgわかるか」加藤誠軌Ë内田老鶴圃»版）

材料力学I+材料力学II

履修:�
注意事項
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授4計画AB線工学）

テーマ 内容A目標・準Jなど）

1

2

3

4 具体∑な結晶~˜yれる幾Ï学∑é徴

5 –‘˙と–‘方˚$記述+ステレ˛投影

6 演習

7

8 単位–‘かy$回折+構造因‘$計算例

9

10

11 立方晶�$結晶$場合+正方晶�$場合+六方晶�$場合+

12

13 回折ピー�$積分強D0用いる結晶物∞$定量

14 結晶�$nきさと不均一ひずみ$測定

15 総合演習 総合演習0�う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

X線$基本∑な性∞(1) 電磁�として$X線+連続X線+é性X線

X線$基本∑な性∞(2) X線$吸収+é性X線$フィæター+X線$発wおよò検»

結晶$幾Ï学(1) 1次元対称性+7種*$結晶�と14種*$ブラーベー–‘

結晶$幾Ï学(2)

結晶˙およò方位$記述ù(1)

結晶˙およò方位$記述ù(2)

原‘およò結晶~よる回折(1) 1,$自.な電‘~よる散乱+1,$原‘~よる散乱+結晶~よる回折+ブラッ2$条4とX線散乱角

原‘およò結晶~よる回折(2)

粉末試料かy$回折(1) デフラ�#メータ$原ä+粉末試料かy$回折X線強D$算»1

粉末試料かy$回折(2) 粉末試料かy$回折X線強D$算»2+粉末結晶試料~おける回折強D$一般式

簡単な結晶$構造¥析(1)

簡単な結晶$構造¥析(2) 標準物∞$回折データと$比A~よる¥析+標準∑な粉末結晶試料~対するX線構造¥析$限界

結晶物∞$定量およò微細結晶�‘$¥析(1)

結晶物∞$定量およò微細結晶�‘$¥析(2)

J
考

後期定期試験0実Fする．
本科目$修H~m+30 時K$授業$受講と 60 時K$事前・事後自己学習g必rである．状R~応じて再試験0実Fする場合gある．100点満点で60点以Œ0合–とする．事
前学習：参考書+学t雑誌+文献データベースおよòネッ#Œ$情]など0用いてX線工学関連$最新動˚~興c0dつ．事後学習：課ºレポー#$作成およò講義ノー#$復習
0実Fする．
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科　目

担当教員 橋本 英樹 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年!シラバス

熱機関論 (Theory of Heat Engine)

機8システ:工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

熱エネルギKL動NO変QすS熱機関O関してV熱N学W基礎事[L理]しV理論サイクルとW関bならびO性gO関す
S物理・化学過kOついて理]LnめSp理]LnめSため毎回演uLおこなうp工業英yOよSコミュニケKショÅ基礎g
NLつけSためV配ÑプリÅáà英âとすSp

【A4-AM2】熱工学W基本事[（熱N学法則・エÅタルピK・エÅáロピK
等êL理]してVそW応用技ïOついて考óできS思考NLつけSp

熱工学W基本事[およびそW応用技ïL理]してV考óできS思考NLつけ
ていSõúテスá・中間・定期試°とレポKáõら評•すSp

【A4-AM2】熱機関W種ßOよS熱エネルギKW変Q技ïL理]すSp 熱エネルギKW変Q技ï（各種熱サイクルêL理]していSõLVúテスá・中
間・定期試°とレポKáõら評•すSp

【A4-AM2】熱機関©で™こりうS気体流動現∞L熱N学W理論õら±き
V現∞L理]すSp

熱機関©でW気体流動現∞L理]していSõLpúテスá・中間・定期試°と
レポKáõら評•すSp

【A4-AM2】熱機関OおけS気体流動現∞でW化学的・物理的過kL理
]すSp

気体流動W分子運動および化学反応L理]していSõLúテスá・中間・定
期試°とレポKáõら評•すSp

成∏àV試°80%　レポKá10%　úテスá10%　として評•すSp100点満点で60点以æL合¿とすSp

「熱N学」：高城他(大阪大学出版会ê
プリÅá（英âê

「THERMO-DYNAMICS 」：J. F. Lee and F. W. Sears (Addison-Wesley)

熱N学IVIIV流体N学IVIIV熱流体工学V熱・物質移動論（専攻科ê

履修:�
注意事項

4・5年でW熱N学IVIIfiび熱流体工学L基礎OV熱N学L理]してV熱機関でWサイクル論および気体流動現∞L理]す
Sp
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授4計画（熱機関論）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 熱N学W基礎事[

2

3 理想気体W状態式

4

5 蒸気W性質・状態変化とエクセルギK

6 燃Êと蒸気原動Ëサイクルシステ:

7 冷Íサイクル

8

9

10 中間試° 熱N学O関すS基礎知ÏW理]!LÌべSp

11 中間試°W]答・]説 中間試°W]答と]説LÒうpまたVæ記中間試°までW学u©ÙOついて復uすSp

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

流れ(flo˜)・圧N(pressure)・温!(temperature)と状態量（properties)・熱平衡(thermodynamics equilibrium ) 相変化
(phase change)W理]

熱N学第1法則 熱N学第1法則(The first la˜ of thermodynamics)熱(heat)と仕事(˜or�)W関b

理想気体W状態式(equation of state for ideal gas)・状態変化(change of states)と気体W分子運動論(�inetic theory of 
gas)W関b

熱N学第2法則 熱N学第2法則(The second la˜ of themodynamics)とエÅáロピ(entropy)W関bとカルノKサイクル(Carnot cycle)W理
]

エクセルギK(exergy)W定義V蒸気W性質(characteristics of steam)・状態変化(change of states)と有�エネルギK
(avalable energy)W理]

反応(combustion reaction)とラÅキÅサイクル(Vapor Po˜er Cycle　System (Ran�ine cycle))W関連

冷Í機プロセス(Refrigeration Process)と熱システ:W理]

ガス動Nサイクル（1ê ©燃機関Wサイクル論(Analysis of Internal Combustion Engine Process)オッáKサイクル(Otto cycle)W理]

ガス動Nサイクル（2ê ディKゼルサイクル(Internal Combustion Engine Process(Diesel cycle))W理]

ガス動Nサイクル（3ê ガスタKビÅサイクル(Gas turbine Cycle(Brayton cycle))W理]

熱機関©でW気体流動現∞（1ê 流体W動N学(Dynamics of fluid flo˜)と流体W特性(Characteristics of fluid flo˜)関連

熱機関©でW気体流動現∞（2ê 音速(Sonic velocity・超音速(Super sonic)とマッ!数(Mach number)W理]

熱機関©でW気体流動現∞（3ê 衝撃波(Shoc� WaveêW特性(property)fiび現∞(Phenomena)W理]

J
考

前期中間試°および前期定期試°L実'すSp
本科(W修*OàV30 時間W授業W受講と 60 時間W事前・事後自己学u0必2であSp状4O応じて再試°L実'すS場合0あSp事前学uでàV授業中O配ÑすS資9O
(L:しp次回W授業範=で理]できないところLまとめておくことp事後学uでàV授業©で出@すS問@OついてVレポKáOまとめて提出すSことp
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科　目

担当教員 朝倉 義裕 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 材��解析手�につい�理解でき�いるか!試#によ%評'する．

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 情報処理!材�工学

神戸市立工業高等専門学校 2025年=シラバス

知的材�解析 (Intelligent Analysis of Materials)

機RシステT工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義・演習】

授4�
概6�方針

画像処理d応fしh材�解析技jについ�講義k演習dlう．材�学的n観pにhち!画像情報から�特徴抽出戦xに
つい�解yし!画像処理プログラミング�演習d�え�理解dÅめる.

【A4-AM1】現在lわれ�る様ân材��解析手�につい�理解する．

【A4-AM1】画像処理d応fしh材�解析技jについ�理解する． 画像処理d応fしh材�解析技jについ�äら調åし理解でき�いるか!輪
講�発èk質疑íìレポーók試#によ%評'する．

【A4-AM1】画像処理�基本技�につい�理解し!そ�ソフóウェüd作成
できる．

基本的n画像処理につい�理解し!実£にプログラTd作成できるか!レポー
ó!試#íìプレゼンテーションによ%評'する．

【A4-AM1】画像処理d利fしh材�解析dlうhめに必®n特徴抽出
�戦xd見出す™dつける． 課≠d解析しh結Øに∞するレポーóíìプレゼンテーションによ%評'する．

成±は!試#40%　レポーó20%　プレゼンテーション40%　kし�評'する．100p満p中60p以∑d合πkする．受
講者äら�問≠設ækそ�解決能™d¡うこkd重ƒするhめ!輪講・プレゼンテーションで�発è・討∆に重pdおいh
評'dlう．まh!これらd単位認æ�必須条Ãkする．輪講�評'はプレゼンテーション�評'にÕめる．

webnど

「コンピュー’画像処理」◊田村秀l€オーT社）
「画像�処理k認識」◊安居院猛!長尾智晴€昭晃堂）
「OpenCV4基本プログラミングÔさらに進Úしh画像処理ライブラı�æˆ」◊北山 洋幸€カッóシステT）
「C言˛による画像処理入門」◊安居院猛!長尾智晴€昭晃堂）
「画像処理工学(第2版)」◊村∑伸一€東京電機大学出版局）

履修:�
注意事項

講義は一部輪講形�でlう．C言˛がある程=問≠n�使fできるこk．特に!∞数!配列!ファイ��入出™につい�理解
し�いるこk．受講人数に応じ�一部授業計画d変�するこkがある．
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授4計画（知的材料解析）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1

2 各â�輪講テー�につい�発èし�もらい!ディスカッションdlい理解dÅめる．

3

4 コンピュー’画像処理�概®

5

6 グレイスケー�画像!íì!二値画像に%するフィ�’処理につい�講義k演習dlう．

7 二値画像�フィ�’処理につい�演習dlう．連結処理!ラベıング処理につい�講義k演習dlう．

8 中間試#

9

10 グレイスケー�画像!カラー画像における処理k特徴抽出手�につい�講義k演習dlう．

11 立体*d+う距離画像解析につい�概yする．知的画像解析kいわれる手�につい�.d/げ�概yする．

12

13

14

15 プレゼンテーション 1えられh課≠に%する解析方�k結Øについ�!画像解析�戦xk実現方�d中3にグ�ープごkに発è・討5dlう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

材�解析k画像処理€1） 材�解析における画像処理・解析�6n手�€破断9テクスチ<解析!KIKUCHIパ’ーン解析!ひずC計測!形状認識等）につ
い�概®dyFする．受講者�輪講テー�d決める．

材�解析k画像処理€2）

材�解析k画像処理€3） 2回IkJじ

äKに使fするこkができる画像処理ソフó�紹Mdlう．コンピュー’内部で�画像�è現!O�è現!サンプıングについ�講
義k演習dlう．

二値画像処理€1） デジ’�画像�ヒスóグラTk二値画像�しきい値設æについ�講義k演習dlう．画像処理dlう∑で必®knる近傍!連結!
ユークıッV距離�概Wについ�講義dlう．

二値画像処理€2）

二値画像処理€3）

1～7回I�内Zについ�中間試#dlう．

二値画像処理€4） 中間試#�解答・解ydlう．Hough変^�概®k利f.につい�講義dlう．Hough変^dlうソフóウェüd作成する．

多値画像処理€1）

多値画像処理€2）

材�解析演習€1） 1～3人�グ�ープに`け!1えられh課≠につい�画像解析による材�解析dlう．SEM(走å型電子顕微鏡)�原理k使f方
�dyFする．

材�解析演習€2） 1～3人�グ�ープに`け!1えられh課≠につい�画像解析による材��解析dlう．

材�解析演習€3） 13回IkJじ

M
考

前期中間試#d実jする．
本科I�修mには!30 時間�授業�受講k 60 時間�事前・事後ä己学習が必®である．中間試#�時期は講義�進=に応じ�変�するこkがある．プレゼンテーションはæ
期試#相skし�評'する．事前学習◊シラバス�授業計画�該su�内Zd確認し!∞連項Id予習し�お�．事後学習◊講義時間中に達成できnかっh項Idä習する．プレ
ゼンテーショ資��作成dlう．
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科　目

担当教員 清水 俊彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 ロボッ��専用機��相��記!できるこ�&定期試*で評,する．

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書

関連科目 工学系基礎科目全般

神戸市立工業高等専門学校 2025年Eシラバス

応用ロボッ�工学 (Applied RoboticU)

機�システW工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

ロボッ�工学はd機�d電気電子d計測制御d材mなど�幅qr工学的技u�関wしてrる．本講ではd自|ロボッ��rう
観�からdロボッ�工学につrてd技u的基礎事Öおよびそ�制御äにつrて学ぶ．適時dシミュレーショìによる実習d適用
事ñ�紹介d演習問õによってロボッ�工学につrて�理û&üめる．

【A4-AM3】ロボッ��基本概¢&理ûしd専用機���差§&•らかにで
きる．

【A4-AM3】ロボッ��基本的構成要©であるセìサーdアクチュエー±な
らびに機構�種類d技u的特µにつrて理ûする��もにdロボッ�設計に
∏してそれら�適∫に選択できる．

ロボッ�設計に∏してそ�構成要©&適∫に選択できるこ�&定期試*で評
,する．

【A4-AM3】ロボッ��運動学につrて理ûしdû析的に機構�評,�で
きる．

ロボッ��運動学につrて理ûしd運動学的û析手ä&用rて機構�評,�
できるこ�&レポー�および定期試*で評,する．

【A4-AM3】ロボッ�に採用されてrる種¬�制御方ƒ&理ûしdそ�特µ
ならびに実用的有用∆�説•できる．

ロボッ�に採用されてrる制御方ƒにつrて理ûしてrるこ�&定期試*で
評,する．

成»はd試*85%　レポー�15%　�して評,する．100�満�で60�以Õ&合œ�する．

ロボッ�工学―機�システW�ベク�“û析 (機�工学選書): q瀬 茂男

履修:�
注意事項

講義はdÿにロボッ��最新技uに関してd論‹&引用し調flする．そ�ほか�技uにつrてはd‹献d資mなどで適宜紹介
する．
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授4計画（応Cロボット工学）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 ロボッ��歴Â�産業用ロボッ� ロボッ�技u�起Ëならびにそ�変遷d産業用ロボッ�&はじめ�するロボッ�技u�現Ìにつrて紹介する．

2 自|ロボッ�で利用されるセìサdアクチュエー±など機構につrて概観する．

3 自|ロボッ�で利用される制御Ô学習などd認知機Úに関して概観する．

4

5 動力学シミュレーショì 動力学シミュレーショìにつrて学びd導ı�なるプログラW&作成する．

6

7

8

9

10 前˙に引き˚きd運動学につrて学習&¸める．

11 演習 演習によりd運動学�復習&ˇう．

12

13 歩ˇ制御に関して学習&¸める．

14 ヒューマノイドロボッ�に関する歩ˇ制御に関する数学的表現&理ûする．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

自|ロボッ�概論(1)

自|ロボッ�概論(2)

自|ロボッ�概論(3) 2	Ô4	歩ˇなどd移動機構&�っ�自|ロボッ�に関して概観する．

ロボッ��運動学(1) 2関
マニピュレー±&ñに�りdロボッ��姿��数学的表現につrて理ûする．

ロボッ��運動学(2) 2関
マニピュレー±&ñに�りd関
角速E�手先速E�関wからヤコ�ˇ�&導く．

ロボッ��運動学(3) 3関
マニピュレー±&ñに�りd位��姿��数学的表現につrて理ûする．

ロボッ��運動学(4) 3関
マニピュレー±&ñに�りd特§姿�&理ûする．

ロボッ��運動学(5)

脚�ロボッ�(1) 4	ロボッ�&ñに�りdそ�歩ˇ制御に関する数学的表現&理ûする．

脚�ロボッ�(2)

脚�ロボッ�(3)

脚�ロボッ�(4) 4脚など�歩ˇ制御に関して学習&¸める．

M
考

後期定期試*&実�する．
本科目�修 にはd30 時!�授業�受講� 60 時!�事前・事後自己学習�必要である．事前学習ではロボッ�関連技uにつrて各自図書(ま�はWEB&用rて調flしd各
自で理ûできなr�ころ&整理しておくこ�．事後学習ではdレポー�など/され�場合は期1までにレポー�&提3しdそ�4�場合d担当教7�指9に:うこ�．
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科　目

担当教員 長 保浩 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM3(100%)

航空工学全���す�講�� い"航空#$形&$根()性+など�理論0�理1させ�．

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 適6な課8�9え"レポー>�よ@評Bす�．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー>EFプリン>講�

参考書 「航空宇宙工学入門」：室津�定著（森北出版）

関連科目 #械工学科本科EF#械システa工学専cd講�されてい�力学全�．

#械工学科本科d講�されてい�力学全���す�基本0な知j�必lとす�．

神戸市立工業高等専門学校 2025年yシラバス

航空工学概論 (Outline of Aeronautical Engineering)

#械システa工学専c・1年・後期・選択・2単位【講�】

授4�
概6�方針

【A4-AM3】自ï$専門分野（特別研öなど）かú航空#�ùえ"�ûあ�
い†興¢$あ�事§�さú�•¶調査EF考™し"専門0�説≠dき�．

自ï$専門分野（特別研öなど）かú航空#�ùえ"�ûあ�い†興¢$あ�
事§�ついてレポー>�作±させてそれ�評Bす�ととも�"定期試µ�おい
て小論文形π$テス>�実ªしてそ$理1$確認EF評B� う．

【A4-AM3】航空#$部分0な形&$根()飛 性+$概l�ついて平
¬�説≠dき�．

航空#$部分0な形&$根()飛 性+$概l��す�適6な課8�9
え"レポー>�よ@評Bす�．

【A4-AM3】航空工学$概l・区分�ついて概ƒ理1してい�．

±≈†"試µ30%　レポー>70%　として評Bす�．到達目 $1�Àげ�航空#技Œ$専門0なùえœ�重—す�観点
かú"レポー>点�70%とす�．100点満点d60点以◊�合Ÿとす�．

履修:�
注意事項
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授4計画（航空工学概論）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 航空#技Œ$歴史 飛 #およFロケッ>開‡$歴史�ついて理1させ�．

2 大気環境 飛 環境として$ 準大気EF高層大気Á�ついて理1させ�．

3 航空#$形態 航空#$分類"飛 #およFロケッ>$構±�ついて理1させ�．

4

5 誘導抵Ó$‡生"主Ò$平面形およFÒ端失ı�ついて理1させ�．

6 空気力学（Ò抵Ó） 摩擦抵Ó)伴流抵Óなど$有害抵Ó�ついて理1させ�．

7 高ı空気力学（音ı"遷音ı） 亜音ı"遷音ı"超音ı�9え�空力0特性およF衝撃�$‡生�ついて理1させ�．

8 高ı空気力学（超音ı） マッ��EF��衝撃�など�ついて理1させ�．

9 推力#構（プロペラ） プロペラ$�きとそ$数学0
@�い"先端マッ�数およFピッ�変��ついて理1させ�．

10 推力#構（ターボジェッ>エンジン） 各�エンジン$推力"推進効�と総合効�"構�と#+$概l�ついて理1させ�．

11 構�力学（荷重EF疲労）"航空#$振動 航空#$荷重)疲労�%す�強yEF$振動$問8$概l�ついて理1させ�．

12 飛 #$静0性+ 所l出力"利用出力"水平ıy性+EF◊昇性+�ついて理1させ�．

13 飛 #$動0性+ 離陸性+"着陸性+EF航続性+�ついて理1させ�．

14 航空#$運動œ程πEF安定性 航空#$運動œ程π5F�"それ�基づ¶縦EF横・œ9$安定�ついて理1させ�．

15 航空#$装;と航法"そ$他 航空#$保安"計器"飛 制御"通信EF航法��す�各�装;�ついて理1させ�．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

空気力学（2次元Ò） 2次元ÒF�作用す�空気力�ついて概説し"渦H)循環�JうÒ理論�基づ¶揚力‡生�ついて理1させ�．

空気力学（3次元Ò）

K
考

後期定期試µ�実ªす�．
本科目$修M�†"30 時O$授業$受講と 60 時O$事前・事後自ï学R�必ldあ�．予R：授業計T�Uって"航空工学各分野$概l�ついて予Rしてお¶こと．復R：講
�内Z�ノー>�まと��ととも�"指]し^レポー>�作±す�こと．　　
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科　目

担当教員 福井 智史 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 流体潤滑理��理�できたかどうか� テス#で評%する．

2 平面軸,における流体潤滑理��理�できたかどうか� テス#で評%する．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキス#プリン#5配布

参考書 「大学演習機械要素設計」：吉沢武男編（裳華房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年]シラバス

#ライボロジー (Tribologm)

機械システn工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

{�|軸,とすべ|軸,�設計5流体潤滑理�5適ÅしÉÑう．ジャーナáおよâ平面における流体潤滑理�5ジャーナ
á軸,と平面パッå軸,に適Åし�それè軸,�設計5Ñう．

【A4-AM4】流体潤滑理��理�できる．

【A4-AM4】平面軸,における流体潤滑理��理�できる．

【A4-AM4】ジャーナá軸,における流体潤滑理��理�できる． ジャーナá軸,における流体潤滑理��理�できたかどうか� テス#で評
%する．

【A4-AM4】ジャーナá軸,�平面パッå軸,�ピス#ンピン軸,�設計�
できる．

ジャーナá軸,� 平面パッå軸,� ピス#ンピン軸,�設計�できたかどうか�
 テス#で評%する．

成íは� テス#100%　としÉ評%する．授業内ï�多óにòるため�定期試úではùû毎†�授業°に テス#5Ñい
到達目¶�達成5逐一確™する． テス#は15†実¨し� テス#�平均評%においÉ100点満点で60点以≤5合¥と
する．

機械設計I�機械設計II�設計工学

履修:�
注意事項
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授4計画Aトライボロジー）

テーマ 内容A目標・準Lなど）

1 摩∑と摩∏�基礎知識 摩∑と摩∏5#ライボロジーとしÉ理�する基礎知識5学ぶ．

2 {�|接øと摩∏理��知識 {�|接øと摩∏理��知識5実¿かè学ぶ．

3 {�|運¬における弾性近接∆�設計 {�|運¬における弾性近接∆5利Åした設計5学ぶ．

4

5 {�|運¬理�による設計 {�|運¬理�による設計手…5学ぶ．

6 弾性流体潤滑理�による設計 弾性流体潤滑理�による設計5学ぶ．

7 #ライボロジー理��応Å #ライボロジー理��応Å¿5学ぶ�

8 #ライボロジー理��知識 #ライボロジー理��周辺知識5学ぶ．

9 潤滑とÕきŒき�知識 潤滑とÕきŒき�知識5œû学ぶ．

10 傾斜平板軸,�設計 傾斜平板軸,�設計5学ぶ．

11 平面パッå軸,�理� 平面パッå軸,�理�5学ぶ．

12 有限’ジャーナá軸,�設計 有限’ジャーナá軸,�設計5学ぶ．

13 ’�÷いジャーナá軸,�設計 ’�÷いジャーナá軸,�設計5学ぶ．

14 ピス#ンピンÅスクイÿ軸,�設計 ピス#ンピンÅスクイÿ軸,�設計5学ぶ．

15 推力軸,（平面パッå軸,）�設計 推力軸,（平面パッå軸,）�設計5学ぶ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

{�|運¬におけるEHL理�による設計 {�|運¬におけるEHL理�による潤滑設計5学ぶ．

L
考

°間試úおよâ定期試úは実¨しない．
本科目�修„には�30 時間�授業�,講と 60 時間�事前・事後自己学習�必要である．授業�進]に応じÉ授業°に テス#5Ñい�そ�結Ô5評%する．事前学習としÉ本
科で学習した内ïおよâ前†�授業内ïについÉ目5ÒしÉおû．事後学習としÉ学習内ï5復習し�ノー#5整理しÉおû．
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科　目

担当教員 橋本 英樹 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM2(80%), B2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 作成資料�プレゼンテーション!資料�内容�質疑応'によ*評,する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 1に指3しない

参考書

関連科目

上記関連科<!ほかに�計測上使Bされる電気・電子回Jなど!電気LなことO理QしていることSTましい．

神戸市立工業高等専門学校 2025年dシラバス

熱流体計測 (Thermal Fluids Measuremenx)

機zシステ{工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義・演習】

授4�
概6�方針

熱流体計測は�熱流体ãåçプランéè工業機êにおいて�製ì!生産量�原材料!使B料�蒸気è燃料などエネルギ－
!消費量など!把£è制•といç観ßか®©くこと!できないO!である．流量�流速�圧力�水位(液位)�粘性係数�密d�
表面張力�温d�熱伝導æなどについて�そ!計測¡!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…などã理Qさせる．学
生による発表形Õでプレゼンテーション能力ãŒç．

【A4-AM2】各種熱流体計測¡!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意
事…ã理Qできる．

流量�流速�圧力�水位（液位）�粘性係数�密d�表面張力�温d�熱伝導æなど
について�そ!計測¡!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…などã理
Qできているか�作成資料�発表内容�質疑内容で評,する．

【B2】各種熱流体計測¡ã資料としてまとめることSできると‘に�そ!内
容について発表・説明・質疑応'できる．

成◊は�プレゼンテーション30%　作成資料30%　質疑応'40%　として評,する．アクティブラーニンfi形Õ!ため試
·による評,は‚わない．100ß満ßで60ß以上ã合Ëとする．

「実B流量測3」：松山裕(エネルギーセンター)
「熱管理技術講義」：日本熱エネルギー技術協会編

流体力学I�II�熱力学I�II�計測工学I�II

履修:�
注意事項
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授4計画（熱流体計測）

テーマ 内容（目標・準Kなど）

1 ガイダンス�流体工学およ˛工業熱力学!基礎事…!確認

2

3 電磁流量計�超音波流量計

4 容積Õ流量計�面積流量計

5 タービン流量計�ピéー管Õ流量計

6 ピéー管�熱線流速計

7

8 マノメータ�微圧計

9 ブルドン管圧力計�圧力変換ê

10

11 温d

12 熱量

13 発熱量

14 �ガス測3

15 動力

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

熱流体計測に必�な連�!Õ�ベルヌーイ!3理�熱力学第1�第2¡�など!流体工学およ˛工業熱力学!基礎事…ã復習
する．

差圧Õ(�*)流量計(オリフィス�ノズル�ベンチュリー)
管Jã局所Lに'くして(�*)�流速!増加（連�!Õよ*）による圧力!減少（ベルヌーイ!3理よ*）ã,き-こし�そ!圧力差
か®流量ã測3する原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする
．

管Jã'めることなく�磁力およ˛超音波!変化1性ãBいて流量ã測3する方¡である．流動抵7ã生じない!S1徴である．
これ®!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

容積Õ流量計はギアなど!回転体Sつくる空;に流体ã<じ=めて>˛�そ!回数によ*流量ã測3する．面積流量計は�管J
に浮子ã浮かべそ!高さによ*流量ã測3する．これ®!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学生（2
～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

1に水AメータにBい®れているタービンã回転させて流量ã測3するタービン流量計�およ˛ピéー管ã管断面内に複数個配
FしてG®れる速d分Iか®流量ã測3するピéー管Õ流量計!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/
!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

流速ãJめる方¡として�動圧と静圧!差ã利BしてJめるピéー管と電流ãMした熱線か®!放熱量か®Jめる熱線流速計S
ある．それ®!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

LDV� PIV／PTV
2本!レーザーU!交ßãMる微小物体によ*生じるドップラー効[か®速dãJめるLDV�粒子!時系_!位Fデータか®画
像処理によ*速dãOとめるPIV／PTVSある．それ®!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学生（2
～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

マノメータは圧力ã測3するdOシンプルな方¡である．また圧力S小さくてマノメータではefg*精dSiちるときには�傾斜
マノメータèプランéルÕなどãBいて拡nしてeむ．それ®!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学
生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

ブルドン管圧力計は�楕円断面ãした管ãrげたO!で形tSコンパクéであ*�工業装F上�dOxくBい®れている．また�電気
信zとして圧力ã測3するために各種!圧力変換êS開発されている．それ®!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã
理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

粘性係数(粘d)�密d(比重)�表面張力
流体!粘d�密dおよ˛表面張力はそ!流体!基本1性量として重�である．各種粘d計!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!
注意事…ã理Qする．また�各種比重計と表面張力計!原理と1徴�構ƒと機能�測3上!注意事…ã理Qする．担/!学生（2
～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

低温か®高温まで�各種温d計測方¡はあ*�測3物質è物質t�によ*計測機êOかわる．それ®!構ƒと機能な®˛に原理
と1徴について理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

熱交換量は温d・流量によ*決3される．こ!熱流量ã測3する計測機ê!構ƒな®˛に原理について理Qする．担/!学生（2
～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

燃焼現Éでは物質!t�S変化して�熱は発生する．こ!熱量ã測3する方¡について学習する．担/!学生（2～3名）S発表
し�全3で質疑ãする．

燃焼によ*発生する二酸化炭素等�ガス成分は�環境面か®重�になっている．それ®成分!測3機ê!原理な®˛に構ƒにつ
いて理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

エンジンなど熱機関で!動力ã有効にg*çすことは�エネルギー!観ßか®O重�である．そこでこ!動力ã測3する機ê!
構ƒ・機能な®˛に原理・1徴について理Qする．担/!学生（2～3名）S発表し�全3で質疑ãする．

K
考

中;試·およ˛3期試·は実èしない．
本科<!修Gには�30 時;!授業!受講と 60 時;!事前・事後自己学習S必�である．事前学習では�プレゼンテーションでBいるスライド!作成と発表内容!�ïã作成
すること．事後学習では�プレゼンテーション!質疑応'にñする回'óã作成し�提çすること．
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科　目

担当教員 宮本 猛 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 工具付�で�現��力学��理論分 できるか�試%�&評(する．

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配-プリント

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年?シラバス

切削工学 (Cutting TechnologR)

機TシステV工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

�年，進eする生産技i�j�おい&，切削加工n生産�最終工qである二次加工u位vづけられ&おり，製品精?�直
Äする加工技iÅÇめられ&いる．加え&多種多様àする工業材ä�対åしé切削技ièÇめられ&いる．そこで，本講
義でn切削�íする工学�分 u理論，そし&ìéî加工技iï特殊加工ò�つい&解õする．

【A4-AM4】切削工学�基ùから最ì�分 方ò�つい&習†する． 切削工学�基ùから最ì�分 方ò�つい&理解できéか�試%�&評(
する．

【A4-AM4】難削材およ£ì素材�対する切削機•�つい&理解できる． 難削材およ£ì素材�対する切削機•�つい&理解できéか�試%�&評
(する．

【A4-AM4】切削理論�つい&力学��考ßするこuÅできる．

【A4-AM4】ìéî加工技iï特殊加工ò�理解できる．英語文´�より
理解�¨める．

ìéî加工技iï特殊加工òÅ理解できéか�試%，プレゼンテーション�
&評(する．

成≤n，試%70%　プレゼンテーション30%　uし&評(する．プレゼンテーションuし&教µ�í∂する英語文´�学習
し，発∏しé内∫�対し&30点満点で評(する．試%70点u�合計100点満点で60点以¡�合¬uする．

「難削材�加工技i」，狩野勝吉，工業調査会
「現代切削理論」，臼井栄治，共立出版株式会社

機T工作ò，加工工学I，加工工学II

履修:�
注意事項
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授4計画（切削工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 切削工学入門 切削機•，現�，分類方òî€切削工学�概›�解õする．

2 切削加工�評(方ò，切削現��分 �つい&解õする．

3 材ä�被削性，切削油剤，加工効果現��つい&解õする．

4 切削抵抗 切削抵抗�基ù知識，切削jで�切削抵抗変Èî€力学��解õする．

5 切削力測定ò 切削機•�解 するéめ�必›î切削力�測定方ò�つい&解õする．

6 難削材�定義，難削材およ£ì素材�切削現��Ìり¡げ，そ�分 方òî€�解õする．

7 難削材�対する加工方ò，加工技i�つい&解õする．

8 工具刃先�Ò�切削現� 切削機•�調べるéめ�必›î工具刃先�Òで�切削現�分 方ò�つい&解õする．

9 切削現��力学�分 工具刃先�Òで�切削現��つい&力学�î分 方ò（有限›素òî€）�つい&解õし，そ�分 Ä果から考ß�˜う．

10 �年，˘いられ&いる特殊加工ò�つい&解õする．

11 �年，˘いられ&いる特殊加工ò�つい&解õする．

12 最ì切削加工技i 最ì�切削加工�つい&解õする．

13 切削加工�íわる英語文´�学£，発∏する．

14 切削加工�íわる英語文´�学£，発∏する．

15 切削加工�íわる英語文´�学£，発∏する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

切削機•（1）

切削機•（2）

難削材，ì素材�切削理論（1）

難削材，ì素材�切削理論（2）

特殊加工ò（1）

特殊加工ò（2）

英語文´プレゼンテーション(1)

英語文´プレゼンテーション(2)

英語文´プレゼンテーション(3)

J
考

後期定期試%�実¸する．
本µ˝�修†�n，30 時��授業�受講u 60 時��事前・事後自己学習Å必›である．事前学習uし&，授業�í∂する本µで学習しé内∫�復習し，理解し&おくこu．事後
学習uし&，学習内∫�復習し，配-プリントî€�整理するこu．
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科　目

担当教員 田邉 大貴 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年"シラバス

応用材料力学 (Applied Strength of Material)

機;システ=工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

本講義でL本Mで学NしP初等材料力学R知TU基WとしてZ応用問\か^材料力学R延長線bにあe複合材料R諸
問\UiきZ材料力学R理iUさ^にmめeことU目qとすe．

【A4-AM1】本Mで学んu材料力学R諸問\について理iしZ応用問\U
iくことができe．

材料力学R応用問\についてR理i"U定期試|とプレゼンテーションで評
Ñすe．

【A4-AM1】材料力学U基WとしてZ複合材料R諸特Üについて理iでき
e．

複合材料R諸特ÜについてR理i"U定期試|とプレゼンテーションで評Ñ
すe．

成àLZ試|70%　レポート15%　プレゼンテーション15%　として評Ñすe．100点満点で60点以bU合êとすe．

「材料力学」　第3版　新装版Z黒木剛司郎／友田陽　共著（森北出版）
配®プリント

「異種接合材R材料力学と応力集中」Z野田尚昭Z堀田源治 ほか2名著（コロπ社）なº多数

材料力学（3年）Z材料力学I（4年）Z材料力学II（4年）Z材料力学III（4年）Z先端複合材料学（AM1）

履修:�
注意事項

本講義LZ大学¬で実ƒされていeセミπー形…で進Àすe．毎回Z講Œが本分野R論—“i説記’なºU指定しZ履修
ŸにL’⁄にそR論—R理iが‹め^れe．まPZ学期Ufiじて数回程"Z論—“派‚すeレポート“時’情ÂR考ÁU
プレゼンテーションにまとめZ発Èすeことが‹め^れe．各回LZ講Œによe講義Z学‚によe発ÈおよÌディスカッションに
よÚ構成されe．
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授4計画（応用材料力学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 授業概ıR説明

2 本Mで学NしP材料力学R理i"U確¯すePめR基Wqな演NU実ƒすe．まPZ応用問\についてiく．

3 本Mで学NしP材料力学R理i"U確¯すePめR演N（熱応力）U実ƒすe．まPZ応用問\についてiく．

4

5

6

7 これまでに学んu材料力学R知TU発˚させZ応用問\Uiく．

8 これまでに学んu材料力学R知TU発˚させZ応用問\Uiく．

9 これまでに学んu材料力学R知TU発˚させZ応用問\Uiく．

10 これまでに学んu材料力学R知TU発˚させZ応用問\Uiく．

11 これまでに学んu材料力学R知TU発˚させZ応用問\Uiく．

12 複合材料に˝すe問\Uiく．

13 複合材料に˝すe問\Uiく．

14 複合材料に˝すe問\Uiく．

15 総合演N 応用材料力学に˝してZ学NR総まとめUÀう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

こR授業で1年�R授業R進め方Z試|およÌレポートZプレゼンテーションR説明UÀう．

材料力学に˝すe演N1

材料力学に˝すe演N2

材料力学に˝すe演N3 本Mで学NしP材料力学R理i"U確¯すePめR演N（LÚZエネルギー原理U用いPi法）U実ƒすe．まPZ応用問\につ
いてiく．

材料力学に˝すe演N4 本Mで学NしP材料力学R理i"U確¯すePめR演N（LÚZエネルギー原理U用いPi法）U実ƒすe．まPZ応用問\につ
いてiく．

材料力学に˝すe演N5 本Mで学NしP材料力学R理i"U確¯すePめR演N（LÚZエネルギー原理U用いPi法）U実ƒすe．まPZ応用問\につ
いてiく．

材料力学R応用問\1

材料力学R応用問\2

材料力学R応用問\3

材料力学R応用問\4

材料力学R応用問\5

複合材料に˝すe問\1

複合材料に˝すe問\2

複合材料に˝すe問\3

L
考

後期定期試|U実ƒすe．
本M目R修	にLZ30 時�R授業R受講と 60 時�R’⁄・’後自己学Nが必ıであe．【’⁄学N】講義にL—�U�んでくeことが‹め^れe．履修Ÿによeプレゼンテーシ
ョンR準�にL5時�程"R時�が必ıとなe．論—R’⁄提�L授業時“Classroom等UfiじてÀう．【’後学N】講義内�U�Ú�ÚZ次回Rディスカッションに反�させe．
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科　目

担当教員 早稲田 一嘉 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), B1(30%), C4(10%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 設�し�課���す 基礎知識，技術・手*+習得./レポー34評6す ．

2

3

4 8テー:ごと+レポー3+提出状@4評6す ．

5 安B�作D/Eめてい かどうか/，製作活N+OPQみ4評6す ．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 8テー:4準Uされ�プリン3，器\+:ニュアル

参考書 指導教cdeす参考書

関連科目

　

神戸市立工D高等専門学校 2025年.シラバス

メカニカルエンジニアリン}演習 (Exercise of Mechanical Engineering)

\éシステè工学専攻・1年・通年・選択・2単位【演習】

授4�
概6�方針

本科5年課ö4修得し�製図・実習など+も+づくP基礎¢/ベースとして具体¶な成果©/8™d設�し，そ+製作活
N/通してよP実践¶なも+づくP能¢+向∞/目指す．ま�，8™d指導¶立≥となP，設�し�成果©製作+模擬講習
など/∑うこと4，コミニュケーション能¢+向∞/はか ．製作活N+成果©/作æとして提出させ と¿�製作課ö/ま
とめ�報告書/提出させ ．本授Dは，プレゼンƒ報告書作成�ついても指導す ．

【A2】設�し�課�/十分理…し�∞4作D/Eめ，目 /達成す +�
必Õな技術・手*/習得す ．

【B1】作D/通して得られ�結果/整理し，図・—/“いてレポー3としてま
とめ ことd4き ．

製作活N/通して得られ�結果+報告書作成能¢/レポー3�よP評6す ．
必Õ�よP面’4理…./確◊す ．

【B1】成果©+製作過ö/他⁄�¶確�説‹4き ． 成果©+製作過ö/¶確�説‹4き か/模擬講習›もしくは講演›など
4評6す ．

【C4】期限‡�レポー3/提出4き ．

【D1】器\+OP·い�注„し，安B�作D�OPQむことd4き ．

成Âは，レポー330%　作æ50%　模擬講習›もしくは講演›など20%　として評6す ．100点満点460点以∞/合
Îとす ．

エンジニアリン}デザイン演習（専攻科2年）

履修:�
注意事項
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授4計画AメカニカルエンジニアリンK演習）

内容AテーマR目標R準Sなど）

1週目Úガイダンス
　　　授D概Õ/説‹す ．

2週目Úテー:設�，活N計画書+作成
　　　8™d1年間OPQむテー:+設�/∑い，1年間OPQむテー:+活N計画/作成す ．
　　　活N計画書はレポー3として提出させ ．

4～14週目Ú課�製作（前半）
　　　設�し�テー:+¸4，8™d課�製作�OPQむ．
　　　�期¶�活N報告書/作成し，最終報告書4まとめ ．
　　　E捗状@�ついて指導教cと+面’/実�す ．

15週目Ú中間報告›
　　　8™d中間報告/∑い，後半+課�製作活N�ついて再検�す ．
　　　なお，時期/前後して学	+発—›など/中間報告›とす こともあ ．

16週目Ú活N計画+見
し
　　　中間報告›4+指�/�まえて活N計画+見
し/∑う．
　　　
17～27週目Ú課�製作（後半）
　　　�期¶�活N報告書/作成し，最終報告書4まとめ ．
　　　E捗状@�ついて指導教cと+面’/実�す ．

28，29週目Ú発—›参加，模擬講習›運営
　　　学	4+発—›，模擬講習›など�参加し，8™d講師�となP運営/∑う．
　　　学	開�d前提4あ d，開�d前後し�P開�4きない≥合などは学‡4+
　　　成果発—›/講演›とす こともあ ．

30週目Ú成果発—›
　　　1年間+OPQみ‡�/報告書�まとめ発—す ．

S
考

中間試�およ��期試�は実�しない．
本科目+修得�は，30 時間+授D+受講と 60 時間+事前・事後™己学習d必Õ4あ ．事前学習Ú参考書，学術雑誌，文%データベースおよ�ネ
ッ3∞+情報など/“いて先端技術+最新N向�興.//つ．事後学習Ú課�レポー3+作成およ�製作記1+整理/実�す ．
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科　目

担当教員 小澤 正宜 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 機械材!"#$特&'理)している.課0およ3定期試験7評9する．

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー?講義

参考書 適宜紹Dする．

関連科目 国語，倫理，保険・体育，政治・経済，国Qコミュニケーション，哲['\くすべて"機械工[科開設科目

神戸市立工業高等専門[校 2025年oシラバス

フィールドロボティクス論 (Field Robotics Theorä)

機械システã工[専攻・1年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

ロボッ?'実環î7使ñするためô必õとなる知識，理論'[†する．ロボッ?"使ñされる環î£使ñ対•ô¶する知識
'[んだ"ち，フィールドロボッ?設™ô必õな機械，電気，制御õØô$いて[†する．本講義は，担当教≤"実務経験'
≥まえ，具体的事π'∫えながº講義'Ωめる．

【A4-AM3】環îが#$物理的特&がロボッ?ôøえる制¿ô$いて理)
7きる．

環î"物理的特&およ3それºがロボッ?ôøえる制¿が理)7きている.
課0およ3定期試験7評9する．

【A4-AM3】™測対•，採取対•"基礎的な特&'理)し，それがロボッ?
"機»ô反 される事が理)7きる．

™測対•，採取対•"基礎的な特&'理)し，それがロボッ?"機»ô反 さ
れることが理)7きている.課0およ3定期試験7評9する．

【A4-AM3】ロボッ?"基本的な強o・出力設™がœえる． ロボッ?"基本的な強o・出力設™がœえる.課0およ3定期試験7評9す
る．

【A4-AM3】機械材!"#$特&'理)し，ロボッ?"部—として適“ô選
択することが7きる．

【A4-AM3】ロボッ?ô使ñされる電”ô$いて理)し，使ñ条’ô÷じて
適“ô選択7きる．

ロボッ?ô使ñされる電”ô$いて理)している.課0およ3定期試験7評
9する．

【A4-AM3】空間⁄'動‹するロボッ?"制御ô$いて，現代制御理論'
ñいて制御することが7きる．

現代制御理論'ñいた空間⁄"ロボッ?動‹制御ô$いて理)している.課
0およ3定期試験7評9する．

成‡は，試験80%　レポー?20%　として評9する．試験は定期試験"‰実Âする．100点満点760点以Í'合Ïとする
．

履修:�
注意事項

必õô÷じて追試験'実Âする．3DCAD'使ñ7きるPC'所ÚしていることがÛましい．
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授4計画Aフィールドロボティクス論）

テーマ 内容A目標・準Oなど）

1 ガイダンス，フィールドロボティクス"概õ 本講義7実Âする⁄¯'俯瞰的ô説¸する．

2 ロボッ?"使ñ環î ロボッ?が動‹する環îô¶する自然科[的知識'[†する．

3 ロボッ?"™測・採取対•として，生物ô¶する知識'[†する．

4 ロボッ?"™測・採取対•として，非生物"対•ô¶する知識'[†する．

5 ロボッ?"機械的強o ロボッ?が動‹環î.º�ける外力と，これ'考�した機械設™ô$いて[†する．

6 ロボッ?"推Ω力 ロボッ?ô必õとなる推Ω力"算出方
ô$いて理)する．

7 機械材!"種類 ロボッ?"部—ô使ñされる材!"種類と特
ô$いて[†する．

8 機械材!"特& 環î.º"影�ôよる材!特&"変�ô$いて[†する．

9 電力”"種類と特& ロボッ?ô使ñされる電”"種類と設™Í注�が必õな点ô$いて理)する．

10 電気部—"配�と電磁的干渉 使ñ環îôよるロボッ?⁄外"電気部—"位�的制¿と，それôよる電磁的な干渉ô$いて理)する．

11 現代制御理論"導入

12

13 環î特Ú"外�'状態方程�7 す方
'[†する．

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ロボッ?"™測・採取対•1

ロボッ?"™測・採取対•2

自由空間⁄'動‹するロボッ?"制御7現代制御理論が必õ7あること'理)する．また，現代制御理論"基礎的な⁄¯'復
†する．

状態方程�"立�1 6自由o'#$ロボッ?"状態方程�'立�する．

状態方程�"立�2

総合演†1 第1回目～第6回目"⁄¯'中*ô，総合的な演†'実Âする．

総合演†2 第7回目～第13回目"⁄¯'中*ô，総合的な演†'実Âする．

O
考

前期定期試験'実Âする．
本科目"修-ôは，30 時間"授業"�講と 60 時間"事前・事後自己[†が必õ7ある．本科目"修-ôは，30 時間"授業"�講と 60 時間"事前・事後自己[†が必õ
7ある．事前[†として講義⁄¯と¶1する動2"視聴，事後[†として授業中ô説¸した設™"実Â£検6'想定している．定期試験'実Âする．状8ô÷じて再試験'実Â
する場合がある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 複合材
�種��特�について�試験�発表内容�質疑内容!評#する．

2

3 複合材
�製造手*について�作成資
�試験�質疑内容!評#する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配0プリント

参考書

関連科目

講678に輪講形;!<う．受講人@にAじて一部授業計HI変Kするこ�がある．

神戸市立工業高等専門学校 2025年^シラバス

先端複合材
学 (Advanced Composite Materials Science)

[前期] 田邉 大貴 准教授

機ÄシステÇ工学専攻・1年・前期・選択・2単位【講6】

授4�
概6�方針

本講6!7�材
工学å航空先端材
等�知êI基í�して�次世ñ�輸送機ôå産業機ô�医療機ô分û!注†され
ている繊維強化複合材
I7じめ�する複合材
�設計å製造に必™´知êI理≠するこ�I†Æ�する．また�学±に
よる発表形;!プレゼンテーション能∏Iπう．

【A4-AM1】複合材
�種��特�について理≠!きる．

【A4-AM1】複合材
�∏学Æ特ª�そ�評#手*について理≠!きる． 複合材
�∏学Æ特ª�そ�評#手*について�試験�発表内容�質疑内容
!評#する．

【A4-AM1】複合材
�製造手*について理≠!きる．

成Ω7�試験70%　プレゼンテーション30%　�して評#する．100点満点!60点以ƒI合≈�する．

「複合材
入門」�D. ハル� T.W. クライン著�（培風館）
「先進複合材
工学」�邉 吾一� 石川 隆司 著�（培風館）
「熱可塑ªCFRP　技術集　―材
・成形・加工・リサイクル―」�山根 正睦�他著�（サイエンス＆テクノロジー）

材
∏学I（3年）�材
工学（3年）�材
∏学II（4年）�材
∏学III（4年）�航空先端材
（5年）�成形加工学（AM1）

履修:�
注意事項
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授4計画（先端複合材料学）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 ガイダンス�複合材
�概™

2 熱硬化ª樹脂 繊維強化複合材
�母材に使¸されている熱硬化ª樹脂について理≠する．

3 熱可塑ª樹脂 繊維強化複合材
�母材に使¸されている熱可塑ª樹脂について理≠する．

4 強化繊維�種��諸特ª

5 樹脂�含浸方* 繊維強化複合材
における樹脂含浸�必™ª�含浸手*について理≠する．

6 繊維強化複合材
�成形加工について理≠する．

7 繊維強化複合材
�成形加工について理≠する．

8 繊維強化複合材
�成形加工について理≠する．

9 繊維強化複合材
�接合方*について理≠する．

10 繊維強化複合材
�接合方*について理≠する．

11 マルチマテリアル化 繊維強化複合材
�金属�プラスチックス´ど�マルチマテリアル化について説
し�諸問�I理≠する．

12 繊維強化複合材
�異方ª 繊維強化複合材
�異方ªについて理≠する．

13 繊維強化複合材
�評#方*について理≠する．

14 繊維強化複合材
�評#方*について理≠する．

15 総括 本講6I�����総括I<う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

本授業�進め方�試験�プレゼンテーションå資
�作成方*およ�評#方*について説
I<う．また�複合材
�概™につい
て説
する．

繊維強化複合材
における強化繊維について�炭素繊維åガラス繊維�アラミ�繊維´ど�I��ƒげて�諸特ªについて理≠
する．

繊維強化複合材
�成形加工1

繊維強化複合材
�成形加工2

繊維強化複合材
�成形加工3

繊維強化複合材
�接合方*1

繊維強化複合材
�接合方*2

繊維強化複合材
�評#方*1

繊維強化複合材
�評#方*2

L
考

前期定期試験I実 する．
本科†�修#に7�30 時%�授業�受講� 60 時%�事前・事後自己学*が必™!ある．後期定期試験I実 する． 本科†�修#に7�30 時%�授業�受講� 60 時%�
事前・事後自己学*が必™!ある．【事前学*】講6に7適宜文.I/ん!くるこ�が2められる．文.�事前提57授業時åClassroom等I6じて<う．【事後学*】講6内容
I�����次7�ディスカッションに反<させる．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(30%), A4-AM1(40%), A4-AM4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー�講義

参考書 ノー�講義

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年"シラバス

ナノ材料工学 (Nanomaterials Engineering)

[後期] 西田 真之 教授

機BシステD工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

機B工学分NOPいられT場VWXえてきた]各_`ナノ粒bcナノカーボf材料ghi対kとして]これら`ナノ材料`
oれた物q`起sから]�ップダウfおよ{ボ�Dアップ}アプロー�によT作製手法]そして評価計測手法およ{応Pま
Og学ぶことO]ナノ材料といç先端材料`学êg体系}に習îすT．

【A2】ナノ材料`oれた物q`起sgêóOきT． ナノ材料`oれた物q`起sgêóOきていTか]定期試öおよ{レポー�
O評価すT．

【A4-AM1】金ûおよ{半導体ナノ粒b`特qおよ{応PgêóOきT． 金ûおよ{半導体ナノ粒b`特qおよ{応PgêóOきていTか]定期試ö
およ{レポー�O評価すT．

【A4-AM1】ナノカーボf`特qおよ{応PgêóOきT． ナノカーボf`特qおよ{応PgêóOきていTか]定期試öおよ{レポー�
O評価すT．

【A4-AM4】ナノ材料`評価計測手法gêóOきT． ナノ材料`評価計測手法ggêóOきていTか]定期試öおよ{レポー�O評
価すT．

成£は]試ö85%　レポー�15%　として評価すT．

応P物êI]応P物êII

履修:�
注意事項

- AM–63 -



授4計画AナC材料工学）

テーマ 内容A目標・準Lなど）

1 概論

2 ナノ材料Woれた物qg©すê™について]電磁気学`観∞から説≤すT．

3 ナノ材料Woれた物qg©すê™について]量b力学`観∞から説≤すT．

4 金ûナノ粒b`光学特q 金c∂iど]局在表Vプラズモf共æg©す金ûナノ粒b`光学応øについて]物ê}機¿g説≤すT．

5 金ûナノ粒b`応P 金c∂iど]局在表Vプラズモf共æg©す金ûナノ粒b`応Pについて説≤すT．

6 ナノ材料`計測手法について]アfサfブ√g対kとした光学}i手法g説≤すT．

7 ナノ材料`計測手法について]単ƒナノ物≈g対kとした光学}i手法g説≤すT．

8 量bサイズ効果 量bサイズ効果によT特徴}i発光挙Ãg©す半導体量bドッ�について]それら`物ê}機¿g説≤すT．

9 半導体量bドッ�`応P 半導体量bドッ�`応Pについて説≤すT．

10 電b顕微–およ{走査”プローブ顕微–gPいたナノ材料`計測手法g説≤すT．

11 ボ�Dアップ}iナノ材料`作製手法g説≤すT．

12 �ップダウf}iナノ材料`作製手法g説≤すT．

13 ナノカーボf`特q

14 ナノカーボf`応P カーボfナノ�ューブ]フラーレf]グラフェfiど]oれた物qg©すナノカーボf材料`応Pg説≤すT．

15 総合演習 ナノ材料工学に€して]演習問›góくiど]総まとめg‡ç．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ナノ材料とは]典”}にはサイズW1‚数百nm`微Âi物≈Oあり]1nm以È`原b・分bc]またはよりÎきiバ√クÌ塊）物
≈と比Òして]ときに非Ûにoれたq≈g©すことg概説すT．

ナノ材料`物q`起sÌ1）

ナノ材料`物q`起sÌ2）

ナノ材料`計測手法Ì1）

ナノ材料`計測手法Ì2）

ナノ材料`計測手法Ì3）

ナノ材料`作製方法Ì1）

ナノ材料`作製方法Ì2）

カーボfナノ�ューブ]フラーレf]グラフェfiど]oれた物qg©すナノカーボf材料について]それら`物ê}機¿g説≤すT
．

L
考

後期定期試ög実ˆすT．
本科˘`修îには]30 時¸`授業`受講と 60 時¸`事前・事後自己学習W必�OあT．事前学習Oは次�`授業範	について配布資料g
み]各自OêóOきiいところ
g整êしておくこと．事後学習Oは]授業内�g復習し]興�g�ったことg�べてノー�等にまとめておくこと．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 �えられ�テー�	
す�基礎知��レポー��評�す�．

2

3

4 �テー�ごと�レポー��内��評�す�．

5

6 �テー�ごと�レポー��内��評�す�．

7

8 �テー�ごと�レポー��提出状"�評�す�．

9 安$	作&�'めてい�かどうか�.�テー��/01み�評�す�．

10 　 　

総合評価

テキスト �テー��準5され�プリン�.器;��ニュアル．

参考書 �テー�	@して指導教EFGす参考書

関連科目 提Kされ�テー�	@す�基礎.専門科目

神戸市立工&高等専門学校 2025年^シラバス

エンジニアリングデザイン演習 kExercise of Engineering Design)

西田 真之 教授, 熊野 智之 准教授, 津吉 彰 特任教授, 尾山 匡浩 教授, 濱田 守彦 准教授, 上中 宏二郎 教授 【実務
経験者担当科目】

$専攻・2年・後期・必修・1単位【実験実習】

A2k20%), B1k10%), B2k10%), C1k30%), C2k10%), 
C4k10%), D1k10%) JABEE基準

kb),kc),kd)1,kd)2-a,kd)2-b,kd)2-c,kd)2-d,ke),kf),
kg),kh),ki)

授4�
概6�方針

構想力.専門的知�µ技∑�統πして必ずしª正Ω�ない問¿	/01み.専門分野F¬な�少人≈�グループ�チー
ムワー…力µ協調Ã�Õうととª	.実現可–な Ω�—つ”出してい‘–力�Õう．テー�	
して.グ ループ内�学生同
◊µ担当教ÿと適⁄ディスカッション�しなFらΩ決‡�模‚す�．'行状"	@す�報告書�提出し.中間報告Áµ成
果発表Á�Ï�Ìごと	Óられ�成果�発表す�こととす�．本実験�一ÚÏ.企&�実務経験教EF担当し.ª�づ‘0
	ついてª指導します．

【A2】�えられ�課¿�十分理Ωし�上�作&�'め.Ω�導˘出す�	
必˙な原理.方‡.技∑�習Óす�．

【A2】作&�˝してÓられ�結果�整理し.考��展�してレポー�として
まとめ�ことF�˘�．

�えられ�テー�へ�理Ω^.結果�適�な処理およ	考��内��レポー
�	よ0評�す�．必˙	よ0面��理Ω^�確
す�．

【A2】他分野�工学	@����専門技∑	@す�知���	つ”�．
�えられ�テー��Ω決��理Ω^とそ�経験�自分�専門分野	反�さ
せ�複π的視野FÓられ�か�レポー�	よ0評�す�．必˙	よ0.面��理
Ω^�確
す�．

【B1】Óられ�結果�適�	表す図・表F書”�．

【B2】グループ内�建設的な議��行い.共同して作&�遂行し."い発
表F出#�．

グループ内�積極的かつ建設的な議��行っ�かどうか�実験中ま�Ï面
�	よ0評�し."い発表F出#�かどうか�成果発表Á�評�す�．

【C1】Óられ�結果から適当な処理�し.レポー�	まとめ�ことF�˘�．

【C2】他分野�工学	@����.複π的視野��つ． 当てられ�テー��Ω決�	
す�理Ω^と.そ�経験�自分�専門分野へ
反�させ�複π的視野FÓられ�かどうか�レポー�	よ0評�す�．

【C4】期限内	レポー��提出�˘�．

【D1】器;�/0(い	注*し.安$	作&	/01むことF�˘�．

成,Ï.レポー�40%.作&�遂行状"40%.成果発表20%として評�す�．�テー�	おいて遂行状".理Ω^.技∑�
習Ó.考�力.コミュニケーション–力�総πして100点‡�担当指導教EF評�し.そ�平3�総π評�とす�．100点
満点�60点以上�π7とす�．

履修:�
注意事項

�えられ�テー�	@8す�他分野�工学	ついてそ�基礎知��十分予習してお‘こと．ま�.出:してグループ内�共
同して作&�行うこと�前提として評��行う．
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授4計画Aエンジニアリングデザイン演習）

内容AテーマR目標R準Sなど）

1週目=ガイダンス
　　　グループ分”.テー�決定等�行う．

2週目=発表Á資料作成
　　　テー�設定発表Á	C”てグループごと	発表資料作成�行う．

3週目=テー�設定発表Á
　　　�グループ�設定し�テー�	ついてグループ単位�発表�行う．
　　　参加者$E�質F�行い.設定し�テー�	/01む上��課¿�明確Hす�．

4～8週目=デザイン演習
　　　設定し�テー�	
して演習計L�作成し.グループごと	作&�'め�．
　　　予MÏ�グループ1万円程^とし.週ごと	そ�Q	行っ�作&内��レポー��提出す�．

9週目=中間報告Á
　　　報告Á	先立�.外Ú講V	よ�講義（製品�発�体験�など）�]”�．
　　　グループ単位�中間報告�行い.そ�後	参加者$E�質F�行うこと�問¿点�^い出す．
　　　予M使用状"・使用計L	ついてª報告す�．

10～14週目=デザイン演習
　　　中間報告Á�明らかとなっ�問¿点�aまえて.グループごと	作&�'め�．

15週目=成果発表Á
　　　半年間�活d�˝してÓられ�成果�グループ単位�発表す�．
　　　参加者$E�質F�行い.課¿等�—いだす．

S
考

中間試験およ	定期試験Ï実gしない．
本科目�修Ó	Ï.45 時間�授&�]講F必˙�あ�．事前学習=参考書.学∑�kおよ	ネッ�上�情報など�用いて./01むテー�	@nす
�理�µ現o�予習す�．事後学習=課¿レポー��作成およ	作&記q�整理�実gす�．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B4(40%), C2(60%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各担当教�よ�指�する．

参考書 各担当教�よ�指�する．

関連科目 工業英語

神戸市立工業高等専門学校 2025年)シラバス

専攻/ゼミナー4Ⅱ (Advanced Course Seminar II)

西田 真之 教授, 東 義隆 准教授, 片山 大悟 助教 【実務経験者担当/目】

機\システ^工学専攻・2年・前期・必修・2単位【演習】

授4�
概6�方針

専門工学h関jする外国語文no輪qする．担当部shついて，そy内{o説}~考ÄoÅべるとともh討Üoゼミナー
4形àâäう．幅çい工学séyè~い学êoëるとともh，関jする文no調ìすることhよ�最è技óò研öy手法
hついて実践ûh学ぶ．本授業は，担当教�y企業ây研ö業務経験o£まえて，英語文ny購q法hついても指ßす
る．

【B4】機\システ^工学関jy英語文no，必要最小™y辞¨y活Æh
よ�qØâきる．

機\システ^工学関jy英語文nyqØ能≤o各テー≥ごとhレポー∑およ
πプレゼンテーションâ評æする．

【C2】各séy文noqむことâ，機\システ^工学yçいséhおける
基礎事ƒまたは技ó動«o理Øする．

機\システ^工学yçいséhおける基礎事ƒまたは技ó動«y理Ø)o
各テー≥ごとhレポー∑およπプレゼンテーションâ評æする．

各テー≥ごとh担当者…レポー∑50%，プレゼンテーション50%â100点満点â評æ~，全担当者y評æ点y平œo本/
目y評æとする．詳—は各担当者y第1回目y授業‘h説}する．100点満点â60点以÷o合ÿとする．

履修:�
注意事項

5年「工業英語⁄âëた知êoベースh英語文no購qする．
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授4計画（専攻科ゼミナーHⅡ）

テーマ 内容（目標・準Nなど）

1 欧米大学課‡レベ4y材料≤学教/¨y英文oqØ~，材料≤学y理Øo„める．

2 欧米大学課‡レベ4y材料≤学教/¨y英文oqØ~，材料≤学y理Øo„める．

3 欧米大学課‡レベ4y材料≤学教/¨y英文oqØ~，材料≤学y理Øo„める．

4 欧米大学課‡レベ4y機\材料教/¨y英文oqØ~，材料学y理Øo„める．

5 欧米大学課‡レベ4y機\材料教/¨y英文oqØ~，材料学y理Øo„める．

6 機\加工法y種Áと特Èhついて，英語文noÍ~て学習する．

7 切削加工h関する英語文noqØ~，切削yメカニズ^などhついて理Øo„める．

8 切削加工h関する加工y現Ùと動«hついて，英語文noqØ~理Øo„める．

9 研削加工h関する英語文noqØ~，研削yメカニズ^などy理Øo„める．

10 研削加工h関する加工y現Ùと動«hついて，英語文noqØ~理Øo„める．

11 データベースよ�適切なÜ文o検索，qØ~内{o理Øする．理Ø~た内{hついて英語プレゼンテーションoäう．

12 データベースよ�適切なÜ文o検索，qØ~内{o理Øする．理Ø~た内{hついて英語プレゼンテーションoäう．

13 データベースよ�適切なÜ文o検索，qØ~内{o理Øする．理Ø~た内{hついて英語プレゼンテーションoäう．

14 データベースよ�適切なÜ文o検索，qØ~内{o理Øする．理Ø~た内{hついて英語プレゼンテーションoäう．

15 データベースよ�適切なÜ文o検索，qØ~内{o理Øする．理Ø~た内{hついて英語プレゼンテーションoäう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

材料≤学sé（1）Mechanics of Materials

材料≤学sé（2）Mechanics of Materials

材料≤学sé（3）Mechanics of Materials

材料≤学sé（4）Mechanics of Materials

材料≤学sé（5）Mechanics of Materials

加工学sé（1） Mechanical Machining

加工学sé（2） Mechanical Machining

加工学sé（3） Mechanical Machining

加工学sé（4） Mechanical Machining

加工学sé（5） Mechanical Machining

Ü文購q，プレゼンテーション（1） Reading and Presentation

Ü文購q，プレゼンテーション（2） Reading and Presentation

Ü文購q，プレゼンテーション（3） Reading and Presentation

Ü文購q，プレゼンテーション（4） Reading and Presentation

Ü文購q，プレゼンテーション（5） Reading and Presentation

N
考

中間試験およπ定期試験は実
~ない．
本/目y修ëhは，60 ‘間y授業y受�と 30 ‘間y事前・事
y自己学習…必要âある．事前学習：参考¨òÜ文などâ予習する．事
学習：各テー≥h対�~た報告¨ま
たは課�h���む．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(15%), B2(15%), B4(5%), C2(65%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 研�テー�ごと�指�される．

参考書 研�テー��関�する書物，論文．

関連科目 研�テー��関�する科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年4シラバス

専攻科特別研�Ⅱ (Graduation Thesis for Advanced Course II)

長 保浩 特任教授, 西田 真之 教授, 宮本 猛 教授, 福井 智史 教授, 石崎 繁利 教授, 尾崎 純一 教授, 朝倉 義裕 教授, 
早稲田 一嘉 教授, 橋本 英樹 教授, 東 義隆 准教授, 熊野 智之 准教授, 鈴木 隆起 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正
宜 准教授, 田邉 大貴 准教授, Amar Julien Samuel 講師

機ãシステå工学専攻・2年・通年・必修・8単位【研�】

授4�
概6�方針

専攻科特別研�Iñ継òする．専門知öõ総合û�よ†研�開¢およ§デザイ®能™ñ高める．研�課≠�おける問≠ñ
学生±≤¢≥し，µ∂視野ñもっ∫理論的・体系的�問≠解¿する能™ñ¡う．研�テー�õ設��あたっ∫∆研�õ新
規性，有用性，理論的検Õñ重視する．研�õ内–—進捗状’ñ確◊し，プレゼ®テーショ®能™õ向›ñfiるため¢表会
ñ実‚する．研�成‰ñ報告書�まとめ提Èする．

【C2】設�した研�テー��つ∂∫，指導教ÏõÌÓ基礎知ö—専門知
öñ総合し∫研�ñ遂Úする能™ñ¡う．

研�課≠õ探�™，実験計画™，研�遂Ú™ñ日¯õ研�活動実˚か≤，お
よ§最終報告書õ充実4か≤評�する．到達目標4と合わせ∫70	とする．

【B1】研�成‰ñ報告書とし∫まとめ，簡��研�内–ñ¢表する能™ñ
��
ける．

特別研�¢表会30	（内–と構成10	，¢表10	，質疑応答10	�とし∫
評�する．

【B2】研�内–�関する質問��し∫的確�回答Óきる． 特別研�¢表会30	（内–と構成10	，¢表10	，質疑応答10	�とし∫
評�する．

【B4】研��関�した英�õ文�ñ参�し，また研�内–õ概�ñ的確な
英文Ó すことがÓきる．

研�テー��関�した英�論文ñ±≤õ研��役立∫∫∂るか∆，日¯õ活
動状’—¢表会Óõ参�状’か≤評�する．研�概�ñ英�Ó的確�書け
∫∂るか∆最終報告書Ó評�する．

成˚∆研�課≠õ探求・実験計画・研�実˚およ§最終報告書õ充実4Ó70%，特別研�¢表会õ充実4Ó30%とし
∫評�する．100	満	Ó60	以›ñ合'とする．

履修:�
注意事項

本科目内–�関し∫I，IIõ期間*�，最低1回õ学外¢表（関�学協会�おける口/また∆ポスター¢表�ñ義務
ける．
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授4計画（専攻科特�研FⅡ）

内容（テーマM目標M準Nなど）

研�∆Ì3か≤1テー�ñ4§担当教7õ指導õもとÓÚうことñ原9とする．

1) X;ñ用∂た材料評�（ 西田 真之 教授，福井 智史　教授�

2) 切削・研削加工�関する研� (宮本 猛 教授)

3) 機ã機能部Bおよ§そõ材料õ設計と評��関する研� (福井 智史 教授)

4) 複合材料õ成形加工およ§特性評��関する研�（尾崎 純一 教授�

5) 複合材料õ™学特性評��関する研� (早稲田 一嘉 教授，田邉 大貴　准教授)

6) 3次元造形õ加工およ§評��関する研� (早稲田 一嘉 教授，田邉 大貴　准教授)

7) 内燃機関õ熱効率向›�関する研� (橋本 英樹 教授)

8�ふN射物性およ§ふN射輸Q�関する研� (熊野 智之 准教授)

9) �イクロ・ナノバブXõ基礎特性—そõ応用�関する研� (鈴木 隆起 教授)

10) 各種流体関�機\—関�する流動現^�関する研� (鈴木 隆起 教授)

11) ±_ロボッbõ開¢・制dシステå�関する研� (宮本 猛　教授，清水 俊彦 准教授)

12) ソフbロボッbõ知能・機能創成�関する研�（清水 俊彦 准教授，小澤 正宜　准教授，Amar Julien Samuel　講師�

13�炭素繊維強ûプラスチックõ接合およ§成形手p�関する研� (田邉 大貴 准教授)

14)機ã工学�おけるロボッb，設計，制d�関する複合的研�（清水 俊彦　准教授，長 保浩　特任教授，福井 智史　教授，
石崎 繁利　教授，朝倉 義裕　教授，早稲田 一嘉　教授，小澤 正宜　准教授，Amar Julien Samuel　講師�

15)機ã工学�おけるエネXギー，™学，加工，材料�関する複合的研�（西田 真之　教授，宮本 猛　教授，尾崎 純一　教授，
橋本 英樹　教授，鈴木 隆起　教授，東 義隆　准教授，熊野 智之　准教授，田邉 大貴　准教授�

N
考

*間試験およ§�期試験∆実‚しな∂．
本科目õ修u�∆，240 時間õ授業õ受講と 120 時間õ事前・事zõ±己学|が必�Óある．事前学|：研�テー�，周辺知öおよ§関�する諸
問≠�つ∂∫幅µN興ÉñÑつ．事z学|：最新論文—学術雑áだけÓなN地域情報—ニュース等ñ通じ∫最新情報�èれ，継òした考ëñÚう．
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科　目

担当教員 鈴木 隆起 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年,シラバス

12学 (Hydraulic<)

機>システ@工学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

はじめN1体運QR記述方VおよY連[R式，運Q方程式_述べる．そR後，非圧縮性1体Riなk運QNついn述べる
．oN，速,ポテンシャtおよY12関vNよりあらわさ2る様}な二次元12Nついn詳述する．次N，実在1体R運Q_
ÑえるためN粘性_導âk，ナビエ‐ストークス方程式_導ëする．基本îな粘性12Nïするナビエ‐ストークス方程式R
ñó境界öなどNついn述べる．本講義は，担当教úR実務経験_ùまえn，12学R基ü†実務Nついn教授する．

【A4-AM2】二次元非圧縮性1体Riなk12°速,ポテンシャtおよ
Y12関vNより¢わさ2るこ†_理ñk，また複素関v_応®kn種}
R非圧縮非粘性12_記述k，理ñできる．

2次元非圧縮非粘性12Nついn，速,ポテンシャt・12関v・複素ポテン
シャtNïする理ñ†，こ2ら_®いn基本îな12_¨めるこ†°できる能
Æ_，レポートおよY前期定期試験で評≥する．

【A4-AM2】連[R式およYナビエ‐ストークス方程式_導ëでき，そR式
_ñいn基本îな粘性12Rñ_¥ら2る．

連[R式およYナビエ‐ストークス方程式Nïする理ñ†，こ2ら_ñいn基
本îな12Nïするñ_¥るこ†°できる能Æ_，レポートおよY前期定期試
験で評≥する．

成∂は，試験85%　レポート15%　†kn評≥する．100点満点で60点以º_合æ†する．レポートは自己学¡で¬うもR
_≈す．状«N応じn再試験_実…する場合°ある．

「1体Æ学R基ü」：八田・鳥居・田口共著(日新ë版)

「わかりたいŸR1体工学(⁄)(⁄⁄)」：深野徹（裳華房）
「1体Æ学」：神部勉（裳華房）
「基ü演¡シリーズ　1体Æ学」：神部勉（裳華房）
「1体Æ学」今井功（岩波書店）

M4RE「1体Æ学⁄」，M5RE「1体Æ学⁄⁄」

履修:�
注意事項
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授4計画（BC学）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 1体R性ÒおよYオイラーR平衡方程式

2 1体運QR記述V

3 連[R式 二次元およY三次元Nおける連[R式R導ë方V†式R意˘_理ñする．また，ベクトt¢記およY，座標変˛Nついnも学ぶ．

4 オイラーR運Q方程式 オイラーR連[方程式およY運Q方程式_導ëする．そR導ë過程†式R意˘_理ñする．

5 1体粒�R変�†回転運QおよY1線

6 速,ポテンシャt

7 ベtヌーイR定理 オイラーR運Q方程式から，静止1体Nïする平衡方程式ó，ベtヌーイR定理_導く．

8 12関vR定義††もNそR意˘Nついn学ぶ．また，演¡Nより12関vR具体îな導ë方V_理ñする．

9

10

11

12 
_まわる12Nïkn写�R方VNより複素ポテンシャt_¨める方V_学ぶ．また鏡�R方VN関knも簡単N学ぶ．

13 粘性応Æ_導âk，ナビエ‐ストークス方程式_導ëする．そR導ë過程†式R意˘_理ñする．

14 ナビエ‐ストークス方程式Nより二平板�R12など簡単な�NïするñR導ë方VNついn学ぶ．

15 円柱座標Nïするナビエ‐ストークス方程式R記述方V_学ぶ††もN，円管�R12場NïするñR導ë方VNついn学ぶ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

粘性，圧縮性，圧Æなど1体工学R基ü事�_簡単N復¡する．また，オイラーR平衡方程式_導ëkベクトtでR¢記方V_学
ぶ．

1体運QR二�りR記述Vである，ラグランジ�R方V†オイラーR方VNついn学ぶ．oN，オイラーR方VNよる速,†加速
,R¢記方V_学ぶ．

1体粒�R変�†回転からi,R導ë方V†そR意˘_学ぶ．また，iなk12óラプラスR式など諸定義Nついnも学ぶ．さら
N，1線R定義方V_学ぶ．

非圧縮およYiなk12Nおける速,ポテンシャtR定義およYそR意˘_学ぶ．また，演¡Nより速,ポテンシャtR導ë方
V_理ñする．

二次元iなk12(1)

二次元iなk12(2) 複素ポテンシャtR定義ó意˘_学ぶ††もN，平¬12ó吹ëk，i点まわりR12Nおける複素ポテンシャt_導ëする.

二次元iなk12(3) 複素ポテンシャtR合成方V_学ぶ††もN，円柱まわりR12Nおける複素ポテンシャtから12場_理ñする.

二次元iなk12(4) 円柱まわりN循'Rある12Nïkn複素ポテンシャt_導ëk12場_理ñする††もN，ダランベーtR背理óクッタ・ジ�
ーコフスキーR定理_簡単N学ぶ．

二次元iなk12(5)

ナビエ‐ストークス方程式(1)

ナビエ‐ストークス方程式(2)

ナビエ‐ストークス方程式(3)

I
考

前期定期試験_実…する．
本科目R修¥Nは，30 時�R授業R受講† 60 時�R事前・事後自己学¡°必3である．事前学¡†kn，本科で学¡kた�4およY前回R授業�4Nついn目_�knおく
こ†．事後学¡†kn，配6する課8_レポート†kn期日までN提ëするこ†．
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科　目

担当教員 尾崎 純一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配�プリント

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年'シラバス

成形加工学 (Material Processin:)

機<システ>工学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

本授業ではN工業材PQRでS近年使用WX増加してい]プラスチッ`材Pおよcプラスチッ`系複合材PgRhにNそ
Q種lm特性N成形方qについて学ぶ．またN本wで学んy金属材PQ成形qについてSプラスチッ`材PとQ比~Qた
�一部ÅÇÉÑ理Ügá�]．本授業では実製äQサンプåm映ég積極ëにÅÇíれ]ことで机ÉyけQ知òになら
ないように留ùしなXらû�ていü予°であ]．

【A4-AM4】プラスチッ`およcプラスチッ`基複合材PQ§な種lm特
•g金属材Pと対比して理Üす]．

プラスチッ`およcプラスチッ`基複合材PQ§な種lm特•g金属材Pと
対比して理Üできた©課´およc試≠で評Øす]．

【A4-AM4】プラスチッ`およcプラスチッ`基複合材PQ§な加工qに
ついて金属材PQ成形qと対比して理Üす]．

プラスチッ`およcプラスチッ`基複合材PQ§な加工qについて金属材P
Q成形qと対比して理Üできた©課´およc試≠で評Øす]．

【A4-AM4】プラスチッ`に©©わ]環境問´m最近Q技術動∏について
理Üす]．

プラスチッ`材Pに©©わ]環境問´m最近Q技術動∏について理Üした©
課´およc試≠で評Øす]．

成πはN試≠80%　課´20%　として評Øす]．100点満点で60点以Ég合øとす]．

「プラスチッ`成形加工学Q教w¡」√井沢 省吾（日刊工業新聞社）
「図Ü プラスチッ`成形材P」√ 鞠谷 雄士N 竹村 憲二（森北出版）
「図Üí門 よüわ©]最新プラスチッ`Q仕›みとはたらき[第3版] 」√ 桑嶋 Âほ©（秀Ëシステ>）
「トコトンmさしいプラスチッ`成形Q本」√横田明（日刊工業新聞社）
「基Ó©らわ©]FRP- 繊維強Ùプラスチッ`Q基Ó©ら実用まで -」強Ùプラスチッ`協会(コロ¯社)

材P工学N加工工学IN加工工学IIN材P力学

履修:�
注意事項

- AM–73 -



授4計画（成形加工学）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 ガイダンスN概説 工業材Pについて

2 �Ç�Ç 金属材PQ機<ë特性と変形について

3 �Ç�Ç 金属材PQ§な成形加工q（塑性加工）について

4 プラスチッ`材P プラスチッ`材PQ特•ついて

5 汎用プラスチッ`について

6 エンジニアリングプラスチッ`について

7 プラスチッ`材PQ機<ë特性 材P試≠qと機<ë特性について

8 代表ëな成形加工qについて

9 そQ
Q成形加工qについて

10 プラスチッ`X環境に�え]影�について

11 プラスチッ`X環境に�え]影�と対�について

12 プラスチッ`基複合材PQ種lと特• マトリッ`スおよc強Ù材Q種lについて

13 熱硬Ù性プラスチッ`基複合材PQ成形加工qについて

14 熱可塑性プラスチッ`基複合材PQ成形加工qについて

15 これ©らQ材Pと成形加工技術 工業材Pと成形加工に�す]技術動∏について

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

プラスチッ`Q種lと特•(1)

プラスチッ`Q種lと特•(2)

プラスチッ`Q成形加工q（1）

プラスチッ`Q成形加工q（2）

プラスチッ`と環境（1）

プラスチッ`と環境（2）

プラスチッ`基複合材PQ成形q（1）

プラスチッ`基複合材PQ成形q（2）

J
考

前期°期試≠g実�す]．
本w�Q修�にはN30 時�Q授業Q受講と 60 時�Q事前・事後自己学#X必%であ]．事前学#√&に学#してい]金属材PQ各項�にについて復#しておüこと．事後学
#√各課´に対して指°期日までに提出す]こと．

- AM–74 -



科　目

担当教員 橋本 英樹 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-AM2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2 熱交換�によ�熱交換��計算��定期試"#評%す�．

3 物)�移動・拡散現0に1す�理解4�定期試"#評%す�．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

物理#講7され�熱1連分<につい?理解し?おくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2025年4シラバス

熱・物)移動論 (Heat and Mass Transport Phenomena)

機gシステi工学専攻・2年・後期・選択・2単位【講7】

授4�
概6�方針

熱rs物)�輸送・移動現0に1す�基礎事y�zまえ}熱伝導・対流・輻Éによ�熱移動形Ö�理解と計算方áにつ
い?学àす�．

【A4-AM2】熱伝導・対流�相変ã�åç熱移動およs輻É伝熱�基礎
事y�理解す�．

熱伝導・対流�相変ã�åç熱移動およs輻É伝熱�基礎事y�理解4�
レポーëおよs定期試"#評%す�．

【A4-AM2】熱交換�によ�熱交換�í計算#き�．

【A4-AM2】物)�移動・拡散現0に1す�基本事yおよs応ïについ?
理解す�．

成óは}試"85%　レポーë15%　とし?評%す�．100点満点#60点以û�合†とす�．

例¢#わか�伝熱工学（第2版）}平田哲夫・田中誠・羽田善昭共著（森北出版）

∑え�伝熱工学}小川邦康著（コロæ社）
JSMEテキスëシリーズ　伝熱工学（日本機g学会）

流体工学I（4年）}流体工学II（5年）}工業熱�学I（4年）}工業熱�学II（5年）

履修:�
注意事項

- AM–75 -



授4計画（熱・物質移動論）

テーマ 内容（目標・準Mなど）

1 伝熱工学序論 熱・物)移動論につい?概Ãす�．

2 熱伝導�基本áÕおよs熱伝導方程œ�学àす�．

3 定常熱伝導問¢�“え方�学àす�．

4 非定常熱伝導問¢�“え方�学àす�．

5 対流熱伝‘�基本と基礎方程œ�学àす�．

6 平’に÷ç強制対流熱伝‘�“え方rs整理œについ?学àす�．

7 管内強制対流熱伝‘�“え方rs整理œについ?学àす�．

8 物体‹り�対流熱伝‘�“え方rs整理œについ?学àす�．

9 自然対流熱伝‘�“え方rs整理œについ?学àす�．

10 相変ã熱伝‘�基本と凝縮熱伝‘につい?学àす�．

11 沸騰現0と沸騰熱伝‘につい?学àす�．

12 輻É�基本とステファン・ボルツマン�áÕについ?学àす�．

13 輻É率・吸収率・反É率・透過率�“え方と形Ö係Úについ?学àす�．

14 熱交換� 熱交換�によ�熱交換��計算方á�学ぶ．

15 総括 授業全体�総括�˜し?}熱・物)移動論全¯�理解�˘め�．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

熱伝導（1）

熱伝導（2）

熱伝導（3）

対流熱伝‘（1）

対流熱伝‘（2）

対流熱伝‘（3）

対流熱伝‘（4）

対流熱伝‘（5）

相変ã熱伝‘（1）

相変ã熱伝‘（2）

ふくÉ熱伝‘（1）

ふくÉ熱伝‘（2）

M
考

後期中間試"およs後期定期試"�実ˇす�．
本科��修�には}30 時間�授業�受講と 60 時間�事前・事後自己学àí必
#あ�．事前学à：本シラバス全体によく��˜し
û#教科書・参“書等�ïい?予àす�
ことにより}授業範��中�専門ï��意�およsそ�範��内��概
�Ã�#き�よçにし?おくこと．事後学à：毎授業後に教科書・ノーë}授業#ïい
配布資�など�ï
い?復àす�ことにより}学àし
内��"しく理解し}定期試"に#え?いくこと．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(20%), A4-AM3(30%), B4(20%), C4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 動��記�によ�議���って�議��内 �英語能$によって採&する．

2 動��記�によ�議���って�議��内 �英語能$によって採&する．

3 動��記�によ�議���って�議��内 �英語能$によって採&する．

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノー-講義

参考書

関連科目 英語�英語演習�工業英語�専攻6ゼミナール

　

神戸市立工業高等専門学校 2025年Fシラバス

国際学会NO英語講義 (Research activities and debates in English)

[前期] Amar Julien Samuel 准教授

機lシステn工学専攻・2年・前期・選択・2単位【講義】

授4�
概6�方針

国際学会�またx英語発z�{|国内学会にNOて英語�発z能$�質~へ�対Å�レベル�Ñげ�英語Ü専門áà議
���います．自ãが5年ç�時�またx専攻6çにàってから�研í�英語Ü紹îし�発zします．

【A3】インタネッ-�õして�最ù�6学技術��文�発z会等�検索方§�
理¶Üきる．

【A4-AM3】英語Ü�研í情©�™きàがら�自ã�研íに関¨するù情
©�取Æする．

【B4】研í関¨�英単語�またx専門用語�理¶Üきる．

【C4】自ã�研í�英語Ü明±に説明する�が出¥て�他∂�英語発z
に対して質~�議��する�がÜきる． 5年ç�専攻6ç�研í�英語発zする�によって評∏する

成∫x�レポー-30%　プレゼンテーション70%　として評∏する．100&満&Ü60&以Ñ�合≈とする．英語発z2回ã
と授業«�英語���取�Ü評∏する．

[The art of Scientific Writing in English 6学英文技§]: 兵藤申一 (東京大学出版会)

履修:�
注意事項
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授4計画（国際学会EF英語講義）

テーマ 内容（目標・準Pなど）

1 授業’れ�紹î

2

3 同Ñ

4 同Ñ

5 同Ñ

6

7 同Ñ

8 同Ñ

9

10

11 同Ñ

12 同Ñ

13 同Ñ

14 同Ñ

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

こ�授業x英語�発z / 英語Ü6学�先端技術�ニュースÜ議���fi為�書·と発z�準備等�説明��います．

6学ニュース 1 ネッ-Ü最‰�技術�進Ê�Áし方�自ã�研íと脾Èする学会�ジャーナル等�紹î．最‰�研í�動��Ïて�自ã�研í
と�関¨&�議��英語Ü�fi．

6学ニュース 2

6学ニュース 3

6学ニュース 4

発z 1 �準備 以前�授業ÜÌにÓれた英語�単語�知�活用して�自ã�5年ç�時�研í�発z書·�作成．発zx5ã程F．

発z 1 �準備

発z 1 �準備

発z 1 発z 1 ��います

発z 2 �準備 以前�授業ÜÌにÓれた英語�単語�知�活用して�専攻6çÜ�fi研í�紹îと世ı�研íに比˜して�位¯づO�紹
îします．発zx15ã程F

発z 2 �準備

発z 2 �準備

発z 2 �準備

発z 2 �準備

発z 2 発z 2 ��います．定期試験返˛�みÜ短時�Ü�わる�Üxàく�一回ã�授業として成立させる内 �記�してください．

P
考

«�試験およ�定期試験x実
しàい．
本6��修Æにx�30 時��授業�受講と 60 時���前・�後自己学習が必�Üある．定期試験�実
しàい．本6��修Æにx30 時��授業�受講と 60 時���前・
�後自己学習が必�Üある．�前学習ÜxプレゼンテーションÜ用いるスライ��作成と発z内 ����作成すること．�後学習Üx�プレゼンテーション�質疑Å�に対する
有用à���整理しノー-に記�すること．
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